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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。 

  全員が出席で、定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第４回山形村

議会定例会の本会議を再開します。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影または録音などをする場合は事前に許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、８番、村林淳一郎議員、９番、三澤

一男議員を指名します。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎一般質問 

○議長（大月民夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

質問の順序は、お手元に配付の質問表に従って行います。 

本定例会の一般質問は、１人６０分を限度に一問一答方式で行います。 

質問者は、質問・答弁が終わるまで一般質問者席でお願いをいたします。 

念のため申し上げますが、質問・答弁は簡潔明快にお願いをいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 福 澤 倫 治 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位１番、福澤倫治議員の質問を行います。 

  福澤倫治議員、質問事項１「令和６年度介護保険事業の決算の内容について」を質問

してください。 

  福澤倫治議員。 

         （６番 福澤倫治君 登壇） 

○６番（福澤倫治君） おはようございます。議席番号６番、福澤倫治です。今回私は

村長に対して２つの項目についてお伺いをいたします。 

まず１点目として「令和６年度介護保険事業の決算の内容について」という形でお

伺いいたします。 

令和６年度介護保険事業も９月の定例会において認定されましたが、その内容等に

ついてお聞きいたします。 

令和６年度は、介護保険料が第８期より 700 円下げた初年度の年でありました。 

最初に介護保険事業の１年間の総括についてお聞きします。 

２として、収入内容についてお聞きします。私も行政にいた関係で、乏しい知識で

はありますが、介護保険料は国・県・市町村での収入で５０％、６５歳以上の第１号

被保険者と４０歳から６４歳までの第２号被保険者で５０％の収入で、収入全体が賄

われていると思いますが、個々の収入パーセントを教えてください。 

３番目として、令和６年度の介護保険事業計画値と比較し、実績値はどうでしたか。 

４番目として、令和６年度当初予算で基金からの繰入金 1,699 万 2,000 円を計上し

ましたが、繰入金はゼロでした。令和６年度末の基金残高を教えていただきたいと思

います。 
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５番目として、介護保険事業として基金残高がどのくらいが妥当とお思いでしょう

か。教えていただきたいと思います。 

６番目として、令和７年度も８か月が過ぎました。令和７年度の介護保険事業の状

況は計画どおりとあるわけですが、どう進んでおりますか。教えていただきたいと思

います。 

最後になりますが、来年度は、令和９年度から始まる第１０期の計画の年になりま

すが、介護保険料を引き下げるお考えがありますか、お聞きします。できれば、今の

段階でも結構ですが、予測数値があれば教えていただきたいと思います。 

第１回目の質問をさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 福澤倫治議員のご質問にお答えしたいと思います。 

「令和６年度介護保険事業の決算の内容について」のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問の「介護保険事業１年間の総括」についてでありますが、令和６年

度の介護保険特別会計決算につきましては、歳入総額が６億 7,407 万 8,000 円、歳出

総額が６億 4,371 万 4,000 円となり、実質収支は 3,036 万 4,000 円の黒字となりまし

た。これは、村民の皆様の健康増進へのご努力と、介護サービス事業者の皆様のご尽

力により、保険給付費が計画の見込みの範囲内で推移したこと、また、保険料の収納

率が安定していたことによるものであります。 

総じて、第９期計画の初年度として、村民の皆様に必要な介護サービスを提供しつ

つ、安定的で持続可能な事業運営が保たれた１年であったと総括しております。 

２番目のご質問の「収入の個々の割合」についてお答えいたします。 

議員ご指摘のとおり、介護保険制度の財源は、国・県・村が負担する公費と４０歳

から６４歳までの第２号被保険者、そして６５歳以上の第１号被保険者の皆様にご負

担いただく保険料で、おおむね半分ずつ賄う仕組みとなっております。 

令和６年度決算における介護給付費に対する歳入実績といたしましては、約５億

6,993 万円となり、そのうち第１号被保険者保険料が１億 5,463 万円で約２７．１％、

第２号被保険者保険料分である支払基金交付金が１億 5,291 万円で約２６．８％とな

り、保険料収入の合計は約５４％を占めております。 

一方、介護給付費に関わる公費負担につきましては、国庫支出金が１億 444 万円で
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約１８．３％、県支出金が 8,670 万円で約１５．２％、村の一般会計からの繰入金が

7,125 万円で約１２．５％となり、公費負担の合計は約４６％となっております。 

３番目のご質問の「令和６年度の介護保険計画値と比較して、実績値はどうでした

か」についてでございますが、第９期計画における令和６年度の事業費の見込み額は、

保険給付費と地域支援事業費を合わせまして約６億 3,745 万円でありました。 

これに対し、決算額は５億 8,163 万円となり、計画値と比較して、約 5,582 万円、

率にして約８．８％下回る結果となりました。 

これは主に、地域支援事業の中の介護予防・日常生活支援総合事業などの利用が想

定よりも少なかったことによるもので、今後、事業の周知や利用促進に努めてまいり

たいと考えております。 

一方で、主要な経費である保険給付費につきましては、計画値６億 94 万円に対し、実

績は５億 4,766 万円となっております。 

４番目のご質問の「令和６年度末の基金残高」についてでございますが、当初予算

におきましては、歳入不足を補うため、介護給付費支払準備基金から 1,699 万 2,000

円を繰り入れる予定でございました。しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、

歳入が予算額を上回り、歳出が予算額を下回ったことから、結果として基金からの繰

入れを行うことなく、決算を組むことができました。 

その上で、決算剰余金の一部である 2,876 万 5,000 円を基金に積み立てた結果、令

和６年度末の基金残高は１億 8,238 万 8,000 円となっております。 

５番目のご質問の「基金残高はどのくらいが妥当と思うか」についてでありますが、

まず、将来にわたり介護給付費が増加傾向にあることは事実として認識しております。

しかしながら、令和６年度末の基金残高１億 8,238 万 8,000 円に達した現状を見ます

と、将来への備えという点を考慮したとしても、この残高は課題であると私は認識し

ております。 

当初予算で見込んだ 1,700 万円近い基金の取崩しが不要となっただけでなく、結果

として約 2,900 万円を積み増すに至ったことは、これまでの計画が過度に慎重であっ

た可能性を示唆しています。この基金は、元を正せば、村民の皆様にご負担いただい

た貴重な保険料の蓄積でございます。積み上がった分については、将来への最低限の

備えを確保した上で、速やかに村民の皆様の負担軽減という形で還元していくことが

必要であると考えております。 

６番目のご質問の「令和７年度介護保険事業の状況は計画どおり進んでいるか」で
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ありますが、本年度も第９期計画に基づき、各種事業を推進しております。本年１０

月末現在の保険給付の状況は、計画に対して、おおむね順調に進捗しており、現時点

において事業運営に大きな懸念は生じておりません。引き続き、計画の着実な推進に

努めてまいります。 

７番目のご質問の「来年度は第１０期の計画の年になるが、介護保険料を引き下げ

る考えはあるか」についてお答えいたします。 

第９期計画におきまして、基金を活用し、保険料を 700 円引き下げたことは、村民

の皆様の暮らしを支える上で大変意義深い決断であったと確信しております。そして、

この負担軽減の流れを次期計画においても、さらに推し進めていかなければならない

と考えております。 

先ほど、基金残高は課題であるとの認識を申し上げましたが、この潤沢な基金を計

画的に活用することを前提に、次期計画におきましては、保険料のさらなる引き下げ

を検討してまいります。具体的な引下げ額については、今後の計画策定作業の中で精

査してまいりたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） ありがとうございました。 

この質問は、本当は９月のときにしたかったのですけれども、立場上の監査委員の

関係で一般質問の席に出れなかったということで、今になってしまった。 

というのは、この質問と次の質問もそうなのですけれども、来年度８年度に計画し

て、９年度からスタートするやつでありますので、今回質問させていただきました。

村長、答弁ありがとうございました。 

全体を通しての質問になるかと思いますけれども、データ的には、県下でも 5,000

円という月の村の保険料ですけれども、これは担当からいただいたのですけれども、

県下の中では４番目くらいに低い数値、5,000 円という数字が各町村は多いですけれ

ども、長野県は７７市町村あるのですけれども、たしか６３の保険事業者、広域でや

っているところがありますので、ですから、5,000 円という保険料は、安いほうから

考えて４番目くらいになっているのではないかと。ちなみに一番安いのは 4,800 円く

らいで、山形村より 200 円ぐらい低いのですけれども。 

それはそれとして先ほどから申し上げているとおり、全体的に今回の介護保険を見

てみますと、村長もご存じだと思うのですけれども、平成１２年（２０００年）から
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スタートして今年で９期ですから、令和８年が９期の最後になるわけです。それで平

成１２年（２０００年）からスタートした数字で申し上げますと、当時は月の保険料

が 2,192 円、そのときには非常に厳しい数字が入ったのですけれども、それで２年、

３年と赤字になったと。県から借りてやりましたけれども、その後、保険料を上げて

くることによって基金がどんどんどんどんたまっていって、また第５期のときには、

最後のときに基金残高が８万 2,000 円くらいになってしまったということで、それか

らまた、６期、７期に 5,660 円、5,990 円と上げていって、その結果が、その後７期

からずっと基金が増えている。 

この基金というのは、先ほども言いましたけれども、幾らが妥当かという数字は恐

らくないと思うのですけれども、今の段階で行くと基金の数字が１億 8,000 幾らにな

っているということになると、基金が保険料の１年分余計に残っているということが

ありましたので、そんな形で聞いたわけです。 

村長はご存じだと思いますけれども、第７期で 5,990 円にして、次の８期で 290 円

下げて 5,700 円。今度は９期で 700 円下げて 5,000 円にしたわけです。700 円下げる

と平均値でいきますと、700 円ですから１２か月で、年間に 8,400 円、一番の平均の

ところですけれども、そこで下がったということで、住民の方にも非常にありがたい

結果が出ていたと思うのですけれども、実は私、介護保険全体の中で、まず今申し上

げたようなことですが、介護保険の基金が増え続けたというのは、第７期の 5,990 円

から引き上げたときからです。ずっと増えたのは。次に第８期で、先ほど申し上げま

したが、290 円引き下げましたが、基金が増え続けて、第９期、今回の６年、７年、

８年のときの 700 円下げた。700 円下げたというのはもっと下げてもいいと思ったの

ですけれども、村長の考え方ですが、これは最終的には 700 円で 5,000 円にしたと。

その後も村長ご存じだと思いますけれども、また去年も 3000 万円近く増えていると

いうのが状況でして、令和６年度末で１億 8,238 万 8,000 円、今も村長から答弁があ

ったとおりです。 

ちなみに、この１億 8,238 万 8,000 円というのは、第１号被保険者の保険料ですか

ら単純に決算になりますと、第１号被保険者のパーセントがたしか２３％という数字

が出ていると思いますけれども、その２３％とした場合、１年間でこの１億 8,200 万

円の基金があれば約８億円近い予算が組めるのですよ、２３％で計算しますと。 

参考までに申し上げますけれども、全国平均は 6,225 円だそうです。先ほどちょっ

と申し上げましたが長野県の６３被保険者の保険料を全部足し上げて計算しますと、
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約ですけれども、5,797 円、5,800 円が平均値になっております。 

長野県の最高が 7,500 円、それから最低が 4,800 円。これは担当課のデータをいた

だいておりますけれども、間違いないと思いますが、先ほども言いました 4,800 円か

ら 7,500 円の違いがあるのですけれども、山形村が 5,000 円ですから県下では先ほど

言った、4,800 円、4,850 円、4,900 円で、5,000 円になったと思いましたけれども、

４番目の 5,000 円のランクですから、県下でも低いほうな保険者であると思います。 

いろいろと申し上げましたけれども、第１０期で、例えば 1,000 円、金額にして

２０％ですね 5,000 円ですから。２０％下げるとすれば、恐らく全国でも一番保険料

の安い町村になるのではないかと思っております。 

そこで前回、三重県のある町へ議会として視察をさせていただきました。そのとき

に、そこの町の保険料が 4,620 円と言ったら、担当課長は全国で２６番目に低い保険

料と。山形の保険料は 5,000 円と、向こう相手方の課長も知っていましたけれども、

「山形さんも低いですよ」とは言われました。それは低いということはいいことなの

ですけれども。 

ちなみに 1,000 円下げるとした場合、６年度の調定額１億 6,372 万 2,000 円が収入

の調定額になっておりましたので、その２０％とすると 3,274 万 4,000 円を基金から

繰り入れれば 1,000 円は下げられる。それを３年間やると１億円弱になるのですけれ

ども、予算編成ができるのではないかという気もします。ですから、1,000 円下げて

もなおかつ数字的には 8,000 万円以上の金額が残るという形になるかと思います。 

これは決算に基づいた数字ですけれども、基金残高が、村長もご存じだと思います

けれども、１０月末の介護保険の基金は１億 8,000 万円ではなくて１億 9,500 万円に

膨らんでおります。１億 9,500 万円、先ほど言った 1,000 円引き下げても、恐らくこ

れを３年間で使い切るとすれば、2,000 円下げてもちょうどゼロになる数字になるの

です。 

だから、数字的には言えないと、村長は言っていましたけれども、こういう数字の

中で、恐らく、来年の８年度では、結果的に介護保険の委員会をつくって介護保険の

保険料を決定していかなければいけないので、そのときに担当が出した数字は、恐ら

くこういう数字で出てくると思うのですけれども、ゼロにする基金というのはあり得

ないと思うのですけれども、基金を半分残したとしても、1,000 円は最低下げられる

という数字になります。私の少ない知恵の中で計算してみましても。 

ですので、この辺を置いて、2,000 円下げてしまうと恐らく３年間で基金を全部取
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り崩す。そんなことにならないと思うのですけれども、ゼロになるという計算上です

けれども、2,000 円下げるとすると大変だと思うのですけれども、1,000 円は最低下

げても全国的に、長野県の山形の保険料は全国で最低の保険料ではないかと言われる

ぐらいの保険の下げ方を今後検討していただけるか、これを聞きたいと思います。村

長の答弁をお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 福澤議員の本当に細かな数字を挙げていただいて、ありがとう

ございます。私自身も実際これだけ基金が積み上がっていることに大変危機感を持っ

ておりまして、これをしっかりと精査しながら対応していかなければならないと思っ

ております。 

ただ、今まで慎重になっていた面で課題にあるのは、医療費が年代別で、これから

後期高齢者を迎える方たちの医療費がかなり高い傾向があるものですから、そこら辺

で慎重な計画になっていたと思いますが、それも踏まえまして検討していきたいと思

っておりますので、これは前向きにご指摘をいただいたとおり検討していきたい課題

だと思っております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） 今、村長の言われた国民健康保険が、当時 700 円下げたときに

国民健康保険が赤字になった。だから、前の村長としては非常にその頭があって、介

護保険料を 1,000 円下げてよかったのに対して 700 円しか下げなかった結果がこうな

ってしまっているので、この辺は結果を見なくては後のことは言えないのですけれど

も、数字的に見てもどうしても 1,000 円ぐらいは下げてもいいという数字に計算上は

なると思いますので、担当課にちゃんと計算させてくださいね、私が言っている数字

はただ自分の試算の数字ですので。ですから担当課のほうでやって、ある程度は、基

金というのは山形としては 5,000 万円がいいのか１億円がいいかというのは、ある程

度の水準を決めていかないと、基金のやつでしょっちゅうこんなことになりますので、

３年分の中で幾らぐらい基金があったらいけるのではないかと、急激に介護保険の利

用率も伸びる場合もありますので、その辺のところは十分注意していただきながらや

っていただきたい。 

ちなみに、先ほどずっと村長の答弁の中で、令和７年度も１０月末で順調に進んで

いるという、そのことは聞きました。担当課からデータを出しますと計画数値は大分
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低いのですよ、実績が。ということは、恐らくこのままの状況があって３月まで続く

とすればまた基金が恐らく２億円を超して２億 1,000 万円から 2,000 万円になってし

まうという数字になろうかと思いますので、その辺は次の１０期の計画を立てるとき、

来年ですけれども、そのときに数字をちゃんと見ていただいて、やっていただきたい

ということが１点です。 

それから介護保険の基本的な考え方というのは、１年目が黒字、２年目がゼロ、３

年目が赤字。だから、１年目の黒字が例えば 3,000 万円あって、ゼロで、3,000 万円

の赤字になればチャラになるというのは基本の数字なのです、３年間というのは。だ

から基金がいいというのは、普通だったら基金というのは、その次の人たちに返さな

ければいけないと私なりに考えるのです。それを返さないということはしないのです

けれども、そんなことですので、基金に対しての額がある程度村として 5,000 万円が

いいのか 7,000 万円がいいかということは、ある程度決めておいたほうがいいのでは

ないか。むやみにどんどんどんどん増えて、また下がってしまって、一気に上げると

いうことも、これも非常に難しい問題ですので、その辺はぜひ時間をかけて基金の状

況はどれくらいあったほうがいいのではないかということを決めていただきたいと思

うのですけれども、その辺は村長、もう１回答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） ご指摘のとおり、基金の在り方というものをしっかりと考えま

してどの程度の基金をしっかり持っていたほうが安定的に運営できるか、そこも踏ま

えて検討し、そして前向きにこの保険料の減額について考えていきたいと思っており

ます。以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） ご答弁いただきました。ぜひ１０期に対しては介護保険料につ

いて、正直言って、先ほど申し上げましたけれども、一番伸びたのは平成３０年、第

７期から始まった基金が当時 4,000 万円弱でしたけれどもそれから一気に 6,000 万円、

7,000 万円、１億円、１億 3,000 万円と、どんどんどんどん増えてきているというこ

とを見ていただいて、この保険料の算定にぜひ役立てて、こういう時期ですので、で

きるだけ、６５歳以上の高齢者の保険料、ほとんどが年金から特別徴収されています

から、滞納というのは普通、一部６４から６５になったときの普通徴収もありますけ

れども、基本的には６５歳以上は年金から特別徴収されていますので、滞納はそれほ

ど少ないのではないかという気もいたします。その辺のところを踏まえた中で、ぜひ
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考えていただきたいことをお願いして、この質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（大月民夫君） それでは以上で質問事項１につきましては終了といたします。 

福澤倫治議員、次に、質問事項２「デマンド交通（予約型乗合いバス）について」

質問をしてください。 

福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） 次に２番目の「デマンド交通（予約型乗合いバス）について」

お伺いいたします。 

９月１６日の議会全員協議会で当局より提案されました、現在の福祉バスに代わる

デマンド交通についてお聞きいたします。私も福祉バスの運行には限界があると考え

ていますのでこの質問をさせていただきます。 

まず１点目として、デマンド交通の導入を検討した背景と目的について教えていた

だきたいと思います。 

その後、９月の提案後の進捗状況について教えてください。 

３として、デマンド交通を運営する経費は年間どのぐらい必要かを教えていただき

たいと思います。これは現段階ですから、いろいろなもろもろの細かいものは算定で

きないと思いますけれども、おおむねで結構です。 

それから聞いてはおりますけれども、一般の方はまだ分かりませんので、利用対象

者、今までは障がいを持つ方、それから、おおむね６５歳以上の方が福祉バスの利用

者になっておったのですけれども、今回のデマンド交通についての利用対象者につい

て教えていただきたいと思います。 

それから今後のスケジュール。いつ頃からこの事業をスタートさせ、いつ頃からい

ろいろなことを、今計画していると思うのですけれども、そのスケジュールについて

教えていただきたいと思います。 

６番目として、まず福祉バスは今まで無料でした。デマンド交通を利用した場合、

利用料について教えていただきたいと思います。 

テレビなんかでよく見ておりますけれども、テレビで見ると、うちの前でまで来て

デマンド交通、利用、いいところばかり映してくれるので、非常にいいなと。私たち

が見ていても「デマンド交通はいいな」といって考えるのですけれども、あれはいい

ところだけ映しているのだと思いますけれども、例えばこれは民間のタクシーと同じ

ようにメーター器がついていて、こんなことはないと思うのですけれども、そういっ
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た利用料について教えていただきたいと思います。 

最後になりますけれども、福祉バスのときは無料でした。そのときの一般財源の支

出、年間約１億 3,000 万円と聞いておりますが、これはバスの購入だとかそういうの

ではなくて、維持の関係、運転士、添乗員、それから、燃料費等々が含まれていると

思いますけれども、１億 3,000 万円と聞いておりますが、住民福祉のために今後同じ

くらいの金額を利用者に対して補助を考えられないかお聞きいたします。 

これで第１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項２の「デマンド交通（予約型乗合いバス）について」

のご質問にお答えいたします。 

１番目のご質問の「デマンド交通を導入検討した背景と目的」についてお答えいた

します。 

近年の高齢化の進展や運転免許返納者の増加により、日常の移動手段の確保が喫緊

の課題となっております。通院・買い物等の移動手段として、従来の公共交通である

福祉バスでは、時間・経路・乗降地点の柔軟な対応が厳しい状況でございます。 

また、車両の老朽化、運転手の確保等の課題が予測されるため、利便性の向上と、

持続可能なサービスを目指し、デマンド交通の導入を有力な選択肢として検討を開始

いたしました。 

２番目のご質問の「その後の進捗状況」についてお答えいたします。 

現在の進捗状況についてお答えします。 

１点目として、運行エリア、運行時間、予約方法、使用車両、運行システムなど、

本村の実情に即した最適な運行形態として検討を委託するための業者選定を行いまし

た。 

２点目として、県の担当者との打合せや他自治体におけるデマンド交通導入事例を

参考に、本村への適用可能性や導入に際しての留意点について調査を行いました。 

３番目のご質問の「デマンド交通を運営する経費は」についてお答えいたします。 

現時点で運行体制等について決定しておりませんので、詳細な経費については積算

しておりませんが、近隣自治体で運行している実情では、８人乗り程度の車両を運行

した場合に、おおむね 1,000 万円前後の経費とその他予約システムの運営経費等が必
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要となります。 

４番目のご質問の「利用対象者」についてお答えいたします。 

利用対象者は全村民を対象にすることを想定しております。 

５番目のご質問の「今後のスケジュール」についてお答えいたします。 

デマンド交通システムを導入する場合は、令和８年度中に運行体制を含めた全体設

計を行い、令和９年度中の運行開始を目指しています。 

６番目のご質問の「デマンド交通の利用料」についてお答えいたします。 

現時点で運行体制等について決定しておりませんが、近隣自治体の一般的な運賃と

大きく差が出ないように対応したいと考えております。１回ごとの定額制の料金で、

子ども、一般、高齢者の方など、別に設定することを想定しています。 

７番目のご質問の「福祉バス運行の一般財源相当額を利用者補助に充てることは考

えられないか」についてお答えいたします。 

デマンド交通を実施する場合にも、一定の一般財源の支出は必要となりますが、現

状の福祉バスの運行体制とは運賃が発生するなど変更となる可能性がありますので、

高齢者等への何かしらの支援は必要とは認識しておりますが、持続可能な運行体制の

維持のためには、一定のご負担もお願いしなければならないと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） ありがとうございました。 

確かに福祉バスは狭い道まで入れないなどいろいろなことがあって、福祉バスの運

行、私も３回ばかり乗ってみたのですけれども、正直言って、バス停はあってないよ

うなもので、お客様というのですか、利用者の方が道端で手を挙げれば乗せてくれる

というのは、本当はいけないことらしいのですけれども、そんなような状況もありま

した。 

私も福祉関係でやったときに、障がい者の方が「そこまで行くには、どうしたらい

いか」と聞かれたので、「自分のうちの前でも通るから、手を挙げたら、そこでちゃ

んと乗せてくれるし、降ろしてくれる」ということは聞いておりますので、バス停が

細い道のところに入っていないというデメリットは福祉バスには今あるかと思います。 

そこで村長にお聞きしたいのですけれども、このデマンド交通、村長肝煎りの、公

約の一貫となっておると思うのですけれども、先ほどちょっと触れましたけれども、

デマンド交通というのは、テレビでやっているやつを見ますと、本当にいいところば
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かり映しているのです。私が見てても、自分のうちまで乗せてくれて、ちゃんと連れ

てくれるという、そういうところばかりなものなので、「あんなにいいものだったら

いいな」と思うのですけれども、そこにはいろいろなことが、この間の区の三役と議

員の研修会のときに県のデマンド関係の担当者から書類をいただいたのですけれども、

特に感じるのが、ここの２点目、進捗状況の中で、県と担当者の打合せや、他自治体

におけるデマンド交通導入事例を参考にして、本村の運用可能性や導入に際しての留

意点について調査を行うと、今、村長に答弁していただいたのですけれども、メリッ

トはいいのです。そのまま続けてください。デメリットを真剣になって研究していた

だいて、やっていただきたいということをぜひお願いしたいと思います。ですから、

メリットは受けるほうとしたらいいことですので、そんなことひとつお願いをしてい

きたいと思います。 

それから３番目のデマンド交通の運営経費ですけれども、先ほど８人乗り程度の車

両で運行した場合、おおむね 1,000 万円前後がかかると。これは車両の購入は別です

か。それとも、山形の場合は恐らく８人乗りになるのか普通の小さいやつにするのか、

分からないのですけれども、取りあえず１台だけで考えておりますか。それとも２台

でということがあったら教えていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 先ほどご答弁させていただいた、村長からの１台当た

り 1,000 万円という金額ですが、一応ご質問は運営経費ということでしたので、おお

むね通常の普通乗用車、この辺は８人乗りでも５人乗りの小型自動車でもおおむね

1,000 万円前後という認識をしております。 

運営する際には、当然、車の購入ということで、一般的に近隣の山形村の８，０００

人ぐらいの人口と大体山形村の面積を考えると、１台では少ないかなというところで

２台か３台かという辺りは、これからの検討材料になります。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） １台だと出てしまうあるいは乗り合いで抜けてしまうというや

つになります。特に私がデマンド交通で心配になるのは、何十年も福祉バスで、そこ

行けば予約もなしで乗れた。今回の場合については予約制にしないといけないという、

今までとしてはデメリットがあるということになろうかと思います。 

ですから、一人暮らしのお年寄りの場合、電話で予約するのが非常に難しいとかそ

ういうことがありますので、この辺は今までの福祉バスの利用者あるいはお年寄りの



 －２９－ 

方に対して、こういう形でということをきちんと理解をしていただいてからスタート

していただきたいとお願いしたいと思います。 

ですから、若い人たちがいれば、予約は簡単に取れると思うのですけれども、福祉

バスと同じようにデマンド交通を利用する人はこういう人たちが多い、それは学生も

利用するかもしれませんけれども、基本的に今までの福祉バスの方たちが多いのでは

ないかと思っておりますので、その辺は十分時間をかけて、まだ１年ちょっとありま

すので、お年寄りだとか障がいを持つ方たちに対して分かりやすく説明をしていただ

きたいとお願いしたいと思います。 

６番目の再質問になりますけれども、飛ばしまして６番目になりますけれども、デ

マンド交通の利用料について、もう１回お聞きしたいと思うのですけれども、今回の

場合は有料になるわけですけれども、今まで何十年か福祉バスで無料でした。 

これも例を出したいと思いますけれども、１人の方が３日に１回、デマンド交通を

お願いして福祉センターのお風呂を利用する。月に１回お医者さんに通院をしたいと、

週に１回買い物に行きたいと。これを合計しますと、片道だけで１５回になります。

往復となりますから３０回分。説明の中では 100 円か 300 円だったもので、100 円で

計算していいか 300 円で計算していいか分からなかったのですけれども、真ん中を取

って 200 円で計算すると、今までかからなかった経費が月に 6,000 円かかるという数

字になります。年間にすると７万 2,000 円。一人暮らしのお年寄りの場合については、

物価高騰の中で非常に負担が大きくなるかと思います。 

今私が言ったことを村長、頭の隅にちょっとでも置いていただいて、９年度からの

事業着手に臨んでいただきたいと思うのですけれども、いかがなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私もそのように考えておりますので、そういった高齢者の方々、

今まで無料だったということも、私としては提供するサービスに対してそれ相応の負

担をお願いすることが行政としての役割と私は思っておりましたので、そこら辺は住

民の皆様に理解していただける形で、いろいろ細かいことを話し合っていきたいと思

っております。 

高齢者、また今回はお子様、低年齢の方も考えておりますので、そこも含めてそう

いった方々の利用に対しての補助なり、負担軽減等が行えるかどうかの制度設計を行

いながら考えていきたいと思っております。 

以上でございます。 
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○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） ぜひお願いしたいと思います。 

それでもう１点、村長ではなくて恐らく担当課長のほうだと思うのですけれども、

お子さんはいくつから有料になりますか。例えば、子どもがお母さんと乗る場合につ

いて、何歳以上が有料になるか、分からなかったら分からないで結構ですので、教え

ていただきたいのですけれども。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） その辺もこれからの制度設計になりますが、近隣の自

治体の事例ばかり挙げて申し訳ありませんが、一般的には未就学児、小学校に入る前

のお子さんは無料になります。 

今回「ぐるっとまつもと」の関係は３月から料金改定がありまして、小児料金が今

まで小学生までだったのが中学生まで拡大するような取組をされておりますので、そ

ういう部分の全体を見ながら、高齢者も含めて金額設定をしたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 福澤議員。 

○６番（福澤倫治君） 先ほどから高齢者ばかりになってしまって、障がい者の方につ

いても同じ考え方でぜひ進んでいただきたいと思います。 

最後になりますけれども、私も行政が長かった関係で、今思えば私の先輩から言わ

れた言葉が浮かび上がってまいりました。課長たちに言っているわけではないけれど

も、「行政の職員、特に福祉担当をする職員は、上から目線でなく、必ず福祉は受け

る方の立場に立って事業を計画することが大事である」という言葉を私は入った頃に

聞いた覚えがあります。言われた思いが浮かび上がってまいりました。 

いろいろ申し上げましたけれども、村長、交通弱者という方に対しての本当に利用

する方のお金の問題もあるかと思いますし、利用する方に対しての気持ちを考えてい

ただいて、私も無料にしろと言いません。ある程度、それに対してはそういう人たち、

そうではなかったら自分の車で行ったほうが楽ですから、交通弱者の人たちに対して

の思いを踏まえた中で、今後このデマンド交通の、特に料金については考えていただ

きたい。まだ時間的には１年半はないですね、１年３か月くらいありますので、９年

度の実施にあたって８年度中に考えていただいて、ぜひその辺のところをお願いして、

私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で、福澤倫治議員の質問は終了いたしました。 

 それでは、ここで質問者席交替の間、暫時休憩いたします。 



 －３１－ 

（午前 ９時５０分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前 ９時５２分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 上 條 倫 司 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位２番、上條倫司議員の質問を行います。 

  上條倫司議員、質問事項「山形村村民の健康は守られているか」について質問して

ください。 

  上條倫司議員。 

         （１０番 上條倫司君 登壇） 

○１０番（上條倫司君） 議席番号１０番、上條倫司。「山形村村民の健康は守られて

いるか」。 

私は村で行っていた健康スクリーニングの受診を５０代から始めました。受診結果

はすべてＡ判定でしたが、年を重ねるごとに尿酸値にＢが判定されてしまい、健康ス

クリーニングの食事指導を受け、毎日水を２リットル以上飲み、緑の野菜を、ホウレ

ンソウを中心に食べていましたが、右足の親指が痛くなり、痛風になり、ジェネリッ

ク医薬品を飲んでいます。血圧も薬を飲み、安定しています。ピロリ菌の除菌もして

あるし、大腸ポリープも今まで３回摘出を２年ごとにしてきましたが、ポリープの生

育スピードが遅くなり、２年後に再検査となりました。今年の夏ごろから鼠径部ヘル

ニアになってしまいました。私は６０代が健康の曲がり角だと思います。 

それでは、村民の健康の守り方を伺いたい。 

質問１、令和５年度の健康診断の受診率は３９．１％でしたが、令和６年度の受診

率はどのくらいになるか伺いたい。 

質問２、未受診者への勧奨はどのように行っているか伺いたい。 

質問３、令和２年度から健康バラエティパックという事業を実施しているが、どの

ような様子か伺いたい。 

質問４、バランスのよい食事をすることで免疫力を高め、健康な体になると思いま

すが、どう思いますか、伺いたい。 
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質問５、「広報やまがた」の保健福祉課のお知らせにどのくらいの問合せがあるか

伺いたい。 

以上ですが、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 上條倫司議員のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項１「山形村村民の健康は守られているか」についてのご質問にお答えいた

します。 

１番目のご質問の「令和５年度の健康診断の受診率は３９．１％でしたが、令和６

年度の受診率はどのくらいか」についてでありますが、令和６年度の受診率は４０．２％

で、順位は７７市町村と医師国保、建設国保を合わせた７９保険者中、受診率の高い

ほうから数えて７４位となっております。 

２番目のご質問の「未受診者への勧奨はどのようになっているか」についてでござ

いますが、今年度より、従来の受診勧奨に加え、「特定健診未受診者対策事業」を業

者に委託しながら共同で実施しています。 

山形村では、全世帯を対象に、その年の２月にがん検診を含めた検診の受診希望を

取っています。令和７年度事業では、この受診希望調査において、「個別で病院で受

ける」「集団で受ける」「人間ドックで受ける」と回答した方以外の方、つまりは

「会社で受ける」や「治療中・その他の理由で受けない」と回答した方、約７２０名

に対して、はがきでの受診勧奨を行いました。 

具体的には、過去５年の病院の通院歴や健診の受診履歴を分析し、対象者の方を８

つのグループに分類いたしました。「うっかりさんタイプ（健診習慣層）」や「通院

しているから安心しているタイプ（通院安心層）」等です。 

８つのグループごとに、はがきのデザインや文言を変え、行動の変化が起こりやす

いように工夫されたはがきが６月と１２月に送付されています。 

また、タイプ分けされているため「うっかりさんタイプ」や「通院しているから安

心しているタイプ」のような健診受診につながりやすい方に照準を絞って、保健師や

管理栄養士の訪問や電話での受診勧奨を行い、効率的な受診勧奨を実施いたしました。

令和６年度と比較して、今年度、集団健診の受診者は約４０人増加し、個別健診も増

加傾向にあります。 
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３番目のご質問の「令和２年度から行っている運動バラエティパックはどのような

事業か」についてでございますが、この事業は、熟年体育大学が前身で、令和２年度

から実施している運動を主とした健康教室です。昨年度からは一般の方はもちろん、

特定保健指導の対象の方も参加しやすいよう、特定健診後の農閑期に実施しています。

また、介護予防事業とのすみ分けも考慮し、年齢を区切って開催しております。講師

は、運動指導士が主ですが、講座の１回は管理栄養士による栄養講座を開催しており

ます。 

４番目のご質問の「バランスのよい食事をすることで免疫力を高め健康な体になる

と思うがどう思うか」についてであります。健康については、それぞれご自身の考え

があるかと思いますが、住民の方へは、保健師、管理栄養士ともに、ガイドラインに

基づいて、保健指導を行っております。 

５番目のご質問の「『広報やまがた』の保健福祉課のお知らせにどのくらい問合せ

があるか」についてでございますが、健康教室や栄養教室等のお知らせは広報に掲載

をしております。それを見て申込みをしてくださる方もまた、ＬＩＮＥやホームペー

ジでも周知しておりますので、正確にはどの程度広報の反響があるか把握しておりま

せん。 

また、広報では「いちいの里からこんにちは」のコーナーで保健福祉関係の記事を

掲載しております。そこでは、がん検診や特定健診等の案内や、健康に関する村の傾

向、食育に関する記事を掲載しております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

私は健康スクリーニングがなければ多分６０代で大腸がんになって手遅れで死んで

いたかもしれないと思うのですけれども、検査したときに、がんというかポリープと

いうか、あるということで検査をして、そのときに、１回目の大腸ポリープを取った

わけですけれども、そういうふうに、きっかけとして、健康ということを意識し始め

たのが５０代ということで受け始めたのですけれども、それまでは運よく引っかから

ないでどうとか過ごしてきたというのは事実ですけれども、健康スクリーニングで尿

酸値にＢ判定が出たときは「水を飲んでいればどうとかなるのかな」という浅い考え

で、そんなに重く受け止めていたわけではないのですけれども、そんなに簡単に数値

を下げるということはできないということが分かってきて、水を飲んでればいいかと
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思っていたけれども、どうもじわじわ上がってくるのだよね。それで緑の野菜を取り

入れてきたのですけれども、またじわじわと上がってきたというのは、対策を取れば

結果が出てきて、すっと低くなるかというと、そうではなくて、人間の体はどういう

ふうにできているか非常に不思議なもので。 

それと、血圧もじわじわ上がってきたということで、１００、時によっては１５０

くらいだったかな。尿酸値の薬をもらうときに血圧を測っているわけですけれども、

１３０を超えたら何と言って宣伝でもあるのですけれども、これもじわじわ上がって

くる。時に寒い日とか、いろいろなことがあるとまた上がったりという、そういうこ

とで、数値を下げるということは非常に難しい。 

今、直面してきているのは、血糖値が上がってきていると。これもじわじわですの

で食事のときは、できることなら、最初に野菜を食べながらゆっくり食べようと思う

のですけれども、どうしても早食いになったりとかするのですけれども、気をつけて

いるということが大事なのかなと今思っているのです。 

それで、１番目の項に移っていきたいと思うのですけれども、７７市町村中７４位

という数字は、なかなかこれは上がってこないのかな。数字が県のトップというわけ

にもいかないと思うのですけれども、村民の意識を全体に変えていかないといけない

と思うところなのですけれども、７４位というこの数字についてはどのように思って

いるのか、お伺いしたい。 

○議長（大月民夫君） 篠原保健福祉課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 特定健診の受診率につきましては長年の課題というこ

とになっています。こちらとしてもこの数字では駄目だろうということで健康スクリ

ーニングにつきましては昨年から委託業者を替えたりとか、受診できる時間を早めた

りとか、今年からなのですけれども回数を増やしたりとかして、できるだけ受診環境

を整えるということで努力はしているところであります。 

先ほど村長答弁にもありましたとおり、はがき等で受診勧奨するということで、今

月も６００人ぐらいになりますかね。再度受診勧奨ということで、はがきを郵送させ

ていただいているところであります。 

数字につきましては高いところでいくと７６．１％というのは県内では受診率一番

の数値になっております。それに比べるとかなり低いよねという話になってしまうの

ですけれども、村としてもそのままの数字でいかないようにスクリーニングや、そう

いった受診勧奨については、現在進めているという状況で進めておるところでござい
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ます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

全国の平均寿命というのは、２０２４年で日本の中の平均寿命は男性が８１．０９

歳と女性が８７．１３歳ということで、山形村では平均寿命を取ってあるのかお伺い

したいのですが。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） その部分については承知しておりません。申し訳あり

ません。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） あと、上位が７６．１％というのはすごい数字で、このくら

いあって本当は当然だろうと思うのですけれども、こういう数字を残しているところ

はどういうことをやっているか研究しているのかどうなのかお聞きしたいのです。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 本当はこういったところに視察等でお邪魔をして、ど

ういった部分が優れているのかというのを勉強する機会あればいいのですけれども、

現時点では行っていないというところであります。 

山形の近隣で行くと以前に池田町に１回、議員さんが委員会で視察に行かれたとい

うことで、そのとき同行させていただいたというのは１回あるのですけれども、池田

も結構高い数値であります。今の７６．１というのは違う村ではあるのですけれども、

今後機会があれば、そういったところも視察できる機会があればいいかと思うのです

けれども、まずは村で何ができるかというところが重要だと思いますので、先ほど申

し上げた部分で今までと若干違うことを進めているということがあります。 

その結果、また来年のこのような時期になりますけれども、どのぐらいの率になる

のかというのを注目して、それでも駄目だったらまた考えていくということも必要な

のかなと、今時点では感じております。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） やはり数字のいい市町村におかれましても、突然よくなった

のではないと思うものですから、また研究をしてもらって、ポイントどころというの

を、電話でもいいですから、伺うことができれば参考になるのではないかなと。上位

１０位くらいのところへ電話で問い合わせるぐらいのことをしてもらいながら、また
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方向を探っていくということをしていってもらえればいいかなと思います。 

ここで早くに発見するということが一番大事なことだと思っていますので、私も発

見していなければ、多分６０代で、先ほども言いましたが、死んでいたかもしれない、

ここにはいなかったかもしれないと思うのですけれども、やはり発見をするというこ

とが大事で、早め早めというのが一番の特効薬だと思いますので、数値を上げるとい

うことが大変大事なことだと思います。 

それでは２番目の項ですけれども、２番目の答えですけれども、未受診者への勧奨

はどのようになっているかということで、特定健診未受診者対象者対策事業を業者に

委託とはどのようなことをするのか、お聞きしたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） こちらについては先ほど答弁でもあったのですけれど

も、具体的に申し上げますと、過去５年間の病院の通院歴、健診の受診歴を分析して、

対象の方を８グループに分けて、その方に対して勧奨を行うということで、こういっ

た葉書を、このタイプは８パターンあるのですけれども、それぞれの方に応じた葉書

を郵送させていただくということで、実際はその受診勧奨についてこの事業を用いて

行っているというものでございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） これは今年から始めたということですか。どういうふうに、

何年かやっているのか。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 保健福祉課長がお答えしておったのですけれども、この事

業に関しましては住民課も若干関わっておりますので、私から説明したいと思います。 

この特定健診未受診者対策事業についてなのですけれども、今年度から導入をしま

した。予定では、本年からあと２年、令和７年から９年まで３年間事業を行っていこ

うという計画でおります。 

民間業者への委託ということでありまして、全国こういった事業を取り入れた市町

村の様子を聞きますと、取り入れた市町村すべてにおいて受診率の向上が見られてい

るという結果も出ておるということで、わらにもすがる思いで、山形村もこれを取り

入れようということで、費用に関しましては、国の１００％補助をいただいて行って

いる事業という内容でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 
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○１０番（上條倫司君） 分かりました。いろいろやってみるということ、また実績のあ

るところで試してみるということが大事というふうに思います。 

それと、受診者が４０名増加したということ、それと個別診断も増えてきているとい

うことで。この個別診断というのは、お医者さんに行って、診療所へ行って、採血をし

ながらやってくやつなのかお伺いしたいです。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 場所の関係では健康スクリーニングはいちいの里でや

っておりますし、個別健診については各医療機関でという話になります。 

内容につきましては、血圧を測ったりとか、身体測定したりとか、血液検査をした

りとか、そういった特定健診のメニューというのが決まっておりまして、それをやっ

ていただくと、こういった人数にカウントされるというところなのです。 

今は、多分医療機関に逆に行かれてない方のほうが少ないと思うのですけれども、

実際ご自身の調子の悪いところが治ればそれでいいだろうという感覚の方がたくさん

いらっしゃると思うのですよね。ただそれでは特定健診の人数にはカウントされない

ということもありますので、まだまだＰＲをしていかなければ、こういったところも

上がっていかないのかなというところでもありますし、住民の皆さんにおかれても、

特定健診についてもっともっと関心を持っていただいて、年１回は受診していただけ

ればという形で、村も進めていかなければいけないのですけれども、住民の皆さんに

おかれても関心をお持ちいただければと思います。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

個別診断は私もやっているのですけれども、気になっている数字が、先ほども言い

ましたけれども、糖の関係で採血を４か月に一度ぐらいしながら様子を見ているとい

う状況なものですから、大事なことは、お医者さんが知識を持っているということ。

また、相談をするという形を取っていけば、そういうお医者さんの利用を知ったら、

薬をもらえるのではなくて、健康相談をするということで、私としては行っているの

ですけれども、そういうことで、こまめに血液検査をするということが大事なのかな

と思います。なかなか数字で弱いところが出てきますので、あといろいろなお医者さ

んとも関わりながら行くというのは大事ではないかなと思います。また、そういうこ

とで自分としては進めていきたいと思っています。 

それでは３番目の項に行きたいと思います。令和２年度からの運動バラエティパッ
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クは大変いい運動ではないかなと私は思うのですけれども、専門家が来て運動指導士、

管理栄養士というのは来てもらいながら、やってくということで、専門家に指導して

もらうというのは大変いいことだと思うのですけれども、参加人員はどのぐらいいる

のか。また回数、年齢別とか、実態はどうなっているのか教えてもらいたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 運動バラエティパックの実績の関係であります。昨年

度でいきますと開催回数は、昨年は７回やっております。７回すべて出なければいけ

ないということではなくて、それぞれの回、興味のある回について参加されるという

ことも可能ということで、この事業を展開しているところであります。 

延べ人数につきましては、昨年度は５９人ということで、年齢についてはまとめた

ものがなくてトータルの人数しか出てないのですけれども、５９人ということでござ

います。 

７年度につきましても１１月から始めているところでありまして、７年度について

は全６回ということで、来年の３月までということで予定をしております。 

筋トレ講座ということで５回、１回については栄養講座と調理実習ということで、

今年度は計画しているところでございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ５９人ということで、この人たちが本当は宣伝をしてもらえ

れば一番効果としては、口コミというのはいいのかなと思うのですけれども、ぜひそ

うしてもらえるようにしてもらえればいいかなと思うのですけれども。 

やはり食べる物と運動ということで、一番基礎ではないかと思うのですけれども、

若い人は参加してないということですか。どんなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 先ほど申し上げたのですけれども、年齢の部分につい

ては確認しておりません。６０代が中心になるのかなというところであります。 

今はどうしても６０、７０といっても、お勤めになっている方が多いものですから、

中心選手としては６０代になるのかなというところです。今、議員も言われたとおり、

もうちょっと参加人数が口コミでどんどん広げていけばというところではあるのです

けれども、効果を高めていく中でそういうことにつながればと思います。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ぜひ仲間を連れてきてくれということを前面に打ち出しなが
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らやっていってもらいたいと思います。 

それぞれ専門家、これはどういう専門家が来ているか。運動指導士という人と管理

栄養士というのは、どういう人をお願いしているかお聞きしたいです。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 運動指導士の方はこちらの運動をバラエティパックだ

けではなくて、高齢者向けの膝腰元気教室というのをやっているのですけれども、そ

ういうほうにもご協力いただいております。 

管理栄養士につきましては、今、保健福祉課に会計年度任用職員として配属になっ

ておりますが、その管理栄養士が指導させていただいているという状況であります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

それでは、４番目の項に移りたいと思います。この頃テレビでもいろいろ「免疫力」

という言葉がよく出てくるのです。それと「免疫力」ということを謳っている本も出

てきたり、いろいろとあるわけですけれども、バランスのいい食事を取りながら、筋

力を落とさないように、６０代が大体老化の曲がり角ではないですけれども、筋肉量

が落ちてきて体重が減ってきたりとか、そういう現象も現れてくるのですけれども、

そういうことをうまく宣伝ができないものなのか。 

みんな５０代のまま、健康で６０代、７０代いくと思っていると思うのですけれど

も、先輩方に聞くと「７０は大変だが、８０はもっときついぞ」とか、いろいろな言

葉が聞けるのですけれども、年寄りと話をすると「俺がその年になったらどうなのか

な」ということがうかがえるのですけれども、やはり筋肉量を落とさないということ

が大変大事なことではないかと。 

それと、バランスのいい食事を取っていく。大谷翔平に聞けば、かなりの栄養価の

ある食事ができると思うのですけれども、自己流みたいなところもあったりするので

すけれども、そういうところを指導できる何かがあればいいかなと思うのです。 

やはり専門職の人の知識をみんなに広めていくということが大事と思います。免疫

力を高めていくということ。よく「腸は第二の脳だ」と言われるのですけれども、腸

の調子が悪いと一日中集中した仕事ができないということで、腸が快適だと一日快適

にいられるという、そこらのところが「第二の脳」と言われる。 

また免疫力と密接に関係しているということで、繊維分のある食事を取りながら、

毎朝快調にスタートが切れればいいと思うのですけれども、この村で免疫力というこ
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とを謳っていくということはできるのかどうなのか、お伺いしたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） コロナ禍によって免疫力というのが下がってしまった

と思うのです。個人的な考えなのですけれども、今までマスクをする習慣がなかった

のが、しばらくの間皆様マスクをする状況で、それが明けた瞬間に抵抗力とか免疫力

が下がってしまって、今もインフルエンザが非常にはやっているのですけれども、そ

ういうこともあって、ちょっと免疫力が落ちているのかなという気がいたします。 

そういったスクリーニング等では、健康指導等で、食事の関係とかも、こういった

健康手帳があるのですけれども、この中に食事バランスを考えた食事を取ろうという

ことで、一日当たりの主食とか副菜とか、乳製品、果物について、できれば一日にこ

れだけ取ってもらえればというのがあります。またご覧いただければと思うのですけ

れども、これは理想の部分で記載されていますので、毎日これだけ取れるかというこ

とになると、なかなか難しい話ではあるのですけれども、そういった話もスクリーニ

ング等の機会ではさせていただいている状況であります。 

どんどんこういったお話できる機会があればいいのですけれども、今の段階ではそ

ういった検診の場でということでお話をさせていただいているという状況であります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） どうしても健診の場でないと健康に関しては言ってはいけな

いではないけれども、そういう縦割り行政のところもあったりすると思うのですけれ

ども、一番栄養が取れているというと、小学校は栄養士がいて、きちんとつくって食

べていってさえもらえれば、栄養が取れるのではないかと思うのですけれども、そこ

らのところは、どうしても我が家にしても、自己流になってしまったりしているもの

ですから、食べる物を改善するという、何かいいグループができたりすれば本当はい

いと思うのですけれども、そこらのところ。 

それと、４番目の項の、一番最後のところにある「ガイドラインに基づいて、保健

指導を行っております」という、このガイドラインというのはどういうものなのか、

お伺いしたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 保健指導につきましては、その人に応じた指導という

ことが必要なものですから、一律にというわけにはいかないのですけれども、一応こ

ういった保健指導のプログラムという非常に分厚いものがあって、これを参考にその
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方に応じた健康指導等をさせていただいているという状況であります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） 分かりました。ありがとうございました。 

それでは「広報やまがた」に健康教室、栄養教室ということで載っているのですけ

れども、反響がよく分からないということですが、ここらのところはどのように思っ

ているのか、お聞かせ願えたら。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 定期的に教室とか「いちいの里からこんにちは」とい

う記事も毎月掲載させていただいているところであります。 

教室については、それをご覧いただいたりとか、ホームページにも掲載しておりま

すので、どのぐらいそういうものを見て反響があるのかというところまでは、こちら

では確認をしてないというところであります。 

継続的に、こういった健康関連の記事については載せておりますので、住民の皆さ

んについてはそちらの部分を参考にしていただくというのと、教室については積極的

な参加をお願いしたいというところであります。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。 

それではまとめに入っていきたいと思うのですけれども、先日テレビを見ていたら、

芸能人や専門職の人が出てきて、理想は「ピンピンコロリンだ」と。人に迷惑をかけ

ないで本当にピンピンしてコロリと逝くのが私は理想だという人が、全員そんな意見

があったのですけれども、健康が一番大事だと思うのですけれども、村長さんもこれ

から６０代ということで、健康の曲がり角になってくるという年代になるのですけれ

ども、私の考えの中では。 

これから村長さんはこの村をしょって立って、方向を示されていくと思うのです。

洗練された村づくりを目指していくなら、健康ということに気を遣って、自分も健康、

村民も健康というところで、洗練された村づくりに欠かせないことは、病気にならな

い体づくりということで、運動と食事、食事と運動というのを、今、機会がなくなっ

てきているということで、早起き野球もチーム数が減ったりとか、運動する機会が、

村民全体としては本当に起きているのではないかと。ソフトバレーにしてもチーム数

が減ってきたということもお聞きするのですけれども、そういう意味で、運動に取り

組めるようないい施策を考えながら、村長は進めていってもらいたいと思います。 
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それと機会があるごとに、健康ということを言ってもらうということが、宣伝効果、

村長がそう言っていたと、みんな取ると思いますので、ぜひ洗練された村づくりの中

に、この健康というのをしっかりと入れて、進めていってもらいたいと思います。 

答えはいいです。ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 村長から一言いただけますか。 

百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 上條倫司議員の内容を精査させていただいて、健康を入れてや

っていきたいと思っております。 

自治体といたしまして、住民の健康を守ることは、地域の持続可能性と生活の質の

向上に直結する重要な使命と捉えております。健康課題は医療だけでなく、福祉、教

育、環境、産業、まちづくりと横断的に関わるため、総合的、継続的な取組が必要と

考えております。 

自治体が取り組む健康施策は、個別のサービス提供にとどまらず、生活環境そのも

のを健康的にする視点が重要と捉えております。要望・支援の両輪で「早期、身近、

切れ目なく」を徹底し、データと連携し、データと連携に基づく運営を行うことで、

住民の健康寿命増進、医療・介護抑制、地域の活力向上につながるものと思っており

ます。 

住民の健康は医療・介護費の抑制にとどまらず、地域経済、教育、防災、人口動態、

行政運営のあらゆる側面に波及する重要な地域資本と捉えておりますので、限られた

財源の中でも、予防重視、データ活用、関係課の連携を徹底することで、持続可能で

活力ある村づくりにつなげていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 上條議員。 

○１０番（上條倫司君） ありがとうございました。ぜひよろしくお願いします。 

これで終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で、上條倫司議員の質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩します。１０分くらい、１０時５５分再開ということで、休憩

いたします。 

 休憩。 

（午前１０時４２分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議長（大月民夫君） それではおそろいですので、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前１０時５３分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 小 出 敏 裕 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位３番、小出敏裕議員の質問を行います。 

  小出敏裕議員、質問事項１「通学路の安全は確保されているか」について質問して

ください。 

  小出敏裕議員。 

         （１番 小出敏裕君 登壇） 

○１番（小出敏裕君） 議席番号１番、小出敏裕でございます。よろしくお願いいたし

ます。本日は２つの事項について質問いたします。 

まず最初に「通学の安全は確保されているか」を質問いたします。 

通学路の点検は平成２４年４月に、亀岡市で発生した交通事故の後、文部科学省、

国土交通省、警察庁の３省庁が連携した合同点検要請により始まった経緯がございま

す。しかし、令和元年５月の大津市や令和３年６月の八街市で痛ましい交通事故が再

び発生し、通学路での交通事故は後を絶ちません。 

令和７年度版内閣府の交通安全白書には、小学生の死亡・重傷者数、令和２年から

６年でございますが、歩行中の事故が５５．６％、そのうち登校中が１２．４％、下

校中が２５．８％でございます。 

目を自然災害に向けますと、平成３０年６月に発生した大阪府北部地震では登校中

の児童がブロック塀倒壊の犠牲になっており、これについては国土交通省が既設の塀

の安全点検を通知しています。 

このように、子どもたちは通学中に様々な危険にさらされています。 

また、交通災害や地震などの自然災害以外にも通学路には危険が潜んでいます。例

えば河川や生垣の死角などでございます。 

今回は、交通災害、自然災害、その他による通学路の危険箇所対策について質問を

いたします。 

１番、令和６年度通学路合同点検の結果を伺います。 

２番、グリーンベルト、横断歩道などの道路標識について、以下の２点を伺います。 
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１点、村におけるグリーンベルトの設置要件と今後の設置予定。 

２点目が、道路標識（路側帯、横断歩道）の修理、補修について。 

３番、以前質問した県道上竹田波田線の安全対策について、道路をゾーン３０指定

にする考えはあるかを伺います。 

４番、ブロック塀について、次の２点を伺います。 

ブロック塀の安全点検を行ったか。 

２点目、塀の解体費用や新設費用を助成し、安全対策を推進する考えはあるか。 

５番、雑草の繁茂は死角をつくる、熊などの野生生物が潜む場所となるなど、通学

路の危険箇所にもなりかねません。雑草駆除の対策を伺います。 

以上、通告に従い質問といたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、教育長、答弁願います。 

大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） 小出議員の質問事項１「通学路の安全は確保されているか」

についてのご質問にお答えいたします。 

質問事項であります。「通学路の安全は確保されているか」について、質問の相手

方が村長と教育長となっておりますが、あらかじめ村長と調整をいたしましたので、

①、④及び⑤につきましては、私からお答えいたします。 

１番目のご質問の「令和６年度通学路合同点検の結果」についてですが、令和６年

度は４か所の点検を行いました。点検した場所につきましては、道路管理者である松

本建設事務所や村建設水道課が路面標示やグリーンベルト等のカラー表示を施工し、

改善を行いました。 

また、点検を受けて、小学校においても、グリーンベルトがある道路はグリーンベ

ルトを歩行すること、横断する際は安全確認することなど、児童への指導を行いまし

た。 

４番目のご質問の「ブロック塀」についてですが、平成３０年６月の大阪府北部地

震によるブロック塀倒壊事故の後、山形村通学路安全推進会議により、主に通学路の

ブロック塀を点検しました。その際に、老朽化したブロック塀が散見されましたので、

建設水道課と連携して、村の広報にブロック塀の点検と改修について掲載し、村民に

周知を行いました。 

また、長野県が作成した「ブロック塀の安全点検について」のチラシを全戸配布し
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ました。 

ブロック塀の解体や改修の費用に対する補助は現在のところ行っていませんので、

今後検討してまいりたいと思います。 

５番目のご質問の「雑草駆除の対策」についてですが、通学路の雑草駆除について

は、住民課、建設水道課と連携しながら、日頃の点検を実施し、必要に応じて建設水

道課を中心に刈り取り作業を行い、駆除しております。 

また、農地など個人の所有地が接している箇所につきましては、所有者の皆様にご

協力いただいているところもございます。 

私からは以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） ２番目のご質問の「グリーンベルト、横断歩道などの道路標識」

についての最初のご質問の「村におけるグリーンベルトの設置要件と今後の設置予定」

についてでございますが、グリーンベルトとは、道路の幅員等の事情により歩道が設

けられていない道路の路側帯に緑色のカラー塗装を施した区域を指し、建設水道課が

管理しています。 

設置にあたっては、法律上の定義はなく、村でも設置要件は設けてはいません。こ

れまで地域や通学路の安全点検の中で、要望のあったエリアに設定してまいりました。 

現在、新たな設置予定はありませんが、各区や教育委員会、建設水道課との連携に

より検討してまいりたいと思います。 

次のご質問の「道路標識（路側帯・横断歩道など）の修理・補修」についてでござ

いますが、村内の見回りや住民からの通報により、薄くなったり、剥がれてしまった

路面標示があった場合、停止線や速度制限の表示、横断歩道等については、所管する

警察に修理・補修の依頼をいたします。 

そのほか、外側線やドット線、交差点マーク、学童注意の表示等については、建設

水道課で修理・補修を行っております。 

３番目のご質問の「県道上竹田波田線の安全対策について、道路をゾーン３０指定

する考えはあるか」についてでございますが、ゾーン３０とは２車線以上の幹線道路

等に囲まれた地域で、幹線道路の間を抜け道として利用される生活道路の利用者、特

に歩行者や自転車の安全確保を目的に、警察が最高速度を３０キロメートルに規制す

る区域のことでございます。 
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県道上竹田波田線を所管する松本建設事務所に確認したところ、「速度落とせ」や

「３０キロ規制」の路面標示を施しており、現時点ではゾーン３０に指定する予定は

ないとの回答でございました。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ご答弁、細かいところまでありがとうございました。 

それでは、これから随時、再質問を行いたいと思っております。 

まず第１に合同点検についてでございますけれども、これの結果なのですが、県が

毎年行っておりまして、令和６年の末におきますと、県で対策箇所が３，４１４か所

ございます。それで実際に修理しているのが２，９５９か所、点検済みが結局８６．

７％という結果が出ております。 

山形村に限ってみますと、令和３年度の例ですと、８か所の点検について７か所が

終わっていると。その中の内訳を見ますと、教育委員会関係が８か所の点検について

８か所、つまり進捗率は１００％。それから県以外の道路ですので、村道にあたるの

ですが、それが大体１００％、つまりすべてが終わっているという形になっています。 

令和４年につきますと６か所のうち６か所がもうできている。つまり１００％でき

ていて、それは教育関係ではなくて道路関係でございまして、それが１００％。 

そこまではよろしいのですけれども、その後、令和５年、６年と見ていきますと、

県のところに数字がゼロしか入ってないのです。それはどういうわけなのかというの

をまず１点を伺いたいと思うのですが、よろしいでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 古畑教育次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） ５年、６年につきましても、同じように通学路の合同点

検を行っております。先ほど教育長からの答弁にもございましたが、この６年度で申

しますと、４か所の点検を行っておりまして、６年度の点検による改善につきまして

は、３か所については建設事務所等の協力もございまして、対応しておりまして、１

か所については地権者のことでもございますので、なかなかというところでございま

すけれども、そういうところで点検及び対応も行っているのですが、県の集計が、山

形村はゼロとなっている原因についてはつかめておりませんが、そこは今後確認させ

ていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひとも、全県に出る数字ですので、そこら辺の点検というか
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チェックはお願いしたいと思います。 

交通安全プログラムというのは平成２８年につくられているのです。その中を見ま

すと、ホームページに載せるということがあるのです。５年までは調べがついている

のですが、６年度、去年ですか、その分がホームページ上にはどこにもないと。それ

についてはどういうわけなのか伺いたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 古畑教育次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 担当での作業によるものかと思いますけれども、詳細に

つきまして確認させていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 次に交通安全プログラムということで申し訳ないのですが、Ｐ

ＤＣＡサイクルをその中で回すよという話が出ているのです。 

以前、私は道路を安全に通行するためにという一般質問をしたのですが、そのとき

点検箇所が複数あって、担当の方がいろいろ替わると。だから難しいのだよというこ

とをそのときに言われたのです。それは私ちょっとおかしいと思うのです。ハードの

部分というのは、そこで直しますよね。直してそれがどうなったかというのを調べる

わけであって、それは人が替わったからどうのこうのということではないと思うので

す。 

それともう１点、学校で指導というものを行うと。指導を行うと、これはソフトの

部分になるのですが、「あれはどうなった」とか「これはどうだよ」ということ、こ

れはＰＤＣＡを回せると思うのです。私は以前病院に勤務しておりまして、病院とい

うのはすごくヒヤリハットが出てくるのです。例えば食べ物に髪の毛１本入っている

と、そうするとそれは我々がその段階で必要な人数を集めて、すぐに対策をそこで講

じる。そうするとそのものについて期限を決めて、例えば１週間後、１か月、半年、

１年と、そういうふうに決めて、その対策をずっとやるのですよ。そういう経験があ

るものですので、そこら辺はどうなのか、可能かどうか伺いたいのですがよろしいで

すか。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 議員おっしゃるとおり、このプログラムの中に、ＰＤＣ

Ａサイクルでということで、まず点検を行って、それに対する対策を取る。その後そ

の対策がどうだったかという効果の把握をして、足りなければさらに改善、充実をし

ていくという形のＰＤＣＡサイクルだと思いますけれども、この点検を行って対策を
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実施、効果の把握、ここまでは順調に回るかと思いますけれども、さらなる改善、そ

れから充実というところになりますと、地権者の協力なり予算ということも出てきま

すが、そこで可能であればやるという形になると思いますが、そこの部分で検討が必

要になってくるというところで、なかなか１００％いけるかどうかというところの部

分でということであるかと思いますけれども、極力うまくこのサイクルが回るように

今後もやっていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひともお願いします。ＰＤＣＡ、Ｐｌａｎで、Ｄｏで、

Ｃｈｅｃｋで、Ａｃｔｉｏｎと、そういう形になりますので、ぜひともお願いした

いと思います。 

それと、関係ないというわけではないのですが、ＬＩＮＥについて伺ってもよろし

いですか。ＬＩＮＥで情報をやって道路を直すというのはございますよね。そうした

ときに私も何回か使っているのですが、以前伺ったときには、その経緯というか、ど

うなったかというのを報告してくれと、以前、一般質問したときに答えていただいて

いるのです。 

ＬＩＮＥをずっと見ていて、最後のところ見ますと、個別のものはお答えしません

という黒いのが出てくるのですよね。それについてはいかがなものでございましょう。

できたら知りたいので、ちょっとしたものでも結構ですので、お知らせいただければ

と思うのですが、いかがでございましょう。 

○議長（大月民夫君） 堤企画振興課長。 

○企画振興課長（堤 岳志君） 内容を確認させていただきまして、検討させていただ

きます。ありがとうございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひともよろしくお願いをいたします。 

次に、グリーンベルトについて伺いたいのですけれども、グリーンベルト、私が調

べたところだと、殿村から小学校に向かうところ、これは非常にきれいにできていま

す。それからもう１つは小坂のＪＡの近くでございまして、それから下大池の公民館

の近く。それからずっと離れて中大池のところの川の部分だけがグリーンベルトにな

っているわけなのですね。 

いろいろな自治体を調べますと、いろいろと書いてあるわけですよ。学校から５００

メートルだ、道幅がどうだ、路側帯を十分に取れるとか、そんな条件がいろいろある
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のですが、村ではそういうことはないと、そういう先ほどのお話だったのですね。 

要請があればというか要望があればやるよと、そういうお話でもありまして、これ

は要望すればすぐにそういう会議を開いていただいて、その結果がどうだったかとい

うのをお知らせいただけるものなのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） まずグリーンベルトにつきましては、特に明確な定義

づけとか、そういったものはございませんでして、道路交通法の第１条に、交通の安

全と円滑化という理念がございます。そういった理念に基づきまして、各自治体で条

例化しているところもあると聞いております。 

議員おっしゃるように、希望すればすぐそういった会議が設けられて設置するかと

いうところなのですけれども、まずは教育委員会と一緒に行っております通学路の安

全点検、そういったところからのご意見を参考に、現場の交通量であるとか、生徒さ

ん、児童さんの通行状況、そういったものを勘案しながら設置しておりますので、そ

ういった要望については、なるべく応えていきたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 以前は、区で話合いがあって、そこで要望事項というのを出し

ていつの間にかそれがなくなってしまった経緯があると思うのですけれども、今回そ

うなってくると、出すところがなかなか難しいですよね。どういうふうに出せばいい

かというのは恐らく村の人たちもよく分かっていないという部分も確かにあると思い

ます。 

村長のメッセージを私、読ませていただきまして、ちょっと読みます。「村政の意

見を広く募集するページを開設し、どんなに小さい声でも真摯に受け止め、できるこ

とから一つ一つ着実に取り組む」と、そういうふうにメッセージということでしっか

り出ております。 

そうすると村民の、特に我々の大事な子どもなのですが、例えば要望があったから

やるのではなくて、要望がなくても、いろいろなところでそういう機会があれば取り

組んでいただきたいと思うのですけれども、村長、いかがでございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 子どもの安全確保ということは行政ではとても重要なことと認

識しております。 

いろいろなホームページ等、あとＬＩＮＥ、いろいろ情報収集する中で、そういう
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ご意見をまずはお伺いし、そして現地を確認し、そして精査した上でやっていくこと

が、私としてはまずは重要だと思っております。 

先にこういうことがあるのではないかという予想をすることも大切だとは思います

が、地域住民の皆様から寄せられる声を大切にしながら行政運営をしていきたいと思

いますので、それも含めまして、議員のおっしゃるとおり、こうなるかもしれないか

ら、こういう要望が出てくるのではないかという、そういう予測もこれから考えてや

っていけたらと思っております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） ぜひともお願いをいたします。 

次に、道路の白線のことなのですけれども、私が車でぐるぐると回ったときに学校

の部分は路側帯がすごく白くてきれいなのです。ところが、ちょっと離れてしまう、

大体３００メートルぐらい離れると、路側帯はほとんど見えない。つまり、学校の近

くだったらいいけれども、それから離れたら知りませんよと、そういう形に私は感じ

たものですので、経費とかは結構かかると思うのですけれども、一度、路側帯、道路

標識も含めて、どこが薄いのか、建設水道課の方たちにもお願いしなくてはいけない

ことだと思うのですが、それを１回やることはできますか。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 確かに学校周りということで、児童さんも通学で使う

わけですので、重点的にということにはなろうかと思いますが、決してその他の地域

をないがしろにするというわけではなくて、確かに１か所当たりのお金は結構かかり

ます。例えば令和５年度でいきますと、白線の引き直しとか、そういった部分なので

すけれども、３か所行いまして大体 90 万円ぐらい。令和６年度は２か所行いまして、

約 40 万円ぐらい。令和７年度につきましては６か所ぐらいを今予定しておりまして、

随時、当然我々も見回りの中で、「ここは薄いな」というところは把握しております

ので、そういったことは予算を勘案しながら随時対応していきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 私なりに公共の工事のことで、グリーンベルトなのですが調べ

てみまして、大体幅３０センチメートルのグリーンベルトを１メートル舗装するとど

のくらい費用がかかるか。これは公共事業工事の基準に基づいた数字だということな

のですが、単価はおおむね 1,000 円台後半と。そうすると１０メートル区間をやると
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数千円かかると。そういうことで結構これかかるのですよね。ですから、難しいとは

思うのですけれども、ぜひとも、少しずつで結構ですので、やっていただきたいと思

います。 

それともう１つ、私のうちの前に「通学路」とでかく書いてあるのですが、ほとん

ど読めなくなっている。そういうのも含めて、重点的にやったなら、そこら辺もやっ

ていただきたいなと、そのように思います。 

次に、ゾーン３０というものについてですけれども、先ほど指定はしていないとい

うことなのですが、ここはすごく重要なことなのですが、そこ通ってみれば分かると

思うのですが、目視で大体皆さん４０キロメートル以上で走り抜けています。場合に

よっては５０キロ、６０キロの車がありますよ。ですから、それは十分に気をつけて

もらいたい。 

それとゾーン３０というのはただゾーン３０ですよと白いので書けばいいのではな

くて、グリーンで堂々とやって、それで今、議長のうちの近くにあるのですけれども、

ここから３０キロメートルと書いてあるのですけれども、そこにゾーン３０というの

はしっかり緑色でできるのです。そうすると視覚にも訴えることができる。だからも

う一度考えて、やっていただきたいと。つまり指定をしてくださいというお願いをで

きるかどうか。 

これは交通事故をどのぐらい防げるかというのを調べた人がいまして、今、数字を

言いますけれども、発生件数が２３．５％減少すると。実際に交通事故の自動車対歩

行者については１８．６％減少するという数字が実際にあるのです。だから、ゾーン

３０もそれなりの効果、それなりというか結構な効果があるということでございます

ので、先ほど申しましたけれども、道路管理者としてもう一度指定をしてくださいと、

そういうお願いをし、それともう１つは下大池から学校に行くところ、道路鍋割線か

ら入っていくところ、結構皆さんそこを通り抜けます。そこも含めて道路３０、３０

キロの細いものをすると、そういうことも検討していただきたいと思います。 

次に、先ほど教育長からお話しいただいたブロック塀についてなのですけれども、

平成３０年の６月の大阪の地震についてということで、国土交通省が通知を出した。

令和５年、おととしですか、改めてもう一度出ております。 

喉元過ぎればという格言がございまして、物理学者のこれは寺田寅彦さんですか、

「天災は忘れた頃にやって来る」と、そういうことを言われていまして、これは常々

言われていたそうです。弟子の中谷先生がそれを後年述懐しておりまして、それにつ
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いて、住民にもう一度、最初はなさったらしいのですが、それが出たときにもう一度

したのかどうか。それを教えていただけますか。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） ブロック塀の点検につきましては、過去の資料を調べま

したら、平成３０年ですか、そのときには、教育委員会、旧教育長にも確認を取った

のですけれども、実施をして、いくつか危険箇所もあったということで、たまたまそ

のとき私は建設水道課の課長やってたものですから、教育長から要請をいただいて、

何年かにわたって、広報で点検や改修を行ってくださいという記事を載せたという記

憶もございます。その頃に、県の建設部も点検を行ってくださいというチラシを作っ

て、その当時全戸配布したという記憶もございます。 

この令和５年の再度出たものというものに対しては、県のホームページを確認しま

すと、情報が載っておりまして、点検を実施してくださいということで、情報相談窓

口等も書いてございますけれども、村で再度、令和５年のときに全体の点検をしたか

というところでございますけれども、具体的にそれに特化した点検というのは行って

おりませんけれども、先ほど申し上げました交通安全プログラムに基づく通学路の点

検というところで、何か所かブロック塀の点検をやったという記録が残っております

が、全部の点検をやったという記録は出ておりませんでしたので、今後またそれにつ

いては検討してまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） お願いばかりで大変恐縮してしまうのですけれども、事が起こ

ってからでは遅いと思うのですよね。事が起こってからやるというのは人間でいきま

すと病院にかかって対症療法するということでございまして、そうではなくて予防型

の施工というのも考えていただきたいなと思う次第でございます。 

次に１番の質問と重複してしまうのですけれども、交通プログラムの中に、中学校

と合同で２チームつくって点検をするという項目がございます。それでどうするかと

いうと、これは２年に一度やると書いてあるのです。今は実際に小学校とかそこら辺

でなさっているのは１年ずつやってくれて非常によろしいのですけれども、その２年

に一度はどうするかというと、冬のことも考えて春と夏の１年ずつの交換でやると私

は解釈したのです。そうすると、私はちょっとおかしいと思うのですよ。どうしてか

といいますと、夏に、例えばブロック塀を、しっかり地面に入ってしまっているもの

を冬になってくると染み上がって浮き上がるということもあります。そうすると冬で
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はないと分からないものも出てくると思うのです。だからぜひとも、私がやらなくて、

やる人は大変だと思うのですけれども、「やらないやつが何言っているんだ」と言わ

れるかもしれませんが、年に２回、春と夏にお願いしたいと思うのですが、それはい

かがでございましょう。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 議員おっしゃるとおり、このプログラムを見ますと、夏

と冬という言葉が出てまいります。現在実施しているのは、大体おおむね毎年９月く

らいですか、点検を行うというのが、この何年かの通例になっておりますので、おっ

しゃるとおり、その辺についても検討させていただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 雪が降るところというのは２回やっているそうです。新潟県の

新発田市ですか、そこは春夏両方やっているよと、そういうところがありますので、

そこら辺もちらっと頭の隅に入れて検討していただければと思います。 

次に、ブロック塀の解体費用と、それから新設の費用についてなのですけれども、

長野県で７７市町村ございまして、その中の３３市町村が導入をしております。 

この近くを見ますと、３市、松本、塩尻、安曇野は解体費用を補助しております。

５村の中で、やっていないのはどこかというと、朝日と筑北はやっているのです。そ

のほかのところは解体が出ていないということでございますので、ぜひともそのとこ

ろをやっていただきたいと。 

というのは、新田松本線がございまして、そこの歩道の拡幅工事ということで、こ

れから始まるので非常に喜ばしいことなのですが、そこを見ますと、私が測ったとき

に９０センチぐらいの歩道しかない。それを２メートル３０ぐらいにするという話ら

しいのですけれども、そうすると生垣から塀を全部壊さなければいけないうちが何軒

か出てくると思うのです。これからそれを進展させるためにも、補助を十分に考えて

いただいたほうがよろしいかなと思うのですけれども、その費用についていかがでご

ざいましょう。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） こちらのブロック塀に係る解体であるとか、そういっ

た費用の補助につきまして、私も近隣の行っている村に聞いたことがあります。そう

したら、住民側からの「ぜひ解体したい」とか、そういった希望はなかなかなくて、

警察の方の見回りであるとか、また通学路の安全点検の際に、そういった箇所が見受
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けられた場合、点検側からアプローチをして、「こういう補助があるから解体しませ

んか」ということをするそうです。ただ言ってみれば、余計なお世話みたいな形にな

ってしまいまして、なかなか今のところ、実績としては年に１件あるかないかという

実績のようでした。 

今回、県道の歩道なのですけれども、確かに歩道の部分を拡幅ということで、そう

いったブロック塀の移設であるとか解体、そういったものがあるかとは思いますが、

そこにつきましては松本建設事務所に確認させていただいて、どういった形でそうい

ったことがなされるかというのを確認させてもらいたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） そこら辺も大事な要素だと思いますのでお願いします。 

これは余談になるのですが、通学路の安全ということで、国交省と内閣府、あと文

部科学省で、補助金が結構出ているのです。どのぐらいかと言いますと国土交通省で

公共事業費として 193 億円、それから内閣府では、ちょっと古いデータなのですが

500 億円、それから文科省でいきますとトータルで 75 億円と、そういうものもありま

すので、そこら辺も調べながら、交通安全という名目であれば使えると思うのです。 

例えば国土交通省の場合ですと、カラー塗装だとかそういうもの、それからあとは

交通安全対策補助費として通学路の緊急対策というものを使えば、いろいろなものが

できると、そのように書いてございますので、そこら辺の検討もしていただきたいと

思う次第でございます。 

それから次に、雑草のことになるのですが、今、水道課それから住民課の方たちが

中心になってということであるのですけれども、住民課と建設水道課だけというのは

非常に大変だと思うのです。 

私、以前、話したことがあったのですかね。安曇野のところ、息子が穂高にいるも

のですから、あそこをずっと通っていくのですが、そうすると住民の方たちが、県道

なのですけれども、オオキンケイギクが繁茂していたのですけれども、それを全部取

っているのです。今、通っていただければ分かると思うのですけれども、堀金から穂

高にかけて道路に何も残ってないのです。そういうこともありますので、住民の方た

ちの協力をどういう形でお願いするかというのも、これは行政の仕事であると私は思

いますので、そこら辺をよろしくお願いしたいと思います。 

あと、長野県に道路の里親制度、これは「アダプトシステム」といいますけれども、

それがございます。本年６月にそれについて伺ったときに明快な回答を頂戴できなか
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ったのです。使ったらどうですかとか、村としてやったらどうですかといったときに、

そういうものの返答がございませんでしたので、改めて今回そこら辺でアダプトシス

テムを導入するか、またそこに参加をするかというところを伺いたいのですが、いか

がでございましょう。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 不勉強で申し訳ございません。私、今初めてお伺いし

た話でございますので、こちらにつきましては、今返答することはできませんので、

また改めてお答えしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 今実際に、アダプトシステムを採用しているというか、参加し

ている自治体が長野県の中で１３あります。民間の団体としましては３６５団体、こ

れが実際に行っているわけでございますので、そこら辺も頭の中に入れておいていた

だきたいなと思います。 

それともう１つは、私の子ども時代の話なのですけれども、私たち、通学路という

のはなかったですよね。今は通学路を通りなさいよということはあるのですが、我々

は下校時はどこでも通学路という形でやっていました。実際に見ていますと、そうい

うところを通っている子どもさんも若干いらっしゃるのです。つまり通学路ではない

ところです。 

そうしたときに通学路以外のところの草刈りをできないかと、そういうお願いなの

ですけれども、河川敷というのですか、河川敷というのは大きいのですけれども、こ

こら辺の河川に対して草刈りができないか。 

これは以前、中川課長が音頭を取って河川敷を結構きれいにしていただけた経緯が

あるのですけれども、そのようなことを村としても考えてあるのか伺いたいのですが、

いかがでしょう。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） 河川敷につきましては今、建設水道課で行っていると

ころは、西沖のところの河川敷になりますけれども、そこの一部は心がけてやってい

るわけでありますが、確かに管理者としては、そういった部分に気をつけなければな

らないのですけれども、現実問題としてやり切れないというのがございまして、どう

いった形でほかの、例えば住民の方の協力であるとか、そういう部分もまた検討させ

ていただきたいと思いますので、お願いしたいと思います。 
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○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） よろしく検討をしていただければと思います。 

あと、学校の安全というのは三本柱あるそうでございまして、１つが交通安全、災

害安全、生活安全と。今回、交通安全と災害安全について細かく伺った次第なのです

けれども、子どもの安全はハードのところだけやればいいわけではなくて、我々大人

たちが、例えば「ながら見守り」というのがございまして、農家だったら農家のおば

ちゃんがそこで作業をしながら子どもたちを見守るという。そういうこともこれから

考えていかなくてはいけないかなと、そう思っている次第でございます。 

それともう１つは小学生の方たちが安全に通学するためなのですが、その子どもさ

んたちも実際にそういう安全にはどうなのかと、そういうことを考えながらやっても

らえばいいと思うのです。ですから、学校でそういう指導だとか教育も含めながら、

これからの通学路の安全に対して、いろいろなことをサジェスチョンしたりしてもら

えばよろしいと思いまして、それがお願いになるのですけれども、以上をもちまして、

１番目の質問を終わらせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 以上で質問事項１につきましては終了といたします。 

  小出敏裕議員、次に質問事項２「リチウムイオン電池の回収を村で」について質問

してください。 

  小出敏裕議員。 

○１番（小出敏裕君） 次の質問に入ります。「リチウムイオン電池の回収を村で」と

いうことで、リチウムイオン電池を内蔵したモバイルバッテリーなどによる発火事故

は、誤った分別でリチウムイオン電池を捨てたことによるものと考えられています。 

リチウムイオン電池は、家電量販店などに設置してある回収ボックスへの持込みが

推奨されています。一方、最近はリチウムイオン電池を回収する自治体が増えており、

松本市も来年度４月から分別収集を始める予定でございます。 

そこで、リチウム電池の回収に関して、村の考えを伺います。 

１番、リチウムイオン電池の廃棄についてでございます。 

これは３点ございまして、１つは現在の廃棄方法の村民たちへの周知ということ。 

それからもう１つは、リチウムイオン電池の回収を行う考えは村にあるのかという

こと。 

それと３番目に、改修を行う場合、その方法をどのように周知徹底させるか。特に

高齢者や在留外国人の方についてでございまして、以上、通告に従い質問といたしま



 －５７－ 

す。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項２「リチウムイオン電池の回収を村で」の質問にお答

えいたします。 

１のリチウムイオン電池の廃棄について、「現在の廃棄方法の村民への周知は」で

ございますが、現時点において、この品目に限った回収についての周知は特段してい

ない状況でございます。村作成の「ごみの分別辞典」には、販売店やリサイクル協力

店で回収している旨を記載し、説明しています。また、村民の皆さんから電話等でお

問合せがあった際には、同様の説明のほか、村が行っている小型家電回収の際にも出

すことが可能だとお伝えしてまいりました。 

次のご質問の「村はリチウムイオン電池の回収を行う考えがあるか」についてでご

ざいますが、来年度、山形村では、これまで同様に小型家電の収集日において、リチ

ウムイオン電池を回収する計画でございます。今後は、回収可能品目の１つとして、

村民の皆さんに広く知ってもらえるよう、周知してまいります。 

次のご質問の「回収を行う場合、その方法をどのように周知徹底させるか。特に、

高齢者や在留外国人の皆さんに」についてでございますが、村民の皆さんには明確に

分かりやすくするため、生涯学習カレンダーや村の広報、公式ＬＩＮＥ等での周知を

図ってまいります。高齢者や外国人の方にも理解していただけるよう、周知方法にも

工夫が必要と考えておりますが、現在検討中でございます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） どうもありがとうございました。これから随時再質問させてい

ただきます。 

まず１点ですけれども、リチウムイオン電池の回収方法は自治体によって結構ばら

ばらでございます。松本クリーンセンターの構成市村の内容を調べましたところ、先

ほど申し上げましたけれども、松本市については来年からということなのですけれど

も、その中に、電池の種類によっていろいろとやり方が違うと。山形村だけ、ボタン

電池を出していいという記載になっていますよね。そうすると、ボタン電池というの

は発火の危険があるのだそうです。全部コイン型だとかボタン電池だとかを全部一緒
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くたに簡単にしてしまうと、ボタン電池を間違って出すと発火の危険があるのです。 

ボタン電池はどんなものがあるかと言いますと、これがＬＲ、ＳＲ、ＰＲと、これ

が書いてあるもの、これはボタン電池で発火性があるので、一般の不燃物として出し

ては絶対にいけませんと、そういうことが書かれておりますので、そこら辺の確認な

のですが、村としては今までそうしたのは、いかがでございましょう。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） ボタン電池ということですけれども、発火の可能性がある

ということで、議員いろいろとお調べいただいている中で、山形村での対応というこ

とになってきますけれども、今のところ山形村はその回収の際にシールですとかテー

プで絶縁をして出していただくということでたしかお願いをしていたと思います。ほ

かの市村も、電池の回収方法に関しましては、回収の業者さんがそれぞれ違うと思う

ので、山形村で今お世話になっている最終的には持ち込む業者さんの対応が「こうし

ていただければ大丈夫だ」というところの周知ということで、させてもらっておると

思います。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 私が調べたのと若干違うのですね。一般社団法人電池工業会と

いうものがございまして、そこではボタン電池についてはと、わざわざ断ってやって

います。長野市もボタン電池は別にしなさいよと書いてありますので、そこら辺をも

う一度調べて、私が間違っているかもしれませんけれども、そこら辺の検討を調べて

お願いをしたいと思っております。 

もう１つ伺いたいのは、山形村から回収というか出した物の中で、不燃物の充電電

池が混じっていたり、発火の危険があるよと言われたことはございますか。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 一旦回収したものを、山形村の場合は年に一遍その業者に

送っているのです。その際にある程度の分別は行って出しておると認識をしておりま

すので、特段どちらかからの苦情ということに関しては聞いていないという状況であ

ります。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 言っては悪いのですけれども、もしかしたら事故があったかも

しれないということでございますよね。 

次に伺いたいのが、リチウム電池の回収を行うということで、これは小型家電の日
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に行うということを先ほど言われたのですが、１１月に松塩地区広域施設組合でごみ

処理のこと、これは群馬県に行ったのですね。そのときに高崎市と太田市の施設だっ

たのですが、そこに入れ物が置いてあるのです。高崎市はたしか赤いやつ、大田市は

黒いやつで鍋みたいな形のやつ。電池はこちらで機械類はこちらと明確に分かれて、

そこの職員の方に伺いましたら、幾つかの拠点があって、つまり市役所だとかそうい

うところに持ち込んでいただければ処理しますと、そういう話でございました。 

今度の小型家電のところでこういうものを用意して、ここに入れてくださいよとか、

回収するのはこれですよと、そういう形を取るのかどうか伺いたいのですが。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 今までの回収が、小型家電の中でリチウムイオン電池を使

っているものが非常に多い状況の中で、これまでやっている回収の中でも、ある程度

の分別はして、業者さんに搬入をしているような状況でありますが、来年度から、そ

こはもう少し明確にする。そして、小型バッテリー、充電するバッテリーやなんかも、

明確に広報をすると必ず多く集まってくると思われますので、そうしたペール缶とい

うのですか、電気が通らないような缶ですとか、発火しても大丈夫なような物に、ま

ずそこで回収の際にそれを持っていって、持ち込まれた場合にはそこへ入れて回収を

するという方法を今現在は考えております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） そうすると、小型家電のところにお持ちいただくという形で、

例えば先ほど言いましたけれども、拠点を幾つか決めて、塩尻市はえんてらす、それ

からあと市役所、ああいうところで専用のところがあって、拠点として回収している

という話なのですが、山形村に限っては小型家電のところにお持ちいただくという形

でございます。 

それともう１点ですが、変形したり、膨れ上がったりとか、そういうものがござい

ますよね。モバイルバッテリーはそんな形なのですけれども、そういう物は持ってき

たときに「これ駄目です」とお返しするのですか、それとも受け付けるのですか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） ほかの市の場合は、人口も多いですし、範囲も広いという

ことで、何か所か拠点を設けてというところも聞いておりますが、当村の場合はそん

なに大きくありませんので、小型家電回収の際の、役場東側駐車場での１か所の回収

ということを今のところは予定をしております。 



 －６０－ 

あと膨れた物、非常に危険が伴うような膨れ上がった電池についても同じように回

収は可能だという回答を頂いておりますので、そういったものもその際に持ってきて

いただくということで周知をしていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） そうするとすべてオールカマーでよろしいということですよね。

分かりました。 

最後になります。周知徹底のことなのですけれども、生涯学習カレンダーと村の広

報の公式ＬＩＮＥ、そういうところで周知徹底を図ると。それから周知の方法に工夫

を凝らすと。そういうことが先ほど言われてそれを今検討中だというお話なのですけ

れども、私は、外国の方たちというのは、これ言ってはいけないと思うのですが、ア

パートに暮らしている方が非常に多ございますよね。そうすると、アパートで専用の

ところがあって、そこで回収すると。それがまず１点ございまして、それと外国の方

たち、日本人だって失礼ですけれども、生涯学習カレンダーだとか、それから村の広

報、それと公式ＬＩＮＥとかいろいろ送ってくるのですが、これを読まない人すごく

多いと思うのですよ。「歎異抄」ではないのですけれども、「いわんや日本語をや」

というそういう言葉に行くと、日本語だけで書いてあっても駄目ではないかなと。で

すから外国の方たちにはそれが分かるような形、その方のお国の言葉での周知をさせ

るような工夫点が必要だと思うのですが、それにはいかがでございましょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 外国人の方はアパート等にお住まいの方が非常に多いとい

うことは私も認識をしておりますが、１つの周知の方法といたしまして、アパートの

管理人さん、また、管理をしている事業者さんに来年からは山形村の回収方法はこう

なるのだよということはしっかり周知徹底をさせてもらうという方法も１つ考えられ

るかなと、今、感じております。 

あと可燃ごみですとか資源プラスチックのようなものに関しましては、幾つかの外

国語も表記はされておる。そういったものに関しては問題ないのですけれども、新た

にこういったものが明確に回収しますよという場合に、どんなふうにということは、

いろいろと悩んでいる部分でございまして。既に導入しているところですとか、周辺

の大きな市の中でどんなふうにこういった広報をしているかということは、また情報

収集をさせていただく中で、山形村でどんな方法がいいかなということは、間がない

のですけれども、今後、検討してまいりたいと思います。 
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○議長（大月民夫君） 小出議員。 

○１番（小出敏裕君） 来年からになると、先ほど課長が言われたように、時間ないで

すよね。待ったなしということになるので、そこら辺は迅速にやっていただきたいと

思うのです。 

充電型の電池の回収をしているところと、そうでないところを調べた方がいらしや

って、数字は把握しておらんのですが、火災の事故は、回収をしっかりやっていると

ころは少ないということが言われています。正しい分別方法と正しい回収方法がこれ

から大切になってくるかなと。そんな感じでおりますので、費用はそれなりにかかる

と思いますけれども、迅速に費用もかけながらお願いをしたいと思います。 

藤沢市でこの前、ごみ焼却施設が火災になりまして、まだ動いてないのかな。実際

に動くのが来年度だという話でどのくらいお金がかかるかというと１つで９億 5,000

万円ですか。そのぐらいの補正予算をやったと、そういうのがありますので、これは

山形村で処理するわけではございませんけれども、それなりの経費がかかるというこ

とも念頭に置いてやっていただきたいなと思います。 

充電式の電池の火災状況なのですが、２３年度のデータでいきますと、全国で

８，５４３、先ほど言いましたけれども被害として約 1,100 億円ぐらいかかっている

のだと、そういうこともあります。私は、群馬の視察ではなくてその前に、三重に同

じ広域の者で行ってきたのですが、そこだとプラットフォームがございまして、荷物

というか、ごみが来たときに、そこに職員の方が、四つんばいになって、全部見てい

るのですよ。つまり、大切なことをしっかりやってくださる方がいらっしゃるという

ことで、十分に考えて、しっかりした対策を練っていただきたい。それは住民の方に

もそこら辺はこうなのですよということを周知して、これからそういう火災だとかそ

ういうものがないようにきれいな村ということでお願いをしたいと思います。 

以上で、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で、小出敏裕議員の質問は終了いたしました。 

それではここで昼の休憩に入ります。午後１時再開ということで、休憩いたします。 

休憩。 

（午前１１時５１分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君）  休憩を閉じ、会議を再開します。 
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（午後 １時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 新 居 禎 三 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位４番、新居禎三議員の質問を行います。 

  新居禎三議員、質問事項１「地域コミュニティの再構築について」、質問してくだ

さい。  

  新居禎三議員。  

          （７番 新居禎三君 登壇）  

○７番（新居禎三君） 議席番号７番、新居禎三です。今日は２つの項目についてお尋

ねいたします。 

最初に「地域コミュニティの再構築について」をお尋ねいたします。  

本年３月の村長選挙で、無投票でありましたが、村長の公約として発表された中で、

多様性を認め合い、住みやすい村として、全住民加入の連絡班を提案し、話し合いま

すとありましたが、それについてお伺いいたします。  

１つ目としまして、全住民加入の連絡班を構築するにあたって、主な課題はどのよ

うなことが考えられますか。  

２番目として、新しい連絡班構築にあたって、予定で構いませんが、工程をお示し

ください。  

３番目としまして、村長の考える連絡班は、どのような形で運営ができれば理想と

考えるかをお示しください。  

以上、通告による質問です。ご答弁をお願いします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 新居議員のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項１「地域コミュニティの再構築」についての質問にお答えいたします。 

１番目の質問の「全住民加入の連絡班を構築するにあたって、主な課題はどのよう

なことが考えられますか」についてお答えします。 

まず、全住民加入の連絡班をつくる上で一番の課題や変化していると思われること

は、住民の意識や暮らし方が本当に多様化しているという点です。基本的人権への理
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解が進み、世代や家族の形、働き方や生活環境がそれぞれ異なります。その結果、地

域活動への関わり方や、文書・電話・メール・ＳＮＳなど、連絡手段の好みも分かれ

ています。 

次に、時代に合った住環境や情報の届け方を行政として用意することが求められて

います。従来の回覧板や文書の送付や対面のほか、デジタルを含めた複数の方法を用

意して、誰にでも届く仕組みにしていく必要があると考えています。 

一方で、少子高齢化と人口減少が進み、担い手が減っています。これまで以上に自

助・共助をお願いする場面は増えることが予想されますが、住民の皆様に過度な負担

や参加疲れが生まれないよう、配慮が欠かせません。 

併せて、プライバシーと個人情報の扱いは極めて重要であります。名簿の管理や災

害時連絡網の取扱いは目的を明確にし、必要最小限にとどめ、同意の取り方も含めて、

適正な運用が求められます。 

また、公平性も大事です。仕事の時間帯、子育てや介護の事情、障がいの有無、言

語の違いがあっても情報が確実に届いて参加できるよう、「やさしい日本語」の併用

や要約の配布、通訳の支援など、工夫しなければならない課題もあります。 

運営の持続可能性も課題です。区長や連絡長、また各委員の役割を細かく分け、交

替しやすくして、年間の作業量を見える化しながら、負担が偏らないようにすること

も課題と捉えております。 

２番目の「新しい連絡班構築にあたって、予定で構いませんが、工程をお示しくだ

さい」についてお答えさせていただきます。 

次年度より、ごみステーションをコミュニティステーションへの取組を検討したい

と考えております。概要や制度を考える上で、住民の皆様との話合いが大切ですので、

モデル地区において相互の理解が共有され、内容が固まりましたら、予算化後、実証

実験を始めたいと思います。その中で、ご近所声かけ班も対応していただけるか、関

係住民の皆様と話合いを持ちたいと考えております。 

３番目の「村長の考える連絡班は、どのような形で運営できれば理想と考えるか」

については、私が考える連絡班は、加入していただく住民の皆様が負担感を感じるこ

となく、地域を支えていただくことができる持続可能な組織であることが重要と考え

ます。 

高齢化が進む中、担い手の不足が予測されますので、構成単位を大きくした連絡班

が理想と考えています。 
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行政としても、地域担当の職員を置く、ＩＣＴ研修会を開く、災害時の連絡プロト

コルを整えるなど、基盤づくりをしっかり後押しする必要も考えられます。 

全住民加入の連絡班には、意識の多様化、少子高齢化・人口減少、プライバシー、

そして運営の持続可能性という複合的な課題があります。持続可能な地域づくりのた

めに、住民負担と地域のつながりを両立させることを重視し、複線的な連絡手段、個

人の保護、役割の分担、行政の支援を組み合わせて、時代に合った仕組みへと着実に

進めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ご答弁いただきましたが、それでは再質問させていただきたい

と思います。 

現在、かなり前から、前理事者の時代も連絡班の問題を、検討委員会だとかいろい

ろやってきた中でも、多少は改善されたのかなという部分ありますが、なかなか思う

ように進んでいない部分でありまして、今回、私がなぜこの質問をしたかというと、

百瀬村長の過去の選挙の案内やチラシを見ると真っ先にこの連絡班の問題を取り上げ

ているということで、恐らく村長の公約の中でも一番の肝煎り部分だと思います。 

ただ、村長就任されて約８か月経った中で、どういう方向性で行くのかとか、そう

いうことが我々議員にも、村民に対しても、動きが全く見えないというか、そういう

部分がありましたので、８か月経っているのでそろそろ何らかの、村長としてもいろ

いろ研究して、動きが出てくるのかなと思ったところで質問させていただきました。 

そんな中で一番の過去の連絡班、今度、百瀬村長が考えるのは、連絡班という名前

になるのか。先ほども出ましたが、近所声かけ班、そういう名前になるのかよく分か

りませんが、今までの連絡班であった中で、一番の問題があったと私なりに思う部分

は、連絡長がいて、その中にもいろいろ役があってという部分で、特に高齢世帯が増

えてくる連絡班にとっては、その役ができないということで、連絡班を脱退した家庭

がかなり見受けられるように思うのです。私のいる下竹田でも、連絡班自体が消滅し

たところが、そういう理由もあってなくなったということもあります。 

そんな中で、前理事者の時期に、その役を大分減らした部分はありますが、逆にそ

れによって肝心なことが機能しなくなっている部分もあるのかなと私は思っています。

百瀬村長の公約の中に、ちょっと分からないのが、お聞きしますが、「家から人へ」

と「全住民加入」ということは、村長のお考えの中では、家族単位ではなくて一人ひ
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とり、住民が加入していただく、そういう組織を構築したいということでよろしいの

でしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員のおっしゃるとおり家族単位でなく、個人個人で加入して

いただけたらと思っております。情報の伝わり方も年代によっても違いますので、そ

れも含めまして、個人個人が情報を受け取られやすい、そういう環境をつくっていく

ことも連絡班として必要と考えております。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 具体的に、個人個人の加入でどういう形になるのかも、私には

今のところ想像できませんが、そうすると例えば極端なことを言うと、家族の中で、

お父さんは加入しているけれども、子どもは加入しないとか、そういうこともあり得

るわけですよね。その辺をどういうふうにして、うまく運営していくのかが想像でき

ないのですが、何かいいお考えは村長としてあるわけですか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） そこの面につきましては、今現在でも２世帯の住宅におかれて、

引退だという形で高齢の方が抜けられていて、それで若い方が担われているという状

況もございますので、それと対して変わらないようには捉えておるのですが、一人ひ

とりに、高齢の方で引退された方にもしっかりと情報がつながる、そういう連絡班の

体制が一番重要と考えております。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） そういうことで、基本的に村長のお考えは全住民加入だから、

全員が加入すればそういう問題は解消するわけですが、なかなかそこが難しいと思う

のですが、答弁の中にもありましたが、私が思うに、コミュニティを活用といいます

か運用する中で一番の問題は、答弁にも次年度からやると書いていますが、ごみの問

題。 

私どもの加入している連絡も、隣、今は解散したんですが、２つの連絡班でごみス

テーションが１か所で、今かなりの隣の連絡班はもうなくなってしまったし、うちの

連絡班も５、６軒抜けているという状態の中で、それは最初からですが、ごみステー

ションの管理に関しては、当番制でごみステーション利用している人みんなが当番を

するという形で、細かい規約とかはそんなに決めているわけではないのですが、それ

は未だに連絡班を抜けられた方も順番に、当番のノートを回しているのです。取りあ
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えずノートにその日の今日、ごみの日、今日全部回収されましたとか、１つ残ってい

ましたとか。当然残っていた場合は当番の人がそれを処理するわけですが、中には名

前が書いていないのがあるのですよね。そういうのは分別もされてないし、それは仕

方ないから当番の人がきちんと分別して自分のごみと一緒にまた分けて出すという形

を取っているわけですが、幸い最近はあまりそういうことはないのでいいのですが、

そういう形で、私のところはごみ当番制を取っています。 

その次に、災害時の助け合いですよね。ついこの間も佐賀県で大火事になったとき

に、あそこは昔からの古い地区なので、どこにどういう人が住んでいるかある程度住

民も分かってたと思うのですよね。だから声かけすることによって、お１人亡くなら

れましたが、ほかの人はみんな避難して事なきを得たという報道を見ていました。そ

ういう形の地域のコミュニティができれば一番理想だと思うのですが、残念ながら山

形村は、私もそうですが、いわゆるここ何年かの間に新たに住民になった人が最近増

えている。恐らく今半分ぐらいではないですか。そういう人たちは、価値観を含めて、

さっきも言いましたように、役をあまりやりたくないということで、抜けられる部分

もかなりあると思うのですよね。 

その辺は例えば村長がつくるコミュニティは、そういう役とか例えば、どういう形

で誰が今までやっていた、先ほどもありましたが、今も連絡長のところへ村の配布物

が来ますよね。それを班によって違うと思いますが、連絡長を中心に配布して回って

いるという、そういうものをどういう形で今度はやっていくのか何かお考えあるでし

ょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 災害時の声かけというのは、大月議長さんが前回、４月の議会

で言っていただいたご近所声かけ班という形のものが、今度実証実験していただける

ような地区モデルができましたら、そこの中で話して協力していただけるようでした

ら、そういうのを採用していきたいと思っております。 

そして、ごみにつきましては、自分で出したごみは自分で責任を持っていただくこ

とが重要だと思いますので、回収されなかったやつを、すぐその責任者である、やっ

ていただいている方が分別して片づけてしまうと、その出した本人も分からないこと

もありますので、今度モデル地区が起きましたら、ごみ集積場の隣に未回収専用のボ

ックスを置きたいと思っております。そこで個人がそれぞれ判断していただきながら

回収、そして分別し直していただく体制が取れたらと考えております。 



 －６７－ 

あと文書につきましては、今までは連絡長さんが、各戸ごとに文書をそれぞれ一部

ずつ組み替えて配布していただいているわけなのですけれども、モデル地区におきま

しては、広報だったら広報の棚、そして官報だったら官報の棚と、それぞれ冊子を分

けることなく、自分の好きな、必要とする広報紙をそれぞれ抜いていって持ち帰って

もらえるような、そんなような形を考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、村長が言われたように、回収されない無記名のごみ袋、私

どもの地区はそうでもないのですが、いわゆる大きな通りに面している地区において

は、はっきり言って、通りすがりというか、通勤途中に「ここにあるから出していけ」

みたいな無記名で分別もされてないようなごみがかなりあるのですよね。それをそこ

に別のボックスで置いておいても、いつまで経っても恐らく、その人はそのときだけ

そこに置いているわけですから、次に来る保証はないし、ずっと残っていると思うの

です。その辺をどうするかという部分ですよね。 

当然特にうちらのごみステーションもやっているのですが、生ごみはカラスが来て

つついたりするわけです。それを散らからないようにネットを張ったり、そういうこ

とをしているわけで、そのネットも何年かすると、どんどん破れてきたりするので、

私どもの連絡班でも、新たにネットを更新するためにお金を集めたりもしています。

その場合も、うちの場合は連絡班に入っていない人にも当然、たまたま前回集めたと

きは私が連絡長だったから、うちの常会に入っていない人にも、一軒一軒回って集金

しました。そういう手間を今後どうするのという部分ですよね。非常に難しいと思い

ますよ。 

あと、村長の公約にあったのですが、総務省のスマートシティ関連事業の応募して、

そういう活用してという、恐らく私自身もスマートシティ関連事業の中身はよく分か

りませんが、今で言うスマートシティだから、さっき村長が言われたように、広報と

か回覧板。実際に前回も質問したときに言ったのですが、松本の新村地区の一部地域

では回覧板をデジタル化しているのです。それは地区の町会長が、市から出てきた回

覧をデジタル化して、誰でも、ＬＩＮＥなのかどういうＳＮＳを使っているか分かり

ませんが、しているという部分で、今山形村も回覧板並びに広報等々のこれがさっき

スマートシティ関連事業で活用できるなら、一気にデジタル化してしまえばいいので

はないですか。そうすれば村の公式ＬＩＮＥで入っている、入っていない関係なく、
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それぞれ住民が見なければあれですが、配布できるのではないですか。そういう研究

はされているのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 国の事業につきましては採択されるかどうかが課題となります

ので、それに向けて採択していただけるような形のものができるかどうかを、まず検

討していきたいと思っております。 

回覧板のデジタル化とかも含めまして、ほかのよりよいＤＸの推進に向けての交付

金、また補助金等がありましたら、それも含めて併せて検討していきたいと思ってお

ります。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ２番目の質問に関連するのですが、その辺を８か月経つ中で来

年度からモデル地区を決めて、その後予算化して実証実験をやりたいということです

が、役場の中では、恐らく総務課なのだろうけれども、担当部署でそういう研究並び

に検討は具体的にどのようにされているのですか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 新たなコミュニティづくりの関係でありますけれども、ま

だモデル地区の選定にも至っていない状況もありますので、研究には今至っていない

状況でございます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 当然実証実験に、相互理解に共有されるモデル地区を選定して、

そこで話合い等をやるのでしょうが、全体の制度設計を含めて、住民にもある程度い

ろいろな意見を聞いて、「これも必要だね」「あれもやらなきゃいけないね」とか、

そういう部分はどうなのですか。アンケートでもいいし、住民からいろいろな意見を

聞くということも必要だと思うのですが、そういうことをやられる予定はあるのでし

ょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 今、地区の候補として手を挙げていただいているところも

ありますので、まずはそういった皆さんとのコミュニケーションだと思います。 

あと、アンケートでありますが、非常に難しいデリケートな問題ですから、アンケ

ートを取ることによってもしかしたら、そもそも要らないという話になってしまう、

非常に行政としても困りますので、そこら辺は慎重に考えたいと思いますが、本当に
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議員のおっしゃるとおりで、ありとあらゆるところから情報を集め、声を聞きながら

やっていきたいなと思います。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 課長が言われるように、今の連絡班は必要ないという。結局私

どももそうですが、抜けた方に言わせると、加入しても別に、加入をやめてもデメリ

ットは大してないよと。広報と回覧板が来ないぐらいではないかという方が結構多い

のですよね、抜けた方は。逆に加入することによって役が回ってきたり、場所により

ますが常会費も払ったりしなければいけないから加入やめますという方が何件かいら

っしゃいました。 

だから、非常に難しい問題ですが、先ほどから言っているように、一番の問題は、

ごみと非常時・災害時の助け合いですよね。ふだんからのお付き合いがあれば、さっ

きも言ったように佐賀県の火事ではないですが、どこにどういう人が住んでいて、例

えば避難するときでも、「あの人が見えない。ちょっと誰か行って声かけてきて」と

いう。そういう関係が必要だと思うのですよね。 

そんな中で最初から引っ越してきて最初からお付き合いなければ全く分からない。

途中から抜けた人はある程度分かりますが、そういう部分で取りあえずは以前からほ

か議員も私も言っていますが、災害時の助け合いをどうするかという部分での組織づ

くりだとそんなに反対する人はいないのかなと思いますが、そこから始めるのが一番、

そういう初期から、それ以外のコミュニティもだんだん発生してきて、近所の助け合

いたいではないですが、声かけ班みたいなものができればいいと思うのですが、その

辺はどうなのでしょう。その辺の工程を知りたかったのですが。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） まだ来年度当初予算の編成も今ようやく始まったところで

すから決定ではないのですけれども、以前９月の定例会だったかお答えをしているこ

ともあったと思いますが、来年度は、取りあえず有事の際の安否確認について、連絡

班という単位ではないのですけれども、隣近所と緩やかにつながれるような、安否確

認ができるような、そういった簡単な本当に誰でも分かる方法で一度訓練をやってみ

てはどうかということで提案はしています。 

実施計画にも載せさせていただいて、今、一応来年度当初予算の要求には上がる土

台にはなっていますけれども、この後査定ということになりますので、そういったと

ころで決定はしていきますけれども、本当にそんなにお金をかけるわけでもなく、皆
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さんに労力をかけていただくことでもなく、緩やかではありますけれどもまずはやっ

てみるといったことからスタートしたいと考えています。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、課長が言われたように、災害時の安否確認、あとはごみス

テーションの管理を含めた中で、そういうお付き合いからどんどんコミュニティが広

がっていけば、あえて行政側から、ああしなさい、こうしなさいという必要もないの

かなと思います。 

あとは先ほどから言っているように、広報や回覧の問題だって、デジタル化すれば

かなり解消できるのかなと私は思いますので、やっぱりいざというときの支え合いが

一番肝になるのかなと思っていますので、そういう地域コミュニティの、特に都会で

はほとんどないような状況ですが、山形村みたいな状況の中のところで加入しない人

がどんどん増えてきてというのは、この村の問題だけではないと思います。全国的に

そういう流れになってくるので、どういう方法がいいかも含めて、ぜひ多方面から研

究していただいて、いい形の山形村のコミュニティができればと。今後とも鋭意、研

究していただいて、できるだけいい形を。特に災害はいつ来るか分かりませんので、

できるだけ早い形で、ある程度の形にしていただければとお願いして、１つ目の質問

は終わりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） それでは、新居議員の質問事項１につきましては終了とさせて

いただきます。 

新居禎三議員、次に、質問事項２「健康寿命延伸のための対策について」を質問し

てください。 

 新居禎三議員。 

○７番（新居禎三君） それでは２つ目の質問です。「健康寿命延伸のための対策につ

いて」をお伺いいたします。 

当村においても、近年高齢化率の上昇が顕著になってきています。今後、医療や介

護の必要性がより増加すると思われますが、それらに備える施策についてお伺いいた

します。 

１、高齢者に介護が必要になる前段階のフレイル状態の早期発見の施策をどのよう

に実施されていますか。 

２つ目、高齢者の社会参加する機会を増やすためのボランティアや就業の支援体制

はどのように行っていますか。 



 －７１－ 

３つ目、自宅にこもりがちな高齢者対策として、やりたくなるようなポイント制度

のプログラムなど考えられないでしょうか。 

以上、通告による質問です。ご答弁をお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項２「健康寿命延伸のための対策について」のご質問に

お答えさせていただきます。 

１番目のご質問の「高齢者に介護が必要になる前段階のフレイル状態の早期発見の

施策をどのように実施しているか」についてでございますが、フレイル状態の早期発

見につきましては、第９期計画における重点施策の１つである「高齢者の保健事業と

介護予防の一体的実施」を通じて取り組んでおります。 

具体的には、特定健診や後期高齢者健診の結果及び介護レセプト等のデータを活用

し、フレイルのリスクが高いほうを抽出いたします。 

こうした方々に対し、地域の保健師や管理栄養士等の専門職が戸別訪問や健康相談

を行うことで、心身の機能低下の早期発見、早期対応に努めております。 

また、村内各地で開催されている「通いの場（サロン）」や趣味のサークル等に専

門職が出向き、フレイル予防に関する講座や体力測定を行う「ポピュレーションアプ

ローチ」も並行して実施しております。第９期計画期間中は、これらの活動を通じて、

住民の皆様がご自身の体の状態に気づく機会を増やし、フレイルの芽を早期に摘み取

る支援体制を強化してまいります。 

２番目のご質問の「高齢者の社会参加する機会を増やすための、ボランティアや就

業の支援の体制はどのように行っているか」についてでございますが、高齢者の社会

参加は、生きがいづくりだけではなく、介護予防の観点からも極めて重要であると認

識しております。 

まず、就業支援につきましては、シルバー人材センターへの活動支援を通じて、長

年の経験や知識を生かした地域社会への貢献と収入の機会を提供しており、計画上の

目標値（令和８年度９５人）に向けて登録促進を図っております。 

ボランティア活動等の社会参加支援につきましては、「生活支援体制整備事業」に

おいて、生活支援コーディネーターが中心となり、地域のニーズと、支援を行いたい

高齢者や団体とのマッチングを行っております。また、「いちいくらしネットワーク」
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等の活動を通じて、元気な高齢者が地域の見守りや生活支援の担い手として活躍でき

る場を広げております。 

今後も、高齢者が年齢や心身の状況にかかわらず、地域の中で役割を持って輝ける

よう、多様な参加の場を創出してまいります。 

３番目のご質問の「自宅にこもりがちな高齢者対策として、やりたくなるようなポ

イント制度のプログラムなど考えられないか」についてでございますが、ご提案のポ

イント制度につきましては、高齢者の外出意欲を高め、社会参加を促すためのインセ

ンティブとして、全国的にも導入事例が増えている。有効な施策の１つであると認識

しております。 

現在、本村におきましては、具体的な「ボランティアポイント制度」や「健康ポイ

ント制度」といった仕組みは導入しておりませんが、第９期計画の基本目標である

「いつまでも地域でいきいきと暮らせる村」を実現するためには、特に自宅にこもり

がちな方々が一歩外に出るきっかけづくりが重要でございます。 

今後は、近隣自治体の先進事例や費用対効果などを調査・研究するとともに、現在

実施している「運動バラエティパック」などの健康増進事業や、地域活動への参加促

進策と連動させる形で、どのような仕組みが本村の高齢者に対して適しているか。関

係機関や住民の皆様のご意見も伺いながら、導入の可能性について慎重に研究してま

いりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） ご答弁いただきました。それでは再質問したいと思いますが、

山形村は、私が議員になった頃はかなり近隣に比べても高齢化率が低い村だなと思っ

たのですが、最近はかなり上昇しているのかなと、頭のかがみのところにも書きまし

たが、現状、今、村のいわゆる６５歳以上の高齢化率、高齢者の率はどのぐらいの数

値になっていますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 高齢化率については、資料を持ち合わせてないのです

が、３０％台には乗ってきたかと。以前は２０％台でというところだったのですけれ

ども、山形村もさすがに今３０％台というところ。ただ順位としては以前から上がっ

たということではなくて、どこも上昇する話ですから、下のほうから数えて早いぐら

いの順位かと思います。 
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○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、課長が言われたように、私もどこかで村の高齢化率を見た

ら３０％を超えていたので、えっと一瞬思いましたが、実はさっきの同僚議員のあれ

にもありましたが、先般、福祉文教常任委員会で視察研修に行った三重県の町ですが、

ここも人口はかなり多いのですが、そこの町も状況が山形村と似ているのですよね。

２０年前か３０年前ぐらいから住宅造成が始まって、名古屋の通勤圏であるから、若

い住人がどっと引っ越してきて、人口も増えた人たちが高齢者に、一気にといいます

か、なる率が増えた。 

実際私のいる常会もそうなのですが、大体私が一番今、男性で年寄りなのですが、

今６０過ぎの人がほとんどなのです。今連絡班に１０何軒加入していますが、大体３

０代後半から４０ぐらいで家を建てて引っ越してきた家族が、うちらの連絡班はほと

んどですから。引っ越した当時は、子どもたちもいっぱい小さいのがいて、今ほとん

ど子どもも社会人になって出ていっているというか。よその地区へ行って、だんだん

年寄りだけになってきているので、幸い今、企業も、６０過ぎても、定年延長なり、

再雇用なりで、まだ働いている人が多いのですが、これがあと１０年するとみんな後

期高齢者になってしまうのですよね。 

視察に行った東員町というところもそういう意味でシミュレーションしてみると、

１０年後、２０年後には大変なことになるぞということで、フレイル予防を何とかし

なければいけないということで始めたそうですが、そういうシミュレーションは山形

村ではしていますか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） まだ特にそういったシミュレーションはしておりませ

ん。山形に限らず日本全国でそういう状況になっていくというのは昔から言われてい

る話で、現時点で様々な事業をやることによって、加齢に伴う衰えというのを、少し

でもブレーキかけられればということで様々な事業を展開しているというところであ

ります。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） さっきもありましたが、そういう意味で山形村はまだ、介護が

必要な人は、あまり一気に増えてこないのですが、将来的なことを考えると、一気に

高齢者が増えて、当然介護が必要な人もかなり増える可能性はあるので、そういう意

味でフレイル状態の予防をもっと促進しないといけないのかなと私は思っています。
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そもそも、私もつい最近までそんなに意識もしていなかったし、「フレイル」という

言葉自体を詳しく自分で研究を始めたのは５、６年前からです。村民も「フレイル状

態ってどういうこと」という人が多いのかなと思いますが、その辺はどうですか。村

としてフレイル予防を含めた周知はどのようにしているのですか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） 今はその「フレイル」という言葉当たり前のように使

うようになってしまって、確かに「それって何なの」という話なのですけれども、先

ほど申し上げたとおり、簡単に言うと加齢に伴う衰えという、直訳するとそういう意

味ということ。なので、それを未然に防止するということで、午前中も健康づくりに

ついてご質問いただいたところではあるのですけれども、ご高齢の方であっても、健

康でなければ何もできないお話になりますので、まずは健康なのかなと。そこを損ね

てしまうと、特に７５以上になってくると、介護というところに直結してしまうので、

まずは健康づくりというところで、ご高齢の皆さんについても心がけていただければ

と思います。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 今、課長が言われたように、非常にこの質問の表題にもありま

すが、健康寿命延伸ということで、先般、私は、健康寿命延伸について松本市でずっ

と頑張られた前松本市長の菅谷さんの講演を聞いてきたのですが、どうもこの言葉自

体も菅谷さんが発信源らしいですよね。「健康寿命延伸」という言葉を使い出したの

が。菅沼さんいわく、「フレイル」はもちろん予防だし、「健康寿命」は健康で長生

きしなければいけない。 

厚労省の予測統計ですが、２０５０年には、単身高齢者もどんどん増えるのですが、

平均寿命ももっと伸びる。最近も結構聞きますが、１００歳以上のお年寄りが当たり

前のように増えてくると、厚労省はある程度予測しているらしいです。だから、「１

００歳で長生きだね」なんて、もうその頃には普通に当たり前になるから言っていら

れないよと。そのためにはどうするかということなのですよね。 

それぞれが意識して健康のためにいろいろなことをやる必要はあると思うのですが、

そういう意味で村では、いろいろなことをやっているのでしょうが、さっき言いまし

た三重県の東員町というところは、将来人口推計を見て、フレイル予防のために何を

始めたかというのは、フレイルについて、いろいろな部分で周知並びに健康体操だと

か指導するという「フレイルサポーター事業」というのを始めたと。 
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そこで一番私がびっくりしたのは、サポーター自体に、若い人もいるのですが、高

齢者が多いと。その人たちが、自分でサポートして、いろいろなボランティア活動並

びに体操指導したりすることによって、その人たちも、フレイル予防を率先してでき

るようにということらしいです。 

サポーターで若い人たちが来てやるのかなと思ったらそうではないのですよね。高

齢者がボランティアでやっているのがほとんど。サポーターとして６５以上７０代の

人までが、８０代もいると言っていましたかね。そういう人たちが地区の公民館を回

ってフレイル予防の体操を指導したり、食生活の指導したり、そういうことをやって

いると聞きまして、びっくりしました。 

あと、これは賛否両論ありますが、単身世帯においては、いわゆる電力使用からフ

レイルを判定するという、電力会社と提携しながらやっているということですが、今、

答弁の中にありましたが、そういう意味で村の職員の皆さん方がいろいろなことをや

って、フレイル状態の芽を摘み取る支援体制を今後も強化しているということですが、

２番目の、ここも関係してくるのですが、そういうこともフレイルについてサポート

できるボランティア等も村で養成することも必要なのではないでしょうか。その辺い

かがですか。 

○議長（大月民夫君） 篠原課長。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） ボランティアにつきましては、例えば、村の事業でい

くと「歌声喫茶」というのをやっているのですけども。その際に数名の方、１回にお

２人ですかね、ボランティアという形で来ていただいています。 

その他の事業については特段のボランティアの方ということではなくて、どちらか

というと地域包括の職員が中心になって事業を運営しているという状況ですので、ボ

ランティアの醸成というのですかね、そういった部分についてはまだちょっとうちの

村においては欠けている部分かなと思います。 

○議長（大月民夫君） 新居議員。 

○７番（新居禎三君） 当然、東員町だって最初は、どこかの大学の先生だかに指導し

てもらって、フレイルサポーター養成講座みたいなのをやって、サポーターが今かな

りの数いると言っていました。１０何地区をそれぞれ地区ごとに回って、２年かけて

ほぼ全部回り終わったと言っていましたが、それ以降もいろいろな部分でボランティ

アの人たちが活躍しているという部分であります。非常に有効な手段かなと私はびっ

くりしました。 
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ただ、問題がないことはないという３つ目の質問です。結局、いろいろな地区の公

民館等でそういう講座等をやっても出てこない人はいるのですよね。その人たちをど

うやって引っ張り出すかが一番の東員町の今の課題だということでした。 

そういう意味で、ポイント制度とかどうかなと思って、私も書きましたが、答弁の

中にそういう何かきっかけがあれば、そういう人たちも出てくるのかなと思いますの

で、研究するというご答弁をいただきましたが、ポイント制度なのか、何かきっかけ

があれば、うちにこもっている人も「行ってみようかな」という気にさせるような形

で、ぜひ特に単身で暮らしておられる高齢者に対しては有効かなと思いますので、デ

マンド交通が再来年度からは運用されるのだろうし、そういう足を含めたいろいろな

部分でお年寄りが外へ出るきっかけをこれからも研究していただいて、山形村の私も

じき後期高齢者になりますが、そういう人たちが安心して長生きできるような村づく

りをぜひ、今後も引き続き進めていただければとお願いして、質問を終わりたいと思

います。 

○議長（大月民夫君） 以上で、新居禎三議員の質問は終了いたしました。 

それではここで質問席交替が整うまで、暫時休憩いたします。 

（午後 １時５４分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。  

（午後 １時５４分）  

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 竹 野 入 恒 夫 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位５番、竹野入恒夫議員の質問を行います。  

 竹野入恒夫議員、質問事項１「松くい虫の対策について」を質問してください。  

 竹野入恒夫議員。  

          （２番 竹野入恒夫君 登壇）  

○２番（竹野入恒夫君） 議席番号２番、竹野入恒夫です。  

働いて、働いて、働いて、働いて、働いても物価は上がるばかりです。大変です。

日本一高かったガソリンもここに来て安くなりほっとしています。今回は５つの質問

をさせていただきます。それでは質問に入ります。  
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１、松くい虫の対策について。  

１、山形村で初めて松枯れが確認されたのは平成何年か。  

２、山形村で初めて松枯れが確認されてから、今年までの松くい虫の被害木本数・

補助本数は。  

３、今年度の山林における被害木の伐倒駆除の状況は。  

４、今後、樹種転換事業は考えているのか。  

５、個人宅への庭木等の伐採駆除・樹幹注入への補助の状況は。  

６、ドローン撮影とＡＩ分析による被害木の調査計画はあるのか。  

７、「ナラ枯れ」小谷・白馬・大町で発生している。経過が非常に悪い状態です。

山形村での「ナラ枯れ」発生はどのようになっているでしょうか。  

以上、１回目の質問とします。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 竹野入議員のご質問にお答えさせていただきます。  

質問事項１「松くい虫の対策について」の質問にお答えいたします。  

１番目のご質問の「山形村で初めて松枯れが確認されたのは平成何年か」につきま

しては、平成２７年の８月に初めて被害が確認されております。  

２番目の「初めて確認されてから今年までの松くい虫被害木本数・駆除本数は」に

つきましては、村が把握している数字は対策事業を始めた令和元年度以降の伐倒実績

になります。令和元年から令和６年までの処理本数が３１４本。山林の被害木調査は

事業者へ委託して実施していますが、山林以外に屋敷内や集落内の松なども含め、こ

れまで確認された被害木は５００本程度あるものと思われます。  

３番目の「今年度の山林における伐倒駆除の状況」につきましては、現在、施工中

の場所もございますが、およそ７０本を見込んでおります。  

４番目の「今後の樹種転換は考えているのか」とのご質問ですが、現在、国庫事業

により樹種転換を検討しているのは上大池の宗福寺北東の被害集中地域です。それに

続けて、上竹田穴観音周辺についても、関係の皆さんに相談をしていきたいと考えて

おります。  

５番目の「個人宅の庭木の伐倒駆除・樹幹注入への補助状況は」でございますが、

予防のために個人が行う薬剤注入と被害木の処理経費に対して補助を実施しておりま
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す。令和６年度はいずれも申請はありませんでしたが、令和５年度までは毎年数件の

申請がありました。本年度も伐倒処理１件の申請を受けております。  

６番目の「ドローン撮影とＡＩ解析に被害木の調査計画はあるか」についてでござ

いますが、対象面積や諸条件にもよりますが、ドローンによる調査には多額の費用が

かかりますので、現段階では予定しておりません。  

最後のご質問の「山形村でのナラ枯れの発生状況」につきましては、全国的に増え

ていることでありますが、本村では今のところ確認はされておりません。  

以上でございます。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） ２７年の８月に確認されて２８、２９、３０までは大体どの

くらいの本数で、どのような処理をされていたのかお聞きいたします。分かる範囲で

結構です。  

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 山のほうの本数というのは、それまでは、その３年間

くらいはそこまでは多くなかったと考えております。  

まずは屋敷林といいますか、屋敷の松から入っているものですから、それが２７年

ということで、２７年、２８年はほんの数本であったかと、資料をひっくり返して見

ますとそのような感じでした。  

当時は個人の経費といいますか個人で処理をお願いしていたということもあります

ので、具体的に村でたくさんの本数を把握しているということではありませんけども、

平成３０年あたりは１０数本という本数があったかと思われます。  

いずれにしましても、補助事業を入れて対策の事業を始めてからの本数は統計的に

残っているのですけれども、その４年間のはっきりした数字は、調べたのですが分か

りませんでしたので、被害木全体としては調査の関係で５００本程度はあるだろうと

いう推測であります。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） 元年から６年までに３１４本が伐倒処理だと言っていますが、

これは費用的には大体どのぐらいかかっているのですか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 単年度ごとの費用は承知はしておりませんけれども、

国庫事業でそれぞれ 1,200 万円から 300 万円の事業を何回か重ねておりますので、事
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業的には掛ける年数という形になろうかと思います。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） それと、６年秋から令和７年、現在までの確認状況はどうな

っていますか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） これはその都度申し上げているのですけれども、調査

をして、被害木が確認されて、それを処理するという一連の経過と、私どもが施工し

ているこの工事と、その被害が広がっていくといいますか確認される本数がなかなか

追いついていかないという状況があります。  

空気の中を飛んでいく虫のことでありますので、なかなか対応、足りるだけのもの

ができていないというのが状況でありますけれども、昨年から今年にかけても数十本

の被害が確認されておりますし、ペース的にそれが早まっているということではあり

ませんけれども、同程度の数が徐々に増えているという状況であります。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） できたらデータ的に出してもらいたいのです。今出せという

わけではないのですが、そういうものを持っていてもらいたいのですが、元年にはど

のぐらいで、前年比どのぐらいあったかどうか。そのうち駆除本数はどのぐらいあっ

て、前年比何％だったかということまで本当は把握してもらいたいのですが、その辺

どうでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 把握可能な範囲でもっと整理させていただきます。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） 金額的にもお願いします。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） 現在施工中の場所もあり、７０本程度を見込んでいるという

ことですが、この施工中の中に、上大池・小坂・下大池地区とありますが、四谷地区

が含まれていません。１１月半ばに、３日ほど学校山のおおびら付近で作業を確認し

ましたが、私の家から見る場所には、まだまだ３０本ぐらいはそのままです。住民の

方から「いつになったら伐倒処理してくれるのかな」とよく聞かれますが、春先まで

に伐採をお願いできないでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  
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○産業振興課長（中川俊彦君） これも再三申し上げて大変恐縮でありますが、これも

限られた予算の中で１か所集中というわけにはいきませんで、２か所、３か所という、

山形では集中箇所は上竹田及び上大池ということで、２か所で施工しておりますけれ

ども、どうしても偏るわけにいきませんので、両方並行して進めております。今年、

少々補助率のいい事業でもってやっていて、着工も早く手を出しておりますけれども、

なかなかその本数が先ほど申し上げたように追いついていないという状態であります。 

今できる限りのことはしておりますので、今の２か所に加えて、それ以外の箇所に

ついても、いわゆる密集地域以外の箇所についても現在施工している最中でありまし

て、全部で３本の工事が入っております。ただ上竹田については事業的にはいっぱい

いっぱいのところでありますし、そういったことでもって予算との絡みということが

どうしてもございますので、来年も同じような事業を続けていくつもりでおりますの

で、準備でき次第、早急にかかりたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） その場合、完全に枯れてしまったという木も大分出てきてい

るのですが、その処理はどんなふうにしますか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 今のところ完全に枯死して白くなるようなものについ

ては、それよりもむしろ虫が広がる可能性のあるほうを優先的に伐倒する必要がある

と思いますので、山形の場合は幸いにもまだ民家に被害が及ぶとか、そういったとこ

ろでの発生というのは今のところまだ少ないかなという気がしております。  

ただ、上大池のほうについては、かなり集落に迫ったところでもありますので、そ

ういったところを優先に今考えているものですから、罹患状況、病気のかかり状況を

判断しながら優先順位をつけていくということになろうかと思います。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） それでは４番目の樹種転換事業の計画を２か所されていると

いうことですが、山形と朝日の境のところが樹種転換されているのですが、山形でも

やるとなれば、あのような山のような状態になるわけでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） やり方はいろいろあると思いますけれども、山形は先

般、こういった打合せの中で、ここに先ほど申し上げましたように、主に上大池地域

を想定してお話をさせてもらっているのですけれども、それは山の形状ですとか、そ
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れから現在の被害木の状況のようなものを考えて、上大池をまず第１候補にさせてい

ただきました。  

やり方についても、第一段階、初めの一歩として住民の皆さんにも説明をさせても

らう機会があったのですけれども、そこでも「こういう木は残してもらえないか」と

かそれから「松だけ刈るのか」とか、「どういった状況で作業路をつけるのか」とい

うことも話しさせてもらいましたけれども、当然地権者の皆さんもいらっしゃいます

し、従来の樹種転換というのはどういうものか、ということもございますので、それ

は現場であるいは地元の皆さんとお話をさせていただいた上で、進めさせていただく

ということで、この間お話しさせていただきました。ですので、すべてがああいう感

じになるということではないということで、ご理解いただきたいと思います。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） あまりにも丸坊主になっていて、非常にみっともないし、よ

その人たちは「どうしたんだ」という声が非常に多かったのです。松本の人たちに言

わせると。ですから、ぜひ山形に合った状況で検討していただければと思います。ど

うでしょうか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 先ほどの続きになりますが、そのときに出された意見

でも広葉樹があったりだとか、杉・ヒノキがあったりだとか、現在のある木を有効に

使っていただくということもお願いしたいという話も出ておりましたので、その辺の

ところは設計の段階でどういう形にするのか。ただ目的が松の転換でありますので、

松くいの場合にはアカマツとクロマツが罹患するということになっておりますので、

その辺のところの分布も含めて、どういう設計になるかは慎重に考えなければいけな

いと思います。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） 分かりました。  

５番目の質問に入ります。個人宅の伐倒補助とか樹幹注入ですが、今までこれを何

年もやってきているわけですが、大体樹幹注入は何件ぐらいで、伐倒駆除はどのぐら

いしているかとか分かりますか。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） これも令和元年からの数字になりますけれども、樹幹

注入は申請件数でいいますと１２～１３件ですかね、１４件ほどですか、になります。
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それから、伐倒駆除については７件、８件くらいになります。  

いずれにしましても、樹幹注入についても伐倒駆除についても、個人の作業になり

ますので、この辺のところを限られた作業量になるかと思いますけれども、いわゆる

規定の量を申請していただいて補助しているという中身であります。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） 樹幹注入の場合、感染予防ですが、これは何万円ぐらいが上

限か。それと伐倒駆除の場合も被害木の処理ですが、何万円ぐらいの上限で村でやっ

ているのか教えてください。  

○議長（大月民夫君） 中川課長。  

○産業振興課長（中川俊彦君） 樹幹注入につきましては事業費の２分の１ということ

で注入剤１本につき 1,500 円を上限とさせていただいております。それから伐倒駆除

に関しては事業費の３分の２以内ということで、まず１本につき 10 万円ということ

で限度を設けさせていただいております。  

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。  

○２番（竹野入恒夫君） ありがとうございました。分かりました。  

６番目のドローン撮影の件です。村としては予定していないということですが、朝

日村では令和６年からドローン撮影とＡＩ分析による被害木の検出を実施しています。

精度の高い被害木の位置特定が可能になったと絶賛していますが、この辺の情報共有

などは朝日村とできているのかどうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 直接的にはお話は伺っておりませんが、またそういう

お話であればぜひ参考にさせていただきたいと思います。 

問題は山の違い、朝日村の山と山形の山では性格的にといいますか地形的にも大分

違うものはあると思いますので、その辺のかける費用の効果ですとかも検証しなけれ

ばいけませんけれども、実際にいい例があるということであれば、これから情報をい

ただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 実際にドローンを使ってやっていますので、情報を得たほう

がいいと思うので、ぜひ朝日村の担当者と話をしていただけると思いますが、どうで

しょう。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 
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○産業振興課長（中川俊彦君） 繰り返しになりますが先進的に行っていることであれ

ばぜひお話を聞きたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 分かりました。 

７番のナラ枯れです。発生がないということで安心しましたが、８月に私は白馬の

栂池公園に行ってきましたが、ナラ枯れが異常発生していました。非常に景観が悪か

ったので、山形で発生したら初期の対応をお願いしたいのですが、どうでしょう、そ

の辺のことを考えていますか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） ナラ枯れについては、この松本管内でも情報は県から

も逐次来るようにはなっておりますけれども、松くいと違って、松くいは線虫が原因

になりますけれども、ナラ枯れはキクイムシが直接侵入してなるという、その伝染と

いうか形態も違うものですから把握の仕方だとか、そのスピード感というのも、松く

いとは大分違うとは思いますけれども、発生したときを想定して、いろいろな対応す

るようにということでもって、県からも情報は来ていますので、その辺は見逃さない

ように注視していきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） １回目はよろしいですか。それでは質問事項１につきましては

終了といたします。 

竹野入恒夫議員、次に質問事項２「アレチウリの駆除について」を質問してくださ

い。 

竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 「アレチウリの駆除について」。村内のあらゆる場所にある

アレチウリが繁殖しているが、アレチウリの駆除はどのようにしているのか。 

２、毎年大量にアレチウリが繁殖している個人宅にはどのように指導しているのか

お聞きいたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項２「アレチウリの駆除について」の質問にお答えいた

します。 

１番目の質問の「アレチウリの駆除」についてでありますが、シルバー人材センタ
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ーへ依頼して、定期的な駆除を実施しています。今年度の実績は、４月から９月まで

の期間で１９日間、１００時間実施しました。 

２番目のご質問の「個人宅への指導」についてでございますが、個人所有地での事

案になりますので、原則、駆除は個人にお願いしています。村民の皆様から役場へ通

報等があった場合には、職員が現場確認をした後、所有者や管理者を特定して指導を

行っています。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） シルバー人材センターで１００時間実施したということです

が、今年は特に増えまして、地図に落とし込んで管理しているかどうか、その辺どう

でしょう。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 地図に落とし込みという作業は、こちらの事務方ではして

はいませんが、作業日誌等でどこら辺をやったかとか、どの辺を施業したかという報

告はそのたび受けておりますので、後になってそういった地図への落とし込みという

作業も可能かなと今、思っております。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 私の知っているところだけでも、今年だけで１０か所ぐらい

増えているのだよね。そういう情報を共有してもらいたいので、ぜひ地図に落とし込

むとか、そういうようなことがあったら、私どもにも話を持ってきてもらいたいので

すが、その辺いかがでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 今後の対策としてまた検討、また担当ともよく相談して、

実施していきたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 唐沢貯水池の上にある村で管理している土場があるのですが、

今年はそこにもかなり増えてしまったのですが、その辺のことはどうなのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 管理地内ということになりますと、住民課の所管ではない

ものですから、建設水道課ですとか、また所管をする担当課とよく連携して情報共有

をしながら、駆除してほしいといったことをお願いしていければなと思っております。 
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○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 土場というか村で出た土とか草刈りした、そういうものを捨

てている場所なのだよね。そこであれだけ増えているということはちょっとえらいの

で、また唐沢から清水に行く途中の沢に１か所だけあったのですが、こんなのはしっ

かり管理しないとそれ以上また増えるような気がするのだよね。その辺をどんなふう

に今後していくか、お願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 土場の管理というのが住民課の所管ではないのですが、そ

こへ残土ですとか、刈り払いをした草ですとか、そういったものが運び込まれて管理

をしている場所であるために、そういったところに紛れ込んだものが繁殖するという

ことも容易に想像ができますので、先ほども申し上げましたけれども、管理をしてい

る課との連携、情報共有というところで何とかならないものか、検討していきたいと

思っております。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） ２番目の個人宅の場合ですが、毎年毎年、そこのうちは、生

えるのだよね。それで処理もしないもので、今、半径というか５００メートル以内の

ところにかなり増えてしまったのだよね、その周りで。個人宅に、完全に処理してな

いのだから毎年毎年、役場で通知を出すか何かしないと、これはもっと増えるのでは

ないかと思うのですがその辺どうでしょう。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） おっしゃるとおりだと思っております。再三注意ですとか、

現場を見て「またここか」というところだとは思うのですけれども、何度も言われる

と、個人の方も「もう分かっているよ」という対応もされてしまったりですとか、分

かっていてもらっていても、なかなかそういった対応をしていただけないという現状

ですので、粘り強くやっていくしかないのかなということを考えています。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 近所の人も迷惑しているのですよね。そんなのが飛んできて、

自分の畑にも生えてきたという状態になっているので。個人的に言うのもあれですが、

村で指導、何回もそれは大変かもしれないですが、役場で何かの形で駆除指導できな

いかね。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 
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○住民課長（村田鋭太君） 非常に難しい問題かなと思いますが、今言えることは、さ

らなる指導の徹底ですかね、「うるさい」と言われても、何度も何度もそこへ行って、

注意をしていくということしかないのかなと思っております。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。それでは質問事項２につきましては終了しま

す。 

竹野入恒夫議員、次に、質問事項３「アメリカシロヒトリの駆除について」を質問

してください。 

竹野入恒夫議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 高い場所が多いので駆除するのは大変だと思うのですが、大

量発生した場合は、ボランティアか何かを募集して、ボランティア４～５人で動力を

使って駆除できるような体制をつくれたらいいと思うのですが、その辺どうでしょう。

ボランティアがあれば私も参加したいと思っていますが。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項３「アメリカシロヒトリの苦情について」の質問にお

答えいたします。 

アメリカシロヒトリの「今後の村の駆除対策」についてでありますが、公園や学校

など公共施設周りについては、村が防除・駆除しておりますが、個人所有の樹木につ

いては、所有者の責任で駆除することとしています。 

今後も基本的には同様の対応を取る予定で考えております。村が所有する動力噴霧

器の貸出しは、区や連絡班単位で貸出しが可能なので、有効利用していただくよう、

広報してまいります。 

過去に実施していたような、全村挙げて防除するという方法は今のところ考えてお

りませんが、今年のような大発生に備えた駆除・防除体制を整えておく必要性は感じ

ております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 肝心な駆除のいろいろ聞くのを忘れていてしまったのですが、

今、村長の言ったように私の質問事項の中にありましたのであれですが、非常に今年

は異常発生でして、高いところの駆除は本当に大変なのですよね。 
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今年みたいに大量発生した場合には、先ほども言いましたが、ボランティアを募集

して駆除できないかという、そのような考えはあるかどうか教えてください。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 何かしらのそういった大発生に備えた体制というのは整え

る必要性があると村長も今答弁をしましたけれども、今、村でやっている事業が答弁

にもありましたとおり、道具を貸すという事業であります。 

貸せる範囲が、区ですとか連絡班というところに限っての貸出しという決まりにな

っておるものですから、なかなかその部分で今年のような大発生したときに、区の皆

さん、連絡長の皆さん、協働でやってもらえないでしょうかということも、できると

ころとできないところがあるのかなということを強く感じました。 

あの時期、苦情は毎日来まして「家の中に入ってきてしまう」とか「非常に困って

いる」という苦情が、その時期は毎日電話で寄せられたものですから、何とかしない

といけないかなということは、非常に強く思った次第でありますが、議員おっしゃる

ボランティアの結成というところに関しても、そういった決まりの枠ではなくて、ボ

ランティアさんというところの中の駆除ということは非常に歓迎できることでもあり

ますし、もしやっていただけるという方がいらっしゃれば、また検討して、そういっ

た組織をつくっていけると、柔軟にそういったところに対応していけるのかなと思い

ましたので、検討したいなと思います。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 動噴と殺虫剤を村で用意していただければ、そんなようなボ

ランティア組織もできると思うので、ぜひ検討していただいて、大量に発生したとき

だけでなくても、個人宅でやるようなところが難しいようなこともありますので、ぜ

ひそういうものをつくっていただきたいと思います。それは要望です。 

○議長（大月民夫君） この件、よろしいですか。 

それでは竹野入恒夫議員、次に、質問事項４「セイタカアワダチソウについて」の

質問をしてください。 

竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 「セイタカアワダチソウについて」。以前は、セイタカアワ

ダチソウの繁殖は唐沢川の下流に繁殖していただけですが、今は村全体で繁殖してい

ます。このまま放置していくのか、また駆除する考えがあるかどうか質問いたします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 
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  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項４「セイタカアワダチソウについて」の質問にお答え

いたします。 

「村全体に繁殖しているが、今後どうするか」についてでございますが、現在のと

ころ、村主体で駆除・防除対策を行っていく予定はございません。セイタカアワダチ

ソウは荒れ地や荒廃農地、土手などで最近よく見られる外来植物の１つと認識してお

りますが、村内のどの辺に分布しているかなど、詳細は調査しておりません。 

この植物についても、他の植物同様で、個人所有の土地や農地に繁殖していた場合

は、個人で駆除する対象になろうかと考えられます。名前のとおり、背丈が長く、繁

殖力が強いため、場所によっては見通しが悪くなることも想定されます。道路敷や交

差点など公共的な場所で繁殖があった場合は、役場へ通報いただければと思っており

ます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 日本全国的に繁殖しています。景観が悪くなるので村での繁

殖は制御したいと思いますが、セイタカアワダチソウを知らない人も多いので、外来

植物だと認識させて駆除するにはどのような方法がよいのか。何かあったらお願いい

たします。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 最近よく聞かれる名前の外来植物だと思いますけれども、

黄色い花が咲いて、見た目は割ときれいな花かな。秋のキリンソウにちょっと似てい

るような雰囲気があるきれいな花かなという印象の植物なのですけれども、何がこれ

いけないかというと、根っこにアレロパシーという毒素が含まれていて、生えたとこ

ろをほかの植物を駆逐してしまうという、どうやらそういう特徴もあるようです。繁

殖力が非常に強いという植物だという認識をしておりますが。 

なるべくそういった見分けがつくような写真ですとか、広報ですとか、この植物に

関しては特にそういった広報の対象には今のところしていないものですから、改めて

こういったものに、時期になったら早く引き抜いてほしいというような広報、またこ

れも根強くというのですかね、何度も何度もやって皆さんに周知して知ってもらうと

いうことが重要かなと思っております。 
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○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 繫殖力がすごいので、山形でも方々で見るようになったのだ

けれども、知らない人がほとんどだと思うので、ぜひこういうものがあったらという

ようなものを広報か何かでその時期に呼びかけてもらいたいと思うのですが、その方

法はできないでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 広報等を活用したそういった周知、時期になる前の周知が

効果的かと思いますので、議員が前にも質問していただいた外来植物同様、そういっ

たものと一緒に今回のこのセイタカアワダチソウや何かの広報もしていければなと思

っております。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。 

それでは、竹野入恒夫議員、次に、質問事項５「山形村の外国人住民について」を

質問してください。 

竹野入恒夫議員。 

○２番（竹野入恒夫君） ５番「山形村の外国人住民について」。 

１、山形村に現在外国人住民が何世帯あり、何人住んでいるのでしょうか。 

２、外国人世帯で生活保護を受給しているのは何世帯ありますでしょうか。何人で

しょうか。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項５「山形村の外国人住民について」の質問にお答えい

たします。 

１番目の質問の「山形村の外国人住民世帯数と人数」を申し上げます。 

令和７年１０月３１日時点の外国人のみの世帯は１４４世帯です。日本人と外国人

混合世帯は２８世帯です。外国人住民の人数は２０７人となっております。 

２番目のご質問の「外国人世帯で生活保護を受けているのは、何世帯で何人か」に

ついてでございますが、現在、外国人の方で生活保護を受給されている方はおりませ

ん。 

以上でございます。 
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○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） １４４世帯あり、２０７人もいるということで、びっくりし

たわけですが、このうち保育園や小中学校に通っている人は何人ぐらいいるのか教え

てください。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 小学校の数については、大雑把な数ですが、現在２名、来年

度１名入学してくる予定かと把握しておりますので、来年度において３名。いずれの

児童も日本語指導が必要な児童ではありませんので、特別な対応は取っておりません。

そのような状況であります。 

○議長（大月民夫君） 竹野入議員。 

○２番（竹野入恒夫君） 分かりました。ありがとうございました。 

それと２番目の質問ですが、生活保護の受給をされている方がいないということで

安心しました。よその市町村ではかなりいるらしくて、いろいろな問題が起きている

ようです。 

これで全部の質問を終わりにします。 

○議長（大月民夫君） よろしいですか。 

以上で竹野入恒夫議員の質問を終了いたしました。 

ここで暫時休憩します。２時４５分再開。休憩します。 

（午後 ２時３３分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午後 ２時４５分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 大 池 俊 子 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位６番、大池俊子議員の質問を行います。 

 大池俊子議員、質問事項１「加工室の利用と運営は」について質問してください。 

 大池俊子議員。 

          （１１番 大池俊子君 登壇） 

○１１番（大池俊子君） 議席番号１１番、大池俊子です。今日は３つの議題について
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質問したいと思います。 

まず初めに「加工室の利用と運営は」。 

農産加工室は、主に農家の女性たちが余った野菜や果物などを利用して、ジュース

やケチャップ、味噌、漬物などを加工してきました。また、冬場の生きがいの場など

として交流の場として利用しています。特に農閑期の冬場は空いている日がないほど

を利用している人たちでいっぱいです。 

山形村農産加工施設の設置及び管理に関する条例の２条では「農産物の加工開発な

どを行い、グループの育成・農村コミュニティづくりを図るため、山形村の農村加工

施設を設置する」というところも入りました。ここでジュースとかケチャップを村の

名前で売れるようになっています。この１０月より、基本料金 1,000 円が新たに発生

しています。 

質問。１つ目に、特に冬場の利用に関しては満杯であり、予約した予定より作業が

順調に進み、早く終わる場合も出ています。その場合、今までは途中で違う人の利用

が入りながらやってきました。そこで、この制度になってから、他の方の利用はでき

ないでしょうか。そして発足してから今までの利用状況はどのようになっていますか。 

２つ目に、今まではお互い融通をつけ、最大の作業を行ってきました。これができ

ないと加工利用したい人が利用できなくなる可能性も出てきますが、もっと利用者の

声を聞く場を設けて調整すべきと考えますが、どうでしょうか。 

３つ目に、農村女性たちの生きがいの場としての農産加工室を村はどのように捉え

ているでしょうか。 

これで１回目の質問とします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。 

 百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 大池議員のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項１「加工室の利用と運営は」についての質問にお答えいたします。 

１番目のご質問の「発足してからの利用状況」について申し上げます。 

農産加工室は、平成元年の利用開始でありますが、確認できるところで、平成１０

年度まで遡りまして、この年度の利用者が３４９人、以降１０年ごとに平成２０年度

が４７３人、平成３０年度が７５８人、そしてコロナ禍を経て、５年後の令和５年度

が６６３人となっております。 
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また「冬場の利用が満杯の状態であるが、予定より早く作業が終わった場合に、ほ

かの人が利用することはできないか」とのご質問でございますが、加工室の予約は本

年１０月から、ほかの公共施設と同様、山形村公共施設予約システムに切り替わりま

した。毎月の初めに利用希望者が一堂に会して予約受付を行った従来のやり方とは大

きく仕組みが変わり、新システムでは複数の予約を調整して、空きが出た時間に他者

が利用できるようにする操作はできないため、今の時点ではそのような微調整はして

おりません。 

２番目のご質問の「加工室を利用したい人が利用できなくなる可能性があるので、

もっと利用者の声を聞く場を設けて調整すべきと考えるがどうか」とのご質問につい

てでございます。当然のことでございますが、利用者あっての加工施設でございます

ので、利便性や使いやすさの検証は必要と考えます。そもそも、予約システムの導入

もそうした観点で、時代に合った予約方法を模索して行われたものですので、今後も

皆さんのご意見を聞かせていただき、改善を図っていく予定でございます。 

３番目のご質問の「農村女性の生きがいの場としての農産加工施設を村はどう捉え

ているのか」についてでございます。 

利用開始以来３５年以上経過し、施設は老朽化による傷みが目立つようになりまし

た。この間、設備の安全対策を図りながら、小さな修繕を重ねて今日に至っており、

この点が最も大きな課題と認識しております。 

これまでも多くの方々が楽しく農村に暮らす張り合いの１つとして利用してきた施

設でございますので、その役割の大切さを忘れることなく、使いやすく、気軽に利用

できる公共施設、農産加工施設の在り方を研究してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） それでは、１つ目の質問の中で今、人数を言われたのですが、

この中で令和５年度まででこの人数は終わっているのですが、特に今年度で制度が変

わることによる希望者の、全体はまだ出てないと思うのですが、その状況はどのよう

になっていますか。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） まだ今のところ１０月以降の数字というのは把握でき

ておりませんので、また分かり次第お知らせするようにしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 
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○１１番（大池俊子君） それでは全くまだつかめてない状況でよろしいでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 例えば対前年比とか、４月と比べてということを担当

者レベルでは当然数字持っていると思いますけれども、私手元にございませんので、

また分かり次第、お知らせしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） それでは１つ目のところで、作業がベテランの人たちだと段

取りよく早く終わる場合がかなりあります。今までだったら、その中で次の方に連絡

しながら作業をどんどんやっていって、結局１クールで、２つの団体が終わるほどの

速さになってきているところもかなりあります。そういうのが今後できなくなるとい

うことになると思うのです。そういう心配があるのですが、そこのところは利用が少

なければ少ないでいいという状態で終わってしまうと捉えてよろしいでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 加工室の利用・運営にあたっては、加工室の運営委員

会という組織がありまして、効率的な利用ですとか、問題点・課題点等の協議をして

いただいているところであります。 

この予約システムの導入ですとか、それから利用料の設定等についても、何回か協

議をいただいて導入をしてきたところでございます。 

先般も加工室の会議を行いまして、仕組みが変わったことで、例えばどういうこと

がこれまでと違うのかとか、これまではこうだったけれども、今度こうなってしまう

ねということも確認をする話合いを行いました。 

当然、３０年以上やってきたことでありますので、仕組みが変わればこれまでと全

然違った感じでもって利用するような形にもなると思うのですけれども、その辺のと

ころは、先ほど議員が言われたように、利用者同士の調整というものについても今回

のこのシステムでいくとできないよねということも確認をしました。 

いずれにしても、一度導入したシステムですので、その利便性ですとか、その使い

やすさ、づらさというものに関しては、使ってみて検証することと認識をしておりま

すので、今後これについて全然検討しないとか、改善を図らないということではなく

て、話合いをする中で、どういうところが課題でどういう改善をすべきかということ

は引き続き研究はしてまいりたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 
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○１１番（大池俊子君） 指導員と村との話合いの内容も少しお聞きしましたが、その

中でこのシステムが導入されることによって、個人情報が知らされないために、なか

なか調整がしにくいという声も聞いたのですが、この加工施設というのはシステム導

入を村全体でやった話なので仕方ないと思うのですが、特にこういう特殊な場所はこ

のシステムが合わなかったのではないかなと感じるくらいのところです。 

そういう点から見ても、最低、情報をその指導員に知らせてもらわないと、調整が

できない状態にあると思いますので、そういう点はどう捉えているのか、お聞きした

いと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今ご指摘のとおりのお話もその会議で出ました。個別

の会議のお話ですので事細かにここで申し上げることはいたしませんけれども、であ

ればどういう工夫の仕方があるかということも話し合われました。 

いずれにしても、繰り返しになりますが、現に動いているシステム・仕組みであり

ますので、これに関してはその問題点・課題点というのはしっかり検証した上で、先

ほど議員がおっしゃられたように、確かに加工室の作業、業務自体が通常の施設利用

とはまた異なるものでありますので、その辺のところは村としても重々承知をしてお

ります。 

個人情報という考え方も、３５年前にはほとんどなかったことでもございまして、

そういった時の流れもありますので、その辺はこの時代に合った適切な処理の仕方と

いうものを、皆さんで研究しながら前に進んでいかなければいけないと思います。ご

理解をいただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 個人情報は最近出てきたことで、農家の母ちゃんたちから見

れば全く関係のないところで動いているという感じをしています。 

このシステムが入ったことによって、利用者が利用しにくくなるとか、利用できな

くなるという状態を回避するには、その指導員が今３人、４人おられるのですが、そ

の人たちはものすごい力持ちで、情報を共有しながら、大勢の人が利用できるように

また分からない人たちは、その指導員がつきながら、冬場の３か月の間にあそこの加

工施設に空きがないくらい多いために、土日も開けてもらって、ずっとやってきたわ

けですので、それが交替して、はみ出される人が出るという状態はぜひ避けてほしい

という希望があります。 
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その点からも、個人情報はできる範囲、特にあまり個人的なものは駄目だけれども、

公にできる限りにして、そこのところで調整して、うまく効率よく作業できるような

体制をだんだんではなくて今やらないと多分これからすぐ作業が始まる状態で、大変

だと思うのですが、そこのとこは早急に続けてできないかということではどうでしょ

うか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 一定のやり方はいろいろ考え方があろうかと思います

けれども、使い方、一旦始まったものを逐次変えていけるかというと、なかなかそう

いうわけにもまいりませんので、これは機を捉えて、また皆さんで話合いをして「こ

のタイミングでこう変えましょう」ということが決まれば、そうしていくことになろ

うかと思います。 

公の施設の公のルールでありますので、ここで個人的なことを申し上げるわけにも

まいりませんが、いずれにしても個人情報というのは今の行政で一番神経質にならな

ければいけない部分である一方、こちらから押さえつけて蓋をするものでは決してな

いと思いますので、そこを許容する範囲の中では、許す範囲の中では、それを共有で

きるのであれば、そういった工夫もこれからできるかな。望まない人は開示しないけ

れども、それを気にしない人は別にこれまでのようにホワイトボードに、使用者の名

前を書いていただくとか、そういったこともやぶさかではないかと思いますが、いず

れにしてもしかるべく、皆さんの協議の上で決定してまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） ぜひそのようにやってほしいと思います。 

指導員を中心に回っているのですが、その予約している人たちも、だんだんこれか

ら、かなり出てきていると思うのですが、その人たちもこのシステムが変わったこと

によって、状況が分からないという方もかなり、ほとんどかもしれませんが、その人

たちのそういう意見も、皆さんの意見を聞かせていただきながらとあるのですが、そ

このところを情報を得ながら、随時改善していくというか、すぐにはできないと言わ

れたのですが、それの必要があると思うのですが、そこの点は友の会の役員さん、指

導員だけではなくて、利用者の声を聞く場所というか、そういうところはここのとこ

ろで設けるわけでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） この冬から、ご利用いただいた皆さんには、アンケー
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トをお願いするようにしました。これも準備でき次第すぐに出せるものですけれども、

これまでと大きくやり方も変わるわけですし、先ほども話が出ましたけれども、作業

によって１日、２日のずれが出てきてしまうということもありまして、それに関して

実際、利用者の立場としてどう見るかということも含めて、裏表１枚のアンケートを

取るようにいたしました。 

それは先ほどから申し上げているとおり運営委員の皆さんだけではなくて、実際の

利用者の方からもご意見をいただいて、今後に生かすという最大の目的がもちろんあ

るわけですけれども、予約システムについても今は不慣れだということもあるのです

けれども、相当の方がご連絡をいただいて、担当職員が一緒に手続といいますか操作

をするという、相当な時間を取られているということもあります。 

これは相対的に見て、農産加工の作業業務が、この予約システムに合うかどうかと

いうことも含めてですけれども、そういったご意見を参考にさせてもらいながら。ま

た協議を進めてまいります。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） これからすぐ本当に作業が始まると思うので、作業を始めな

がら調整してくというところになるのではないかなと思うのですが、そういう点でも

う１つ、初めに 1,000 円が発生していますよね、予約した時点で 1,000 円かかる。基

本使用料が 1,000 円とありますが、この 1,000 円というのが、どこまでが 1,000 円か

というのがみんな分からなくて、これは１つのグループが１回の予約について 1,000

円と捉えていいのか。それとも、１つの加工をすることによって 1,000 円が取られる

のかというところの、1,000 円というのはどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 加工を申し込んでいただくときに、これまで申請書が

あったわけですけれども、その申請１回につき 1,000 円ということでもってこの使用

料はスタートしております。 

ですので、今は利用日数がそれぞれまちまちなのですね。これも昨日もちょっと話

題にも出たのですけれども、この基本料金の設定というのをまた少しやったら検討し

なければいけないねというお話もありましたけれども、この 1,000 円自体は前にもご

説明いたしましたけれども、料金全体の見直しの中で、料金形態が特殊な加工室の場

合には、品目ごとに一定割合上げるのではなくて、ベースになる部分を一定割合かさ

上げするという趣旨で設けさせていただいた 1,000 円ですので、これは設定の仕方に
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もし修正する部分があるとすれば、また今後検討していくことになるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） この 1,000 円の問題も１日使っても 1,000 円で、３日とか５

日の過程でも 1,000 円になるわけですので、多分使いながら調整してくというか、設

定していかないと、結構矛盾が出てくるのかなと思いますので、そこのところをよろ

しくお願いしたいと思います。 

３番目の質問の「農村女性の生きがいの場として農産加工室をどう捉えているか」

というところですが、農家の女性にとってはこの加工室というのは設立当初からすご

い冬の充実した生活の場であり、また生きがいであったと思います。その経過の中で

村の名前で加工品を、ケチャップとかジュースなんかを売ることができるようになっ

た。いろいろな工夫しながら今までやってきた経過があります。 

そこで、前の課長さんにも相談したのですが、この農産加工施設もかなり古くなっ

てきていて、いろいろな器具も幾つも痛みながら、その都度更新して、替えて、何と

かもたせながら、今まで続けてきました。 

この農産加工施設の在り方を研究したいというところなのですが、どのように在り

方研究をされていくのかとか、そういう考えが何かありましたらお願いします。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） これに関しては公共施設の相対的な在り方については

村長の公約といいますか、政策でもございますので、加工室のみということではなく

て、山形村村政全体の問題として今後考えていくべきだと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 農産加工施設は農家の女性の生きがいの場だけでなく、村民全

体の女性の方々が生きがいを持って生きていただくためのとても重要な施設と私は捉

えておりますので、村民の女性の皆様がより利用していただいて、交流を深めていた

だける、そういう施設を構想の中に入れながら進めていきたいと思っております。 

施設の老朽化等につきましては、施設を集約する中でいろいろ検討を重ねて、実現

可能な体制の下、施設の更新等を考えていければと考えております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 公共施設全体の検討の中で、今言われたようにされると思う
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のですが、農産加工施設が例えば今度新しくするとか、更新するという場合はぜひ今

の利用者とか、それから、ＪＡの女性部とか、いろいろな女性団体の人たちも利用し

ています。ぜひその人たちの声も入れられる形で、そのメンバーも、農産加工施設を

更新するという場合は、その中にメンバーとして入れて、ぜひその在り方の検討をし

ていただきたいと思いますが、この村の施設全体としたら、これは無理かもしれない

けれども、個々になった場合はそういうところまでいくと思いますので、そういうふ

うにぜひ入れてほしいと思っていますが、どうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） その点も踏まえまして、全村民、特に女性の方が生きがいを持

っていただくためにそのような農村関係者、また加工施設利用者の皆様のご意見を伺

えるような体制で、ほかの住民の皆様、女性の皆様に参加していただけるすべての村

民の女性の方が意見を言える場で考えていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員、よろしいですか。それでは質問事項１につきまして

は終了といたします。 

大池俊子議員、次に質問事項２「子どもの居場所づくりについて」質問してくださ

い。 

大池俊子議員。 

○１１番（大池俊子君） それでは、２つ目の「こどもの居場所づくりについて」を質

問したいと思います。 

今、小中学生の不登校は１０年で３倍に急増し、約３５万人となっています。これ

までは少なかった小学校低学年でも増え、実際にはさらに多くの子が日々「行けない」

「行きたくない」と、行き渋りをしています。そこで質問します。 

ここ数年の不登校の状況、小中学校はどうでしょうか。 

２つ目に、放課後デイ（Ｂ＆Ｇ）や、にこにこフレンズのここ数年の利用状況など

をお願いします。 

３つ目に、今後の運営。希望者のサービス実態は。面談で入れない子の居場所は他

の場所の案内など、どのようにしているでしょうか。 

４つ目に、サテライトの状況。村外からも利用できるとなっていますが、状況はど

うなっていますか。 

これで１回目の質問とします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、教育長答弁願います。 
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大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） 質問事項２「こどもの居場所づくりについて」の質問にお答

えいたします。 

質問事項であります「こどもの居場所づくり」について、質問の相手方が、村長と

教育長となっておりますが、あらかじめ村長と調整をいたしましたので、私からお答

えいたします。 

１番目のご質問の「ここ数年の不登校の状況、小中学校」についてですが、山形小

学校、鉢盛中学校それぞれ不登校の状態を、病気による長期療養等、明確な欠席理由

以外での３０日以上の長期欠席状態と定義して集計した人数として、令和７年度１０

月現在、山形小学校児童が１２名、鉢盛中学校生徒が１６名です。在籍日はそれぞれ

２.８２％、４.０４％です。 

２番目のご質問の「放課後デイサービスや子どもたちの居場所トロッコにこにこフ

レンズの状況」についてですが、放課後デイサービスはここ数年、利用者が増加傾向

で、現在は２０名前後の方が利用しています。「子どもたちの居場所トロッコにこに

こフレンズ」の登録者は現在２１名ですが、夏休みなどの長期休業の期間だけ利用す

る児童もおります。 

３番目のご質問の「今後の運営」についてですが、「子どもたちの居場所トロッコ

にこにこフレンズ」は、子どもたちの学習支援と居場所づくりを行う事業です。小学

校３年生から６年生が対象で、登録者は随時募集しており、希望者には活動の様子を

見学していただき、面談を行っています。 

小学校の長期休業の前になりますと希望者が増えるため、定員がいっぱいになりお

断りする場合もありますので、なるべく早い時期の応募をお願いしております。 

「子どもたちの居場所トロッコにこにこフレンズ」の事業はＢ＆Ｇ財団の助成を受

けて、令和５年度からスタートし、今年度で３年目です。Ｂ＆Ｇ財団からの助成は今

年度で終了いたしますので、来年度からは国の補助を申請し、引き続き事業継続でき

るよう調整を行っています。 

放課後デイサービスの利用を検討している場合につきましては、こども家庭センタ

ーにおいて利用できる施設の一覧表を用意し、相談を受け付けています。 

４番目のご質問の「サテライトの状況（村外からも利用できる等）」についてです

が、まず「サテライト」と称するものは、特別支援教育であるＬＤ等通級指導教室の
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設置校以外に置かれる分教室であります。山形小学校が令和４年度までが塩尻西小学

校ＬＤ等通級指導教室のサテライト校、令和５年度に設置校となり、本務者として教

諭１名を加配していただいております。その際、県には広域対応を想定して運用する

ということを伝えており、具体的には鉢盛中学校区をその範囲とするよう、今井小、

朝日小と調整をいたしました。 

設置後、各校において、本教室の意義等を周知、保護者等の理解を広げることによ

り、教育的ニーズが掘り起こされ、令和６年度には朝日小学校にサテライト教室を設

置いたしました。また、今井小学校からは現在１名が、山形小学校のＬＤ等通級指導

教室、これを「学びの教室」と言いますが、週１時間程度、通室しているという状況

です。今後も、必要としている子どもたちにそれが届くよう、実践と発信に努めてま

いります。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） １つ目の質問の不登校の状況の中で、中学は１６名、この前、

鉢盛中学校議会の中でも報告されましたが、その不登校児童と、それから長期欠席の

療養などの子どもたちがいると思うのですが、その不登校以外の長期欠席の子どもの

数がどのくらいか分かりましたらお願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 長期欠席児童の具体的な数字について今手元に資料がござい

ませんが、鉢盛議会でも示せましたし、また小学校の集計でもそうなるのですが、い

わゆる長期欠席児童の中に不登校の児童がくるまれているという数になりますので、

長期欠席児童の数を純粋に出すと、不登校の児童よりも大きな数になっていきます。 

また、長期欠席の内容について病欠等というのが主な理由にはなるのですが、その

他にも様々な理由があって、なおかつ不登校という、要するに心身の不調等のはっき

りしない理由といいますか、なかなかつかみづらい理由というもの以外の様々な理由

が長期欠席の中に含まれてきているという、そういう集計であるかと思います。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 中学の場合は長期欠席が２８名で、そのうち不登校の子が１

６名という報告があったのですが、山形では長期欠席もおられるのかなというところ

でお聞きしたかったのですが、もし分からなかったらいいのですが、分かりましたら
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お願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 具体的な数字を今ここですぐお示しするということができま

せんが、いわゆるその不登校に対しては、小学校においては月例で適応指導委員会と

いう、これは生活指導主任を中心として関係の担任であるとか、あるいは養護教諭、

特別支援教育の担任コーディネーター等がいわゆる学校に不適応の状態であるという

子どもについて、それぞれ対策とそれから計画実行計画を練るものでありますが、そ

の中ではこの１２名という数以上に、プラスで１０名近くになるかと思いますが、い

わゆる不適応を起こしているという子どもについて検討しております。 

ですので、長期欠席ということに限らず、学校に不適応を起こしてしまっていると

いう子どもの数でいいますと、この倍くらいの数が出てきている。傾向としては大体

同じような傾向でここ数年来ているというような状況であります。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） それでは２つ目の放課後デイサービス、子どもの居場所につ

いてです。登録者は、にこにこフレンズが２１名、デイサービスが２０名とあるので

すが、長期休業だけ利用されるとか、こういう状態になってくると、すごい人数多く

なると思うのですが、その対応はスムーズにできているのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 古畑教育次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） まず放課後デイサービスの関係「放デイ」といわれてい

るやつなのですけれども、こちらは、村でやっている事業ではございませんで、民間

ですとか社会福祉協議会で行っている事業ということで、こちらにつきましては利用

するにあたっては子育て支援課から受給者証の発行を受ける必要があるということで、

現在、受給者証が発行されている人数がおよそ２０名ということで今ここに２０名と

いう答弁をさせていただきました。 

そちらにつきましては、それぞれの事業者にとって定員というものがございますの

で、一概に村でどうこうということではございませんが、この「子どもたちの居場所

トロッコにこにこフレンズ」につきましては、村教育委員会で事業を行っているもの

でございまして、こちらにつきましてはおおむね３０名という定員をつくっておりま

す。そんな関係で平日につきましてはおおよそ１０名から１５名くらいの対応なので

すけれども、長期休業になりますと、この定員いっぱいぐらいになるというところが

ございまして、どうしてもスタッフの数で対応できるか、できないかというところで
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調整を取っていくわけですけれども、どうしても定員の関係でお断りする場合もある

というところでございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 例えば希望者が多くなった場合、スタッフが足りないと、ど

うしても受け入れられないという状況になると思うのですが、子どもの居場所と考え

たら、そこのところを考えてそろえるべきと思っているのですが、この長期休業の間

だけでもスタッフの人数を確保するとか、そういう状況はできているのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） そこにつきましては、スタッフの人数もそうなのですが、

場所の問題もございまして、トレーニングセンターの２階に専用の部屋をつくってや

っているのですが、何分部屋の大きさが限られていまして、３０名以上になると、部

屋にも入れない状況になってくるというところ。 

それから、スタッフの数につきましても、その時だけ増やすということが、会計年

度任用職員の任用の関係もございまして、そこがなかなか難しいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） そうすると、あふれた子どもたちは、どうなるのでしょうと

いう話になるのですが、子どもの居場所を確保するというところから考えたら、何ら

かの方法を今後も考えていかなければいけないと思うのですが、何か考えはあります

か。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） どうしても人数がということであると、もう１つの選択

としては児童館という形になってくるのですけれども、そちらも現在利用者が多いと

いう状況が続いているわけですので、そこは村として考えていく必要があるかなとい

う部分もあるかと思います。 

もし、先ほど申し上げた放課後デイサービスの利用をお考えいただける方でござい

ましたら、そちらにつきましては子育て支援課で、相談に応じてということで、村が

事業者をあっせんするわけにはいかないものですから、「ここへどうぞ」ということ

はできないのですけれども、一覧表を見ていただいて、その中から選んでいただくと

いう対応になるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 今の問題で、村長に聞きたいのですが、今の状況だと、長期
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休業の間とか、かなりオーバーの状態ですけれども、村長としてはこの状況の打開の

ためにどう考えておられるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 差し迫っている状況ではございますが、現在の予算の関係もご

ざいまして、いろいろ考えますと、しばらくの間、現状のままで推移させていただく

考えでございます。 

もし、財政に余裕がありましたら、子どもの居場所を広げるためにも重要と考えて

おりますので、財政の許す限り施策を進めていきたいと思っております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） ちょっと戻りますけれども、放課後デイ、子育て支援課の関

係になると思うのですが、そこで受け付けして、そこから行くと思うのですが、その

状況は、今いっぱいだとか今受け入れができているという状況でよろしいでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） 放課後デイサービスにつきましては皆さんが一律に

ご利用いただくようなものではありませんでして、どちらかといえば医療にかかって

いるお子さんですとかが必要に応じたものをというようなことになります。 

事業所によっては定員がいっぱいだとか、なかなか難しいということもありますし、

あとお子さんにどのサービスが合うかというところもありますので、その辺りもご相

談させていただきながらという形になるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） そういう状況で、今、相談を受けられた方は、それぞれのと

ころへ十分行かれていると捉えてよろしいのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 中原課長。 

○子育て支援課長（中原美幸君） そちらも様々でして、保護者の方とお子さんとそこ

の場所に見学に行って、また決めるということもありますので、皆さんが皆さん全員

使っているかといえばそうでもない部分もあります。行ってみたのだけれども、合わ

なそうだからまた探してみますというご家庭もありますし、そこら辺についても様々

かなと思っております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） そのお子さん持った家庭もしっかり全体がつかみ切れなくて、

困っている方も多分おられると思うので、十分相談に乗っていただきたいと思います。 
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それでは３番目へ移りますがここに書いてあるように、Ｂ＆Ｇ財団の助成金が今年

終わるのですが、この引き続きこの事業を継続するには何らかの補助金が必要だと思

うのですが、この具体的なものが分かりましたらお願いします。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 先ほど答弁にございましたとおり、Ｂ＆Ｇ財団からの助

成は今年３年目で終了ということで、開設当初からＢ＆Ｇの助成を受ける条件として、

その３年が過ぎても、この事業を継続することというのが条件になっておりますので、

来年度以降も続ける必要が、そういった意味でも、あるわけです。 

財源につきましては、おおよそ年間で今 1,000 万円ちょっとぐらいの財源がかかっ

ております。そうしますと何も助成がないと、村で全部ということになるのですが、

そこをＢ＆Ｇ財団、それから国の方の情報によりまして、こども家庭庁でやっており

ます児童育成支援拠点事業というものが今あるのですけれども、そちらがどうもこの

Ｂ＆Ｇ財団の今やっている内容とおおよそ一致するという部分で、これが利用できる

のではないかということで、既に県庁の担当者、次世代サポート課ですか、そちらの

担当者を訪ねまして、「うちもこれ要望したいんだけれども」というような話をして

きております。 

というところで、この事業につきましては国と県と村が３分の１ずつ負担するとい

う事業でございます。今まではＢ＆Ｇ財団から最高で今 960 万円の助成を受けており

ますので、そういうことで言いますと、若干村の持出しは増えるのですけれども、そ

れでも国と県で見ていただけるというものでございますので、こちらの事業を使いな

がら来年度以降も継続できればということで、今、調整をしているところでございま

す。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 本当にこの事業は、ちょうど３年やってきたのですが、子ど

もの新たな居場所づくりとして、私も時々、トレセンを利用しながら行かせてもらっ

ていたのですが、非常に大事な居場所となっていると思いますので、補助事業がある

ということでよかったと思います。 

４番目の質問のサテライトなのですが、これは今、特別支援教育、ＬＤ等通級指導

教室ということで、山形には今、サテライトとして利用されているお子さんが朝日か

ら来ているということでよろしいでしょうか。それから、今後もこういう場所がある

ということを、困った親御さんにも知らせて利用できるのだよという情報提供という
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のは、されているわけでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） ＬＤ等通級指導教室ですが、こちらの特別支援教育の対象と

して、ＬＤ（学習障がい）、また例えばＡＤＨＤ（多動症）の児童、通常学級を軸足

にしながら、それぞれのその特性、困難に応じた指導を受けられるということで、通

級という、そういう名称がついております。 

今、山形小学校は本務校で本務者がおりますので、山形小学校の中の「学びの教室」

に１３名の児童が通っており、朝日小でも１３名の児童が通室するということで朝日

小学校にサテライト教室として、山形小学校の本務者が週に２日、朝日小学校のサテ

ライト教室に出向いて指導を行っているという状況であります。さらに、今井小学校

から山形小学校への通室が１名あるという現在の状況であります。 

この教室については、どのようなものであるかということは非常に伝わりづらいと

いうところがありますので、特別支援のコーディネーターを中心に特別支援の支援を

行う中で、保護者やそれから児童が実際に見学する、体験をするというところで理解

を図るとともに、また校長の学校紹介等でもこのような教室を設置いたしましたとい

うことで保護者に説明する機会を取り、さらにパンフレットを山形小学校で作成しま

して、それを山形小児童家庭、それから朝日小、今井小の家庭にも配布して、このよ

うな教室があるということで、ぜひ検討をお願いしますということで周知をする、そ

のような手立てを取ってきております。 

令和４年度には朝日小学校からの通室の児童、山形小学校に来ている児童は１名で

ありました。それが、令和６年度には既に１０名を超えているという状況でありまし

たので、大分理解をしていただきながら、その子に本当に必要な場として認知してい

ただけているかなと考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 私もこの質問を考えながらお聞きする中で、こういうところ

があるのだというのを改めて知りました。 

本当にいろいろな形で障がいがあったり、学習障がいであったり、いろいろな障が

いをお持ちのお子さんたちにとっては、うちで悩んでいるよりにも、こういうところ

があるというのを大いに知らせていって、利用でき、また子どもたちが充実した学校

生活を送れるというところへ持っていってほしいということでこの質問は終わりにし
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たいと思います。 

最後に子どもたちの居場所づくりのために、いろいろな子どもがいろいろな場所で

どこででも安心していられて成長できるというところを山形村でもいろいろなところ

を工夫しながらぜひつくっていってほしいということで、この質問を終わりにします。 

○議長（大月民夫君） それでは質問事項２つきましては終了といたします。 

大池俊子議員、次に質問事項３「合葬墓進捗状況は」について質問してください。 

大池俊子議員。 

○１１番（大池俊子君） この質問は前回も行いました。合葬墓をつくってほしいとい

う、昨年第２回目の議会で取り上げました。 

その中での答弁では、今の時代ますます遺骨の引き取り手というか、処分の事例が

ないという時代を迎えており、もう一度再検討する。その後のアンケート結果での合

葬墓希望も多くあり、合葬墓計画も順調に進んでいるというところであります。 

そこで質問します。 

１つ目に募集や説明会は、具体的にどのように進むのか。 

２つ目に、希望者の利用料金は。 

３つ目に、要項（条例）の設置は。 

以上で１回目の質問とします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇）  

○村長（百瀬繁寿君） 質問事項３「合葬墓進捗状況は」についてのご質問にお答えさ

せていただきます。 

１番目のご質問の「募集や説明会は具体的にどのように進めるか」についてでござ

いますが、合葬墓については、これまで周辺の先行自治体の運営実態を踏まえ、整備

から維持管理、利用者負担まで総合的に検討を進めてまいりました。 

今後は、基本設計や制度の概要を公表した上で、全村向けの説明会等を開催し、来

年度中より募集を開始いたします。説明会では、納骨方法、受入基準、管理の内容等

を分かりやすくお示しします。 

また、墳墓の設置工事の進捗状況でございますが、今月中には着工し、年度内の完

了を予定しております。 

２番目のご質問の「希望者の利用料金」については、墳墓の整備費や今後の管理に
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要する費用と近隣事例を踏まえ、村民アンケートを基本とした水準で設定する予定で

ございます。 

近隣の先行事例では、おおむね５万円から 15 万円程度の幅がありますが、いずれ

も個別埋葬か共同埋葬かを使用者側で選択する方式を取っており、両方を比べた場合

に個別埋葬のほうが高額なのが一般的でございます。最終的には、条例・規則等で明

確化させていただきます。 

３番目のご質問の「要綱・条例の整備」については、山形村霊園条例へ合葬墓の設

置・管理・使用に関する規定を新設・改正し、使用資格、使用料、納骨方法、管理の

範囲、権利性、禁止行為等を明文化いたします。 

条例案は、素案の審議を経て、次回３月の議会には上程し、規則・細則・様式を整

えた上で募集を開始いたします。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） 時間がなくなってきましたので、今後説明会を開いていくと

いうところなのですが、来年度より、その募集を開始するにあたっての全村向けの説

明会というのは、どのように、いつ頃からやる予定でしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田住民課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 来年度中の募集開始ということで考えておりますので、３

月議会に上程した条例案を議員の皆さんにお認めいただいた後に説明会という流れに

なろうかと思っております。 

年度初めは非常に忙しい時期でありますので、少し落ち着いた時期にそういった説

明会を開催して、施設やなんかも出来上がったものを実際に見てもらいながら、個別

がこうだよ、共同がこうだよ、という現場の説明も加えながら、皆さんに説明ができ

る機会がつくれればと思っておりますので、あまり暑くならないような時期がいいの

かなということを考えております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） そうすると、希望する人たちに声をかけながら、現地見学と

いうのはあれかもしれないけれども、そこを見ながら、こんな感じでというのを説明

していくということでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） よくいういろいろな説明会、村民向けで開催しますよとい
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うことで村の皆さんには広報ですとか、そういったところで周知をしながら、何月何

日にやるのでお集まりくださいという形式がいいのかなと考えております。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 

○１１番（大池俊子君） その中で規則とか要綱とか条例整備もする中で、それをまた

行ってくと思うのですが、２番目の質問にも関わってくるのですが個別埋葬か共同埋

葬か、前からも説明を受けているように、上段のところの、今共同埋葬というか、個

別で、共同墳墓がありますよね。そことの仕分けというかすみ分けも説明しながら行

っていくと捉えていいでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） よくご存じでない方が多いかと思うのです。今もその個人

でという方法は、ある一定程度の期間、混ぜずに１つの形で管理をして、その後共同

に埋葬するという方式で、共同については最初から皆さんと同じ墳墓へ埋葬する形と

いうことで、やり方についてこういうやり方でやりますよという説明を丁寧にさせて

いただいた上で、こちらの料金はこうという分かりやすい説明をして、皆さんに知っ

ていただければなと思っています。 

○議長（大月民夫君） 大池俊子議員、ぼつぼつまとめの質問に入ってください。 

○１１番（大池俊子君） もう時間がないので。合葬墓の要望が出されてから既に何人

かの方が亡くなられて、実家の墓であったり、善光寺のいろいろな場所に埋没されて

います。この方たちも含めて、合葬墓が希望に添えるような形で、ぜひ募集説明会や

募集をしていってほしいと思います。 

そこで１つだけ最後にお聞きしたいのですが、違う合葬墓は住所や戸籍などは例え

ば山形村になければ駄目とか、そういう中山もそうなのですが、そういう条件がある

のですが、そういうのも踏まえて、やっていくわけでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 村田課長。 

○住民課長（村田鋭太君） 詳細についてはこれから、今もそうなのですけれども、制

度設計、条例ですとか規則や何かを見ながらつくっている最中でございますが、周辺

の市村、一般的には入る条件として、戸籍、住民票がある方という条件で受け入れて

いるということを聞いていますので、誰しもがということではまずなくて、周辺のそ

ういった状況を参考にしながら、まずはそこら辺からスタートするということがよい

のかなというところで、今、制度設計をしておる最中でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池議員。 
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○１１番（大池俊子君） 今言われた、既に仕方なしに実家であったり埋骨されてしま

っている人が合葬墓を買うことによって、山形でもいいかというところも要望に応え

る形で考えていってほしいということで、この質問を終わりにします。 

○議長（大月民夫君） 以上で大池俊子議員の質問は終了いたしました。 

それでは、ここで質問席交替が整うまで暫時休憩します。 

（午後 ３時４５分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午後 ３時４６分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 百 瀬 昇 一 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位７番、百瀬昇一議員の質問を行います。 

百瀬昇一議員、質問事項「交通安全対策の取り組みは」について質問してください。 

百瀬昇一議員。 

○３番（百瀬昇一君） 議席番号３番、百瀬昇一です。最後の質問者となりました。も

うしばらく、１時間ほどお願いします。１時間はかからないと思いますが。 

「交通安全対策の取り組みは」ということで、今年もあと２７日余りになりました。

年末を控えて、令和７年年末の交通安全運動が始まります。１２月１５日月曜日より

１２月３１日水曜日までとなります。安心安全な年末年始を迎えるよう願っています。 

さて、質問の要旨に入ります。 

山形村は、村づくりの村民憲章があります。昨年は開村１５０周年の折、京都清水

寺の森貫主様より揮毫、音読みでは「えい」と読みますが、訓読みの表外ですが「と

こしえ」という読み方になりますが、「永」をいただきました。 

この２つの碑は役場庁舎に向かうと右側にあります。これで庁舎玄関の先に２つの

石碑が並びました。また、役場庁舎の左側には、安心・安全の村づくりの山形村宣言

の塔があります。この塔には９つの宣言が掲げられています。その中には交通安全の

宣言が２つあります。「シートベルト着用の村宣言」「交通事故撲滅の村宣言」です。

交通安全対策は安心・安全の村づくりの一丁目一番地です。 

山形村総合計画には「子ども達の通学の安全が保たれている」が重点にされていま
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す。今年も交通安全協会山形支部による春・秋の交通安全運動、各活動がされている

ところですが、年々道路交通法は改正され、近年では、自転車（軽車両）の交通ルー

ルなど、いろいろな改正がされてきました。そこで関連して、いくつかの質問をいた

します。 

１、各地域で大変お世話になってきました交通安全協会山形支部は大分スリム化さ

れたようですが、現在の組織の活動実態はどのようになっていますか。 

２、交通安全対策基本法に基づく交通安全計画・交通安全対策会議の取組はされて

いますか。 

３、最近の交通事故状況は。自動車・自転車・歩行者・７０歳以上の割合など状況

はどのようになっていますか。 

４、カーブミラーが各地に設置されていますが、管理はどのように行われています

か。 

５、各道路の白線引きなど、安全遡求マークの内容はどのようになっていますか。

また、この管理はどのように行っていますか。 

６、道路等の異常箇所の管理は、ＬＩＮＥアプリを利用しての管理も数年になりま

すが、通報の内容は近年何件あり、対応内容はどのようになっていますか。 

７、高齢ドライバーが増えていると思われますが、高齢者に対する交通安全対策は、

免許の返納等、どのように考えていますか。 

８、自転車（軽車両）のルールが近年明確に出されてきています。来年度は違反罰

則（青切符）も新たに出されます。最近では、あおり運転、ながらスマホ、特定小型

原動機付自転車、マイナンバー免許証、これらの対策はどのように行われていますか。 

９、第６次山形村総合計画４０ページから４３ページ、まちづくりの分野ミッショ

ンＣ２「子ども達の通学の安全が確保されている」。政策４「安心・安全のまちづく

り」、通学の安全箇所の把握と改善、街頭指導など、小中学校の通学の安全確保に向

けての現状と課題についてどのように進めていますか。 

山形村交通安全条例の第６条に、交通安全教育の推進がありますが、５つの健全な

交通社会人の育成を図る。保育園児から高齢者の各号の取組はどのように行われてい

ますか。また、今後の取組はどのようにされますか。 

最後、１０番目。長年の懸案であります県道新田松本線、南和田から記念碑の歩道

整備の取組はどのようになっていますか。 

以上１０点に及びますが、よろしくお願いします。 
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○議長（大月民夫君） それでは、ただいまの質問に村長、答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 百瀬議員のご質問にお答えさせていただきます。質問事項１

「交通安全対策の取り組みは」のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項であります「交通安全対策の取り組みは」について、質問の相手方が、村

長と教育長となっておりますが、あらかじめ教育長と調整をして、９番目のご質問に

ついては、教育長が後ほどお答えいたします。 

１番目のご質問の「安協山形支部の現在の組織活動の実態は」についてであります

が、安協山形支部では年４回の交通安全運動での街頭指導や保育園、小学校、中学校

の交通安全教室への協力、他支部との研修会など活動を行っていただいております。 

２番目のご質問の「交通安全対策基本法に基づく、交通安全計画・交通安全対策会

議の取組はしているか」についてでございますが、交通安全対策基本法に定める交通

安全計画の策定・交通安全対策会議の設置はできる規定となっておりますので、山形

村では計画の策定、交通安全会議の設置は行っておりません。その代わり、山形村交

通安全条例を定め、基本理念、村の責務、村民の責務といった内容や、交通安全教育

の推進といった事項について定めております。 

３番目のご質問の「最近の交通事故状況は。自動車・自転車・歩行者・７０歳以上

の割合など状況はどうなっているか」についてでございますが、長野県警察本部が毎

月公表している交通事故統計の令和７年１０月によりますと、山形村内の事故件数は

１７件となっております。昨年の同時期と比べて９件増となり、倍増している状況で

ございます。 

全県のデータになりますが、７０歳以上の方が歩行中に事故に遭われた件数が１１８

件、自転車での事故が４１件、二輪車での事故が１５件、自動車運転中の事故が２９８

件、その他が１０３件となっております。また、県下の発生事故件数に対する高齢者

の事故件数の割合は、７０歳以上ではありませんが、高齢者といわれる６５歳以上の

事故の割合は４２％となります。 

４番目のご質問の「カーブミラーが各地に設置されているが、管理はどのように行

われているか」についてでございますが、カーブミラーは建設水道課で管理しており

ます。地域住民の要望に応じて新たに設置したり、破損した場合は修繕や取替えを行

っております。 
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５番目のご質問の「各道路の白線引きなど安全遡求マークの内容はどのようになっ

ているか、また、この管理はどのように行っているか」についてでございますが、停

止線や横断歩道、速度規制の標示等は警察の管理となっております。薄くなって引き

直しが必要だったり、新設の要望がございましたら、警察署に依頼しております。 

外側線や白色のセンターライン、交差点標示等は、建設水道課で管理を行っていま

す。村内の見回りや地域住民からの通報により、引き直しを行っている状況でござい

ます。 

６番目のご質問の「道路等の異常箇所の管理について、ＬＩＮＥアプリを利用して

の管理は数年になるが、通報の内容等は近年何件あり、対応の内容はどのようになっ

ているか」についてでございますが、ＬＩＮＥアプリを用いての通報件数は、令和４

年度は４５件、令和５年度は３７件、令和６年度は５４件、今年度は１０月末までで

２４件ございました。内容の大部分は、道路の穴などの軽微な補修依頼でございます。 

通報があった場合は、必ず建設水道課職員が現場を確認し、軽微であればその場で

補修し、修繕の規模が大きければ、補正予算、または実施計画に計上するといった対

応をしております。 

７番目のご質問の「高齢ドライバーが増えていると思われるが、高齢者に対する交

通安全対策は、免許の返納等はどのように考えているか」についてでございますが、

議員のご指摘のとおり、高齢ドライバーの増加に伴う交通事故のリスク対策は、本村

においても重要な課題でございます。 

まずは、関係機関や交通安全協会と連携し、高齢者講習の受講促進や、サポカーの

普及啓発などを通じて、事故防止の徹底を図ってまいります。 

一方で、免許返納を促進するためには、返納後の移動手段と生活の質をどう確保す

るかという両輪での支援が不可欠でございます。 

まず、移動手段の確保につきましては、現在、企画振興課を中心に、デマンド交通

の導入など、地域公共交通の利便性向上に向けた検討を進めております。その中で、

スマートフォン等の操作に不慣れな高齢者の皆様でも、キャッシュレスで簡単に利用

できる仕組みとして、例えば「紙製プリペイドＱＲチケット」の導入などが素案とし

て挙がっております。これは、あらかじめ運賃分が入った紙のチケットをお渡しし、

乗降時に読み取るだけで利用できるというもので、免許返納時の支援策の選択肢の一

つとして、その必要性や費用対効果について慎重に検討を行っている段階でございま

す。 
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しかしながら、免許返納後の支援は、単にバスやタクシーに乗れるようにするだけ

では不十分であると認識しております。免許を返納された方が、家に閉じこもること

なく、社会ともつながりを持ち続けられるような、より幅広い視点での支援が必要で

あると考えております。 

具体的には、移動支援に加え、買い物支援や通院のサポート、あるいは出かけたく

なるような通いの場の充実など、高齢者の皆様が生きがいを持って暮らせる環境づく

りをセットで進めることが重要でございます。 

今後は、企画振興課と検討しているデマンド交通等の交通施策とも連携しつつ、福

祉的な側面からも、どのような支援が免許返納の不安を解消し、その後の生活を豊か

にできるかを多角的に研究してまいります。 

８番目のご質問の「自転車（軽車両）のルールが明確化され、来年度からは違反罰

則（青切符）も新たに始まります。これらの対策はどのように行われるか」について

でございますが、まずは周知を行うことが必要で、自転車を利用するすべての人が道

路交通法の改正内容を理解していただくことが大切だと考えております。 

そのためには、村の広報媒体を使った周知と、関係機関との協力、連携を一層強化

し、すべての村民が安全に生活できる事故・違反のない村づくりに努めてまいりたい

と思います。 

１０番目のご質問の「長年の懸案である県道新田松本線、南和田から記念碑の歩道

整備の取組はどのようになっているか」についてでございますが、松本建設事務所に

よりますと、松本市境から広域消防局までの区間において、令和６年度には測量が終

了しており、今年度は地権者ごとに用地交渉をしているそうです。工期については未

定ではございますが、令和８年度に用地取得した箇所から着工したいとの回答でござ

いました。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） ９番目のご質問の「第６次山形村総合計画、子ども達の通学

の安全が確保されている、政策４、安心・安全のまちづくり」についてですが、通学

路の危険箇所の把握と改善につきましては、「山形村通学路交通安全プログラム」に

基づき、保護者や学校等から挙げられた危険箇所を「山形村通学路安全推進会議」の

メンバーにより合同点検を実施し、改善に努めております。 
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また、山形村交通安全条例に基づく交通安全教室は、保育園、小中学校で実施して

いますが、高齢者に向けた交通安全教室は現在のところ実施しておりません。 

今後も、関係機関と連携しながら、園児の交通安全並びに児童生徒が安全に通学で

きるように、通学路の安全確保を図ってまいります。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） それぞれご答弁ありがとうございました。再質問をさせていた

だきます。 

交通安全は毎日毎日の日課です。各家庭では、それぞれご家族の方が「いってきま

す」「いってらっしゃい」ということで、朝が始まります。家族が帰ってくるまでが

心配です。「ただいま」「おかえりなさい」。自分の４０年前頃の仕事での経験上と

地域の役員での経験上も含めての質問ですが、１０項目について改めて再質問という

ことになりますが、確認を含めて提案等もさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

まずは１番目で確認させていただきますが、たしか交通安全週間は４期にわたって

春夏秋冬と、冬については冒頭申し上げました年末警戒でございます。ということで、

山形村は春、秋と年末、この３回ですか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 安協で今出ていただいているものについては春夏と年末警

戒になります。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。 

年末の交通安全運動も始まります。今朝は道端が白くなりました。特に自動車運転

なり歩行者、自転車、大分気をつけなければいけない時期に入ってまいりました。と

いうことで、ぜひこの年末の交通安全運動も村民が気をつけて安全な年末年始が迎え

られるようにぜひお願いしたいと思いますが、せっかくの機会ですので、私が言うま

でもありませんが、今回の運動の重点事項は４つあります。 

夕暮れ時・夜間の歩行者事故防止、２番目に高齢者の交通事故防止、３番目に自転

車等利用等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底、飲酒運転の根絶と、これはこ

の後の確認にも入ってまいりますが、４つ読ませてもらいました。ということで、年

末の交通安全運動、よろしくお願いします。 

ここで安協山形支部に関連しての質問です。ちょっと教えていただきたいのですが、
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安協については、今、財団法人の任意団体になっておりますということで、任意団体

については、最近は店じまいしてしまう組織が軒並みということで、この安協につい

ても、県外でもどうも活動ができないということで解散したところがあるようです。

この松本地域でも、５近くの市村あたりも、そんなことの状況が表れているようです

が、山形は大丈夫ですか。この内容について、結構報道もされているようですが、こ

んな今状況でありますが、こういう状況の中、村長さんはどう思いますか。よろしく

お願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員ご指摘のとおり、交通安全協会の活動を停止されたところ

があるということは認識しております。現在村内においての交通安全協会の在り方に

つきましても役員の皆様にご尽力いただき、そして維持、活動しておりますので、現

在のところは問題ないと認識しております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。ぜひ安協については長く続きますよう

に啓蒙していただいて、よろしくお願いいたします。 

それと、交通安全対策の関係では、予算なり決算のときに質問すればよかったので

すが、今回私こういうのをいろいろ調べたというのはどういう理由なのか。今年から

私も後期高齢者ということで、４年前、高齢者講習を行って、それはパスして、今、

免許を持っております。今回、今年は、後期高齢者ということで、認知症の検査も大

丈夫みたいで、免許をいただきました。３年ということで、ゴールド免許になりまし

た。前回は４年で青でした。そんなことでもう１つ予算や決算の中に、いろいろ調べ

たら、私もこういう予算なり決算を気なしで承認なりしてしまっていましたが、交通

安全対策特別交付金というものがありますね。根源は交通事故の違反金から分担され

るようですが、このものは大した金額ではございませんが、どのように活用されてい

ますか。答えられる範囲でお願いします。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 交通安全対策交付金ですけれども、一般財源化されてしま

いますので、明確にこれという表現ができなくて大変申し訳ありません。 

それと、さっきの最初のご質問で私、勘違いをしてしまいまして、交通安全運動年

３回とお答えしてしまいましたが、年４回ですので訂正をさせてください。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 
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○３番（百瀬昇一君） 夏もやっておるということですね。どうも私も春・秋というこ

とが頭にあって、そういう認識でしたが、年間４回ということで、安協の皆様には大

変ご苦労いただいています。そんなことで今後もよろしくお願いいたします。 

次に、②に移りますが、交通安全の基本法というものもあったということで、昭和

４５年に法制化され、最近、平成２７年に最終改正がされているようですが、こんな

ことで、これに基づいて当村では、山形村交通安全条例というものができているとい

うことで、条例ができたのが平成９年ということで、この当時は大分昔ですので、私

もこういうものは分かりませんが、今回内容に目を通させていただきました。 

ご答弁の中にも、この条例については、基本理念、村の責務、村民の責務というこ

とで、内容が条例化されておりますが、村民の皆様はこの責務をということで、村も

「村長は」という言葉もありますが、つくった当時は、この条例はどのように告知を

いたしましたか。大分昔の話で答えづらいところがあるかと思うが、よろしくお願い

します。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 私も当時携わっておりませんので、しっかりしたことは存

じ上げませんけれども、条例でありますので、もちろん議会へ提案をさせていただき、

ご承認をいただいて、条例化しているといった内容になります。 

その後、改めて村民に周知をしたかとか、そういったところは明確ではありません

ので、お答えを控えさせていただきたいと思いますが、当然、条例の制定ですので、

議会の皆さんにはご承認をいただいたというところだと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。 

この条例なり、冒頭言った村の宣言というのはありますが、それぞれ宣言なり、こ

の条例というものは具体化されなければ意味ありません。ということで、この後の質

問もそれ関連で再質問させてもらいますが、せっかくですので、この条例の中に「村

長は」という文面が４つばかり載っております。こういう文面がありますが、村長さ

んはこれを認識してやっていますか。確認していただきましたか。よろしくお願いし

ます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 個別で答えさせていただきます。「村長は」と謳われている第

４条の１項の規定についてでございますが、「日常生活を通じて自主的に交通安全の
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確保に努めるとともに、村及び警察署・関係機関が実施する交通安全対策に協力しな

ければならない」ということでございますが、今現在もこのような形で進めておりま

すので、ここは私も認識したとおり行動しております。 

第５条の２項「村長は、良好な道路交通環境を確保するために必要があると認める

ときは、関係行政機関に対し必要な措置をとるよう要請するものとする」とございま

すが、それにつきましては、現在当村におきまして、良好な道路交通環境の確保は、

警察署、松本建設事務所など関係機関に対して、必要に応じて道路標識、標示、道路

構造、通学路の安全確保等について要請を行い、良好な道路交通環境の確保に努めて

おります。 

それと次の第７条「村長は、年少者用補助乗車装置、歩行補助者、反射材用品その

他交通安全の確保に資する製品の利用が促進されるように、必要な措置を講じるもの

とする」とございますが、そこにつきましては、年少者用補助乗車装置、歩行補助者、

反射材用品その他交通安全の確保に資する製品の利用促進につきましては、住民の皆

様や関係団体からご要望がございましたら、その都度効果や必要性、予算状況を踏ま

え、慎重に検討してまいりたいと考えております。 

次に第１０条の３「村長は、交通死亡事故等が連続して発生し、今後も増加の傾向

がうかがわれる場合は、交通安全対策会議の開催を求め、対策を協議し『交通死亡事

故多発非常事態宣言』を発令し、村民ぐるみによる交通死亡事故防止対策を展開する」

とございますが、当村におきましては、住民の皆様一人ひとりの交通事故防止に対す

る意識の高さにより、死亡交通事故ゼロの日数が１０月３１日現在、２,６３５日を

超えております。一方で、物損事故等は散見されている状況にありますことから、今

後、交通死亡事故が連続して発生するなど、同条に該当する事態となりました際には、

交通安全対策会議の開催要請や交通死亡事故多発非常事態宣言の発令等、条例に基づ

き適切に対応させていただきたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございました。 

今、村長にお聞きしましたのは、前村長が死亡事故ゼロが何日ということで、昨年、

たしか発表があったと思いましたので、ちょっと触れさせてもらいました。 

山形村は最近は死亡事故ゼロが続いておるようですが、以前は重大な事故があった

ときには、そんなようなことで会議が持たれたり、いろいろしたかと思います。そん

なことでございますが、この件の山形村の計画の策定なり、交通安全会議の設置を行
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っていませんというご回答でしたが、質問でいろいろ申し上げましたが、今回は特に

自転車等の改正を含め大幅な改正がありますので、ぜひ山形村としての交通安全計画

をぜひ立ててもらって、それに基づいて、ぜひ交通安全啓蒙をしていただきたいとい

うことで、そんな意味合いで、今、村長にも答えていただきましたので、これは要望

ですので答弁はいいですが、そんなことでよろしくお願いします。 

長野県では交通安全計画を立てているかと思います。たしかあったと思います。そ

んなことで、長野県でできておりますそれに基づいて、ぜひ今後も重大な事故がない

ように訴求できるような安全計画を立ててもらって、村民に徹底をしていただきたい

ということで、よろしくお願いします。 

次、３番目ですが、交通事故状況をそれぞれご回答いただきましたが、この内容に

ついては人身事故の件数かと思います。先頃、山形の駐在さんにもデータをいただき

ましたが、ご回答いただきましたその後、１１月３０日現在で人身の交通事故が１９

件になっております。２件増えております。最近聞いた中では、この近くの交差点で

２件ほど事故があったようです。それぞれ人身のようでした。それを含めてなのかな

ということで、察しはつきますが、そんなことで最近、長野県下では大分大きい事故

が増えているようです。 

そんなことで、山形も人身が１１月だか最近続いたということで、そういう人身事

故のないような施策をしてもらいたいということで、この件数を聞いたりしましたが、

この人身事故のほかに物損事故というのも結構起きていると思います。その起きてい

る場所というのが、何かの報道であったと思いますが、どうしても人の集まるところ、

山形村にはアイシティと南にはビッグという車がたくさん集まる。そういうところで

は大分、村内の中でも多発しているようです。こんなことで、そういう意味合いの中

では、そういうところへの啓発とか、そういうものはその商業者とかそういうところ

へ啓蒙をしているかどうかをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 村長答弁で使わせていただいたものは長野県警から発表さ

れている今年の１０月のものになります。交通事故統計といったものがあるかと思い

ますけれども、そちらを使わせていただいています。 

村内の事業者さんとか商業店に対しての啓蒙ということだったのですけれども、私

どもでどの程度の物損が発生するというところが、駐在さんと共有できる部分とでき

ない部分とどうしてもありますので、駐在さんと相談する中で、もし行けなければ駐
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在さんから毎月出していただいている回覧文書の中に啓蒙を入れていただくとかとい

う働きかけはこれからしたいと思います。まずは駐在さんと情報の共有をさせていた

だいて、できる限り集めたいなと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。よろしくお願いします。 

山形村も、４０年前、５０年前に比べれば世帯は３倍、人口は倍以上ということで、

大分増えている中では、その割合では昔よりは交通事故が減っているかなという感度

はしておりますが、件数については相変わらず世帯も増え、人口も増えておりますの

で、交通事故は増えております。そんなふうに私も感じておりますが、毎日のように、

テレビでは大きな事故、子どもさんが巻き込まれるような痛ましい事故が報道されて

おります。そういうことのないようにお願いしたいと思います。 

昔もそうなのですが、最近の交通事故の傾向は、どうしても交差点、これは信号あ

りなしではなくても交差点が多いようです。それと横断歩道。そんなことで、そうい

う意味合いで、そういうものも含めて、ぜひ交通安全計画に盛り込んでいただいての

お取組をよろしくお願いいたします。 

次、４番目に入らせていただきます。カーブミラーの管理ですが、カーブミラーに

つきましては、前は私が区の役員をさせてもらっているときは、地域づくり要望とい

うことで、大分出させてもらい、村内にはカーブミラーが大分多く設置されておりま

す。昔に比べれば、本当に何十倍というぐらいの感度で増えております。そんなとこ

ろで、今、カーブミラーの村内の数というのはどのくらいあるか、分かりますか。分

かる範囲でお願いします。 

○議長（大月民夫君） 中村建設水道課長。 

○建設水道課長（中村 光君） カーブミラーの総数というものは台帳等ありませんの

で、幾つかというのは実は把握をしてございません。ただ、参考までに、ここ数年の

うちでカーブミラーを何基据えたかというのはお示しできますので、申し上げたいと

思います。 

令和５年度につきましては、新設で４件、あと破損したミラーであるとか、曇りが

取れないようなミラーの取り替えということで６件。 

令和６年度につきましては新設が２件、またミラーの取り替えが２件ございました。 

今年度につきましては、新たに設置したものが１件、ミラーの取り替えが２件とい

う、今のところ持っている数字でございます。 
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○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。 

ちょっと厳しいことを言わせてもらいますが、カーブミラーの管理者、村の財産で

ございます。ということで、カーブミラーの管理方法ということで、そういうものも

出ております。 

ということで、財産ということになりますと、台帳の作成、それと保守点検、設置

基準、設置要望など、こういうものをつくってもらいたいと。 

以前、私が常会の役員をやっているときには、カーブミラーが汚れたときは、環境

整備のときにカーブミラーを、バケツを持って拭いていたことがあります。昔話だか

ら、前は大分私も、いくらか年を取りましたが、２０年ほど前なのですが、そんな時

分は各業界競争でそういう道路ばかりではなくてカーブミラーをきれいにしたかと思

います。 

そんなことで、今、行政の皆さんがいろいろなものをつくるといろいろな管理が大

変な時代になっております。要は、昔は各地区の自治体などで管理したものが大分あ

りましたが、今、多様性の下に行政でいろいろが全部管理をしなければいけないとい

う状況に陥っております。そんなことで、厳しく管理方法に言いましたが、できる範

囲にそういうものもできたらと思いますので、よろしくお願いいたします。要望です。 

次、５番目ですが、５番目については白線と５番目、白線・区画線・道路標示・路

面標示だと、こういうものもありますが、これも以前は安協で引いた時代もありまし

た。今これだけのものを村中で管理すれば、午前中の小出議員の質問の中でも、標示

なり標識なり出ておりましたが、行政の皆さんが今は大変お金をかけて、それなりに

やらないとできない時代になっております。 

そんなことで、課長に質問したので提案します。交通安全のＰＲで重要なことなの

です。これも特集にすれば面白いと思います。この白線というのは何で白線になった

かという、こういう特集をしてもらいたいのです。 

私もいくらかこれをネットで見て、この白線とか区画とか標識とか、小出議員の中

でもグリーンベルトとか、いろいろ出たのですが、なぜこういうものが白になってい

たり、白線が切れていたり、昔は横断歩道だって全部真四角になっていたのですが、

切れていたり。それで厚みはどうだとか、この白の素材は何かとか。こういうものを

広報なり官報なりで、ぜひ特集をしていただいて、交通安全の訴求にもなると思うの

です。ＰＲにも。ぜひそんなことで、これについては、ご提案申し上げますので、ぜ
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ひそんなことでお願いを申し上げます。これは提案だけでいいです。 

次、６番目ですが、６番目については、ＬＩＮＥアプリ、異常箇所が今スムーズに

やられているかと思います。それぞれの件数についてもご回答いただきましたが、大

変、件数も年によって大分ばらつきはありますが、今年は大分減っておりますね。多

いときには５０何件なんて、大変ご苦労いただいております。この中で、村道はいい

のですが、県道の場合はどのように修理をしておりますか。 

○議長（大月民夫君） 中村課長。 

○建設水道課長（中村 光君） これまでの実例で申し上げますと、例えば県道に据え

られているカーブミラーとか、そういったものが、例えばトラックなどが当たって向

きが変わったとか、というものであれば、職員が行って角度の調整とか、そういった

ものをいたします。 

また、県道の道路に穴が開いている。これも軽微であれば、村職員が行って、穴埋

めをしております。またその修繕の規模が大きなものであれば、それは松本建設事務

所に依頼をするという形を取っております。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございます。 

このＬＩＮＥアプリを使っての報告があるかと思いますが、多分タイヤのパンク等

もあったり賠償問題にもつながるかと思いますが、そこらはうまく処理しているかと

思いますが、よろしくお願いします。 

７番は、高齢者関係。先ほど申し上げましたように私も後期高齢者ですので、サポ

カーというのがあって、サポカーについては、この村には補助金制度はないかと思い

ますが、ぜひそれをつくってもらいたい。 

それと長野県県警でシニアサポート制度というのもあります。これは運転免許を返

納した場合には運転経歴証明書というのがありまして、この制度では何か特典がある

ようですので、加盟店に行きますと、５％なり１割の還元があると。そんな内容にな

っているかと思います。 

それと高齢者対策では、ぜひデマンド交通をよろしくお願いします。それと、生き

がいづくりも、高齢者については重要なものでございます。そんなことで今度できる

複合施設の中にはいろいろな施設がありますが、高齢者の居場所づくりができるよう

にそういう位置づけもよろしくお願いいたします。 

次、再質問どんどん抜かしまして、８番目。８番目もちょっと提案をさせてもらい
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ます。 

これも駐在さんにちょっと聞いた話ですが、自転車のルールが明確にされるという

ことで、自転車の関係についての交通安全のしおりというものが、長野県では、長野

県下の大学生と協力し合って、タイアップして、しおりをつくったようです。そんな

ことで、そのしおりを県からもらって、ぜひどんなものか見て、そのしおりをぜひ普

及をしてもらいたいと思います。 

というのは、自転車は今、山形村では子どもさんも利用しているかと思います。中

学生も鉢盛中学の中学生を中心に、小学生ということで、ぜひ大学生が協力して、子

ども向けのもあるようです。そんなことでよろしくお願いいたします。 

それと、９番目については小出議員さんが午前中やってくれましたが、１つだけ、

教育長さんにお聞きしたいと思います。今年は安全点検、昨年、６年度は４件やった

ということですが今年はやりましたか。よろしくお願いします。 

○３番（百瀬昇一君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 今年度実施済みであります。３件、改善を図りました。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ありがとうございました。そんなことで小出議員さんも申し上

げていましたとおり、この内容については、検証の上、ぜひしっかり進めてもらうよ

うに、子どもさんの安全のためにもよろしくお願いいたします。 

次、最後になります。長年の懸案である道路でございますが、先頃、百瀬村長が会

長をやられております同盟会の総会がありましたが、この中にも載っておりますが、

この歩道についてですが、来年度からできるところをやるということですが、この完

成の目途はどのように考えているか村長さんにお伺いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） その件につきましては、県の事業でございますので、県の進行

状況に従った形の目途の予定となっております。 

そして、先ほどの私の答弁を訂正させていただきたいのですが、山形村交通安全条

例についてですが、第４条を「村長」と私は認識したのですが「村民」でございまし

て、実際のところ「村長は」というのは第６条でございました。 

第６条につきましては「交通安全教育の推進」という形になっておりまして、それ

は交通安全協会など関係機関と連携しながら進めておりますので、そういったことも

含めまして訂正させていただきます。 
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○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） 県道ではありますが、村長も自分の思いの中で、ぜひ強力に進

めてもらうために、この歩道、いつ頃を目途に一生懸命やるかとか、その決意を聞き

たいのと、それともう１つ。バイパスだね、バイパス。竹田バイパスの整備促進とい

うことで、これも載っておりますが、これについてはどのように進めるか、これにつ

いてもよろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 私としましては、まずは、消防署から和田南の交差点まではし

っかりと歩道整備を早急に進めていただくよう、県に要望していきたいと思っており

ます。そこから先の区間につきましては、いろいろ用地買収等の兼ね合いもございま

すので、それも含めまして推進していきたいと思っております。 

竹田バイパスにおきましては、まだ計画も立てていない状況でございますので、今

度の工業団地造成にあたりまして、いろいろ交通量も増えてくると思いますので、そ

こも踏まえまして、しっかりと政策を練って、そして検討していきたいと思っており

ます。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 百瀬議員。 

○３番（百瀬昇一君） ぜひ竹田バイパスの整備も進めてもらいたいと思います。 

以前、福澤議員が下本郷の県道については、大型ダンプがどんどん通って、うちが

揺れてしまっているのだと。バイパスができれば大型トラックはここを通りませんの

で、ぜひ精力的に進めていただきたいと、そんなことでよろしくお願いします。 

山形村は両脇に商業施設がありまして、真ん中の部分はそこに比べれば交通量は少

ないかと思います。しかしながら、毎日の通学なり、通勤などはますます自転車なり、

車は欠かせないということで、日頃の村民の安心・安全のためにも、子どもから高齢

者までの交通安全対策の充実の具体化を、条例をつくったらいいわということではな

くて計画をぜひつくってもらって、村民に周知徹底をしてもらうなり、広報の強化を

してもらいたいということで、ぜひよろしくお願いします。 

それとまた、以前、違う場面で申し上げましたが、ちょっと口幅ったいことを言い

ますが、併せて、町内の交通安全対策の実行もお願いさせてもらいまして、以上で質

問を終了させていただきます。ありがとうございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で、百瀬昇一議員の質問は終了いたしました。 
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 本日の一般質問の日程はすべて終了しました。明日の一般質問は午前９時から再開

とします。 

 本日はこれにて閉議し、散会といたします。お疲れさまでした。 

（午後 ４時４７分） 


